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日次 月 日 曜 種 別 場  所 開 会 時 刻 摘  要 

１ ３月 ８日 木 本会議 議会議事堂 午前１０時 

開  会 
提案理由説明 
質  疑 
討  論 
表  決 

２ ３月 ９日 金 休 会 村内一円 午前９時３０分 現地調査 

３ ３月１０日 土 休 日    

４ ３月１１日 日 休 日    

５ ３月１２日 月 休 会 農村環境改善

センター  午前１０時 議案検討 

６ ３月１３日 火 休 会 農村環境改善

センター  午前１０時 議案検討 

７ ３月１４日 水 休 会 農村環境改善

センター  午前１０時 議案検討 

８ ３月１５日 木 本会議 議会議事堂 午前１０時 一般質問 

９ ３月１６日 金 本会議 議会議事堂 午前１０時 

質  疑 
討  論 
表  決 
閉  会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 １ 号 

３ 月 ８ 日 （ 木 ） 
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平成２４年第１回山江村議会３月定例会（第１号） 

 

平成２４年３月８日 

午前１０時００分開会 

於      議      場 

１．議事日程 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

 日程第 ２ 会期の決定について 

 追加日程第１ 緊急質問 平成２３年度山江村行政改革推進委員会会議開催の件 

 日程第 ３ 議案第 １号 平成２３年度山江村一般会計補正予算（第６号） 

 日程第 ４ 議案第 ２号 平成２３年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算

（第３号） 

 日程第 ５ 議案第 ３号 平成２３年度山江村特別会計簡易水道事業補正予算 

（第３号） 

 日程第 ６ 議案第 ４号 平成２３年度山江村特別会計介護保険事業補正予算 

（第３号） 

 日程第 ７ 議案第 ５号 平成２３年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予

算（第４号） 

 日程第 ８ 議案第 ６号 平成２３年度山江村特別会計工業用地等造成事業補正予

算（第２号） 

 日程第 ９ 報告第 １号 委員会報告（住宅リフォーム助成制度の実施を求める陳

情書） 

 日程第１０ 報告第 ２号 議会活動調査検討特別委員会委員長報告 

 日程第１１ 発議第 １号 地方自治法第９６条第２項の規定による議会の議決に付

すべき事件に関する条例の制定について 

 日程第１２ 発議第 ２号 山江村議会議員の議員報酬に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

 日程第１３ 議案第 ７号 山江村こんにちは赤ちゃん祝金の支給に関する条例の制

定について 

 日程第１４ 議案第 ８号 山江村地域材活用促進支援に関する条例の制定について 

 日程第１５ 議案第 ９号 山江村課設置条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第１６ 議案第１０号 山江村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

 日程第１７ 議案第１１号 山江村一般職の職員の旅費に関する条例の一部を改正す
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る条例の制定について 

 日程第１８ 議案第１２号 山江村税条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第１９ 議案第１３号 山江村介護保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

 日程第２０ 議案第１４号 山江村在宅介護手当支給条例の一部を改正する条例の制

定について 

 日程第２１ 議案第１５号 山江村ケーブルテレビ施設の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

 日程第２２ 議案第１６号 山江村特定公共賃貸住宅管理条例の一部を改正する条例

の制定について 

 日程第２３ 議案第１７号 山江村教職員住宅管理に関する条例を廃止する条例の制

定について 

 日程第２４ 議案第１８号 村道路線の廃止について 

 日程第２５ 議案第１９号 村道路線の認定について 

 日程第２６ 議案第２０号 平成２４年度山江村一般会計予算 

 日程第２７ 議案第２１号 平成２４年度山江村特別会計国民健康保険事業予算 

 日程第２８ 議案第２２号 平成２４年度山江村特別会計簡易水道事業予算 

 日程第２９ 議案第２３号 平成２４年度山江村特別会計農業集落排水事業予算 

 日程第３０ 議案第２４号 平成２４年度山江村特別会計介護保険事業予算 

 日程第３１ 議案第２５号 平成２４年度山江村特別会計後期高齢者医療事業予算 

 日程第３２ 議案第２６号 平成２４年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業予算 

 日程第３３ 議案第２７号 平成２４年度山江村特別会計工業用地等造成事業予算 

 日程第３４   議員派遣の件 

 

２．出席議員は次のとおりである。（９名） 

 １番 西   孝 恒 君           ２番 谷 口 予志之 君 

 ３番 中 竹 耕一郎 君           ４番 岩 山 正 義 君 

 ５番 田 原 龍太郎 君           ６番 秋 丸 安 弘 君 

 ７番 原 先 利 且 君           ８番 松 本 佳 久 君 

 ９番 山 本 義 隆 君          １０番 欠 員 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 
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４．職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長  北 田 愛 介 君 

 

５．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

 村    長  横 谷   巡 君   教 育 長  大 平 和 明 君 

 総 務 課 長  高 田 良 介 君   税 務 課 長  木 下 久 人 君 

 産業情報課長  豊 永 知 満 君   健康福祉課長  山 口 美 敏 君 

 建 設 課 長  白 川 俊 博 君   教 育 課 長  中 山 久 男 君 

                     農業委員会 
 会計管理者  福 山   浩 君           土 屋 一 喜 君 
                     事 務 局 長 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（松本佳久君） おはようございます。 

平成２４年第１回山江村議会定例会を招集する旨の告示により、その通知をしま

したところ、議員各位におかれては、大変お忙しい中に出席いただき、厚く御礼を

申し上げます。 

本定例会に提案されます議案につきましては、後刻、村執行部より説明がありま

す。慎重にご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

 本日の出席議員は９名で、定足数に達しております。 

１２月１６日の定例議会以降の議会に関する諸般の報告をもって、あいさつに代

えさせていただきます。なお、諸般の報告につきましては、お手元に配付してござ

います。 

主なものにつきまして、ご報告を申し上げます。 

 まず最初に、先ほど黙祷していただきました故田口清隆様に対して、ひと言哀悼

の誠を捧げたいと思います。  

故田口清隆様は、昭和５８年に初めて山江村議会議員に当選されてから、７期２

５年の長きにわたって、山江村議会議員として山江村の発展に尽くしていただきま

した。この間、山江村議会経済委員、建設委員会副委員長、総務委員会委員長、議

会運営委員、山江村監査委員、人吉球磨広域行政組合議会議員などを歴任され、今

期は、昨年１２月まで山江村議会議長を務めていただいておりました。 

 議会活動にあたっては、議員間の話し合いを特に大切にされ、難問解決のために

常に見事なリーダーシップを発揮され、我々を指導してくださいました。 

 昨年１１月、体の不調を訴えられ闘病生活に入られた田口様が、１２月末には元

気に退院され、私たちも喜んだのですが、１月２０日の全員協議会においでいただ

いて活発な提案をいただいたのが、今にして思えば、ある意味最後の遺言のような

議会活動だったのかと、残念に思えてくるところでもあります。 

 こんなにも早く亡くなられることは誠に残念ではありますが、今ここに皆さん方

とともに故田口清隆様のご冥福をひたすらお祈りしたいと思います。 

１２月定例議会以降の議会の活動について、少し報告をいたします。１月２０日

には全員協議会を開きました。これには先ほど申したとおり、故田口清隆様もおい

でいただいて、みんなで検討したところであります。このときに、委員会構成等に

ついても少し変更があっておりますので、報告を申し上げます。 

 まず議会運営委員が１名欠員となっておりましたので、新しい議会運営委員に岩

山正義君を選出していただきました。その後、議会運営委員の互選により、委員長
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に岩山正義君、副委員長に田原龍太郎君を決定していただきました。ほかの議会運

営委員のメンバーは、原先利且君と秋丸安弘君であります。 

 次に、議会活動調査検討特別委員会の委員長、副委員長を選出していただきまし

た。議会活動調査検討特別委員会の委員長には、山本義隆君、副委員長には原先利

且君を選出していただいております。 

 以上、委員会構成の変更についての報告です。 

 次に、２月１４日には、熊本県町村議会新議員研修会が熊本市であっておりま

す。新議員の４名の方、研修に行ってもらっております。 

 ２月１６日から１７日は、議会常任委員会合同研修が、大分県豊後高田市に研修

に行きました。豊後高田市は、ボンネットバスなどを使った昭和のまちづくりで一

生懸命に取り組んでいるところでありますが、それとともに、「昭和の町は教育の

まち」という標語のもと、学びの２１世紀塾として教育活動にとても熱心に取り組

んでおられるところです。 

 いろいろな活動をされておりますが、数年前までは、大分県下でも平均点が低い

教育状況だったそうですが、ここ６年間は大分県でもトップの成績をとっておられ

るそうであります。そのようなことを学んで帰ってまいりました。 

 次いで、２月２５日には、球磨郡町村議会議員研修会が人吉市で開かれました。

全員出席しまして、共同通信社特別編集委員の西川孝純先生の講演を聞いてきたと

ころでございます。 

 ２月２９日には、議会運営委員会を開き、３月定例議会の日程等に関する決定を

してもらっております。 

 ３月５日には、熊本市において、ＴＰＰ協定に関する情報連絡会というものがあ

り、これに私と秋丸経済建設委員長と参加しております。会場からの質問もたくさ

ん出ましたが、特に農業・林業関係から、ＴＰＰに参加したあとの問題について多

くの質問が出ておりました。国の政策について、内閣官房から熊本までおいでいた

だき説明していただくことには、一定の効果があったと思いますが、今後、私たち

も引き続きＴＰＰ問題、太平洋地域経済連携協定のことについては、勉強していく

必要があると思います。 

 さて、次の日曜日３月１１日に開催される東日本大震災一周年追悼式について、

総理大臣談話があっておりますので報告いたします。 

 内閣総理大臣の談話。国民の皆様へ、政府は、来る３月１１日、午前２時３０分

から、東日本大震災一周年追悼式を国立劇場において執り行います。東日本大震災

の発生から１年が経とうとしています。東日本大震災は、被災地域が広範に及び、

極めて多くの尊い命を奪うとともに、国民生活に多大な影響を及ぼした未曾有の大
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災害でした。この突然の地震と、その直後の津波等で亡くなられた方々の無念の思

いと、最愛の家族を失われたご遺族の皆様の深い悲しみに思いをいたしますと、誠

に痛恨のきわみであり、哀惜の念にたえません。 

 ここに、震災により犠牲となられた方々に対し、哀悼の意を表すべく、追悼式の

当日の午後２時４６分を期して、式場において１分間の黙祷を捧げ、心からご冥福

をお祈りすることとしております。国民の皆様におかれましても、これにあわせ

て、それぞれの場所において、心から黙祷を捧げられますようよろしくお願い申し

上げます。 

 平成２４年２月２４日、内閣総理大臣、野田佳彦。ということですので、それぞ

れの場所で黙祷をお願いしたいと思います。 

 最後に、本日３月８日は、熊本県知事選挙の告示日です。３月２５日の投票日に

は、村民の皆様、ぜひ投票に参加してくださいますようお願いいたします。また、

明日からは、役場において期日前の投票も可能です。どうぞよろしくお願い申し上

げます。 

 以上を申し上げまして、議長の開会のあいさつに代えさせていただきます。 

 それでは、村長より行政報告の申し出があっておりますので、行政報告をお願い

いたします。村長。 

○村長（横谷 巡君） 皆様おはようございます。 

まずもって、２月２０日、ご逝去なされました前村議会議長、故田口清隆様の長

年の議会活動と地方自治発展のためのご尽力、ご功績に対しまして、衷心より敬意

を表しますとともに、心からご冥福をお祈り申し上げます。 

 本日、平成２４年第１回山江村議会３月定例会の招集をさせていただきましたと

ころ、議員各位におかれましては、大変ご多用の中、ご出席を賜り、ここに開会で

きますことを厚くお礼を申し上げます。 

 議長には発言の機会を与えていただきまして、ありがとうございます。 

 それでは、まず諸般の報告をさせていただきます。 

 平成２３年１２月１８日、球磨一周熊日駅伝大会、２６チーム出まして、本村チ

ームはＡチームが１０位、Ｂチームが１８位でございました。 

 １２月２２日、広域行政組合議会定例会。 

 １２月２８日から３０日、消防団によります年末警戒にあたっていただいていま

す。 

 明けまして、平成２４年１月１日、山田大王神社元旦祭。 

 １月４日、仕事始め式、成人式を歴史民俗資料館で挙行しています。 

 １月６日、消防出初め式、万江小学校グラウンド、規律勇壮な出初め式でござい
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ました。 

 １月７日、新春の集い、商工会、森林組合、ＪＡ主催によります新春の集い、ほ

たるで行われております。 

 １月８日、交通安全祈願祭、山田大王神社、村民の皆様の１年の交通安全を祈願

したところであります。 

 １月１０日、広域行政組合理事会、定例町村長会議。 

 １月１１日、小規模多機能型居宅介護施設の起工式、黎明館で行っております。

議員の皆様方もご出席をいただき、本年の５月にオープンの予定であります。 

 １月１４日、元県議、松村昭氏の叙勲祝賀会、平安閣で行われております。長年

の県議としてのご尽力、ご功績に対しまして、皆さんからお祝いを申し上げまし

た。 

 １月１５日、第４０回新春駅伝大会、節目の第４０回の大会でございましたが、

第１区が優勝いたしまして、３連覇を達成しております。 

 １月１６日、山江村森林組合安全祈願祭、青井神社。 

１月１９日、川辺川土地改良事業組合、正・副組合長会議。これは相良村土地改

良区からの回答に伴う対策会議を行ったところであります。 

１月２７日、山江中学３年生とフリートークを行いました。約２時間行いまし

た。中学生ならではの村への思い、考え、提案・要望を行っていただきました。 

１月２８日、国会議員、県議会議員、町村議長、市町村長の意見交換会が人吉で

行われております。 

１月２９日、熊日郡市対抗女子駅伝大会、山江中の新山舞選手が１区でスタート

して、見事な力走をしております。 

２月３日、川辺川土地改良事業組合全員協議会、川辺川事務所。同じく３日、山

江村商工会、地域問題懇談会がほたるで行われております。地域おこしについて、

いろんな角度から提案、要望をいただきました。 

２月１１日、人吉市政施行７０周年記念式典、カルチャーパレスにおきまして、

盛大に開催をされております。 

２月１２日郡市対抗熊日男子駅伝大会、山江中の吉田大選手が走ってくれまし

て、いい走りを見せ、球磨郡は準優勝を飾っております。 

２月１３日、城南ブロック消防広域による、広域にかかる協議会が人吉市で行わ

れております。 

２月１４日、広域行政組合理事会、定例町村長会議、球磨川鉄道取締役会、人吉

球磨地域戦略総合特区協議会が振興局で行われております。 

２月１５日第５期の介護保険策定委員会、２４年から２６年までが第５期でござ
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います。この策定委員会を開催しています。 

２月１６日、熊本県後期高齢者広域連合の議会定例会が、自治会館で開会されま

した。 

２月１７日、人吉下球磨消防組合管理者会議、このときには、デジタル無線の事

業について協議をいたしたところであります。 

２月１９日から２０日、関東丸岡会、東京都で開催いたしましたが、８０名ほど

の本村出身者の方が集まり、「故郷は遠きにありて思うもの」、非常に昔の思い出と

か話しとか近況とか、思い出話に花を咲かせていただきました。あわせて物産等も

購入をお願いしたところでございます。 

２月２１日、川辺川土地改良事業組合議会の定例会が開会されております。 

２月２２日、前議会議長、故田口清隆様の葬儀が行われております。同じく２２

日、つつじ祭り、夏祭りの実行委員会を開催いたしました。 

このときの主な議題は、夏まつり花火大会が、一昨年の口蹄疫で中止、昨年が、

商工会青年部を中心にスポンサーを募りましたが、ご承知のように、昨今の経済状

況からなかなかスポンサーが集まらないということから、昨年は中止しておりま

す。２４年をどうするかということで、関係者集まっていただいて協議をいたしま

した。いろんなさまざまなシビアな意見もあるし、開催に向けての意見もありまし

た中で、商工会青年部から、商工会としてのこの花火大会を開催したいきさつ等

は、商工会として役割があると。青年部として、ここで地域おこしに協力をしない

と存在感がないと。ぜひ開催をしたいと。大口のスポンサーから小口のスポンサー

を広げて募金を集めて開会したいから、お願いしたいと。ひいては、商工会青年部

長でスポンサーを募ってもなかなか寄附が集まらないから、できれば村長が実行委

員会の委員長に就任して、はまってもらえれば自分たちも頑張るからという、強力

な要請がありました。これほど商工会青年部からの申し入れがありますと、このこ

とを目をつぶることはできない。私も「わかりました」と。みんなで力を合わせ

て、今年は花火大会、夏祭りを盛大にやろうではないかと。このように経済が疲弊

してるときこそ力を合わせましょうということで、満場一致で、８月１１日に開催

することが決まりましたので、どうぞよろしくお願いをいたします。 

２月２４日、川辺川土地改良区の理事会、同じく２４日、人吉下球磨消防組合の

議会定例会が開会されております。 

２月２５日、多良木小学校総合落成式、木の香りが漂う立派な校舎ができており

ました。 

２月２６日、故・詰恒雄球磨村長の村葬が球磨中学校で行われております。１,

２００人に及ぶ会葬者、いかに・詰村長が、多くの方々に慕われていたのか。自治
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発展のための功績がいかほどだったのかというのを、忍ばせてくれました村葬でご

ざいました。 

２月２８日、議会全員協議会、終わりましたあと郡議会議員の研修会、このこと

につきましては、先ほど議長が申し上げましたとおりでございまして、共同通信社

の西川先生、政局の行方、衆議院解散はあるかなど、興味津々の講演をいただきま

した。 

２月２９日に議会運営委員会を開催されております。 

３月１日、広域行政組合議会の定例会が、カルチャーパレスで開会されておりま

す。 

３月２日、行政改革推進委員会を開催しております。 

３月４日、山江福祉まつり、山江村体育館で開催をしております。防火ボランテ

ィア活動についての講演をいただいたところであります。同じく４日、防火パレー

ド出発式、春の火災予防週間を迎え、火災が多く発生する時期になりましたので、

消防団の皆様によります村民への防火の啓発を行っていただいたところでありま

す。 

３月５日、定例町村長会議。 

３月６日、国民健康保険事業の運営委員会を開催をいたしております。 

 以上が諸般の報告であります。 

次に、村を取り巻く施策の状況について３点申し上げます。 

１点目は、川辺川利水事業についてであります。従来の農水省新案である既設の

導水路を利用し、川辺川から農地に配水する案が、相良村土地改良区の一部農家の

水利権同意が得られず、この案は事実上不可能と認識をしたところであります。そ

のため、代替案を探るため、６市町村の正副組合長会議を開催し、これまでどおり

国営での事業実施に向けて一致結束し、代替案づくりでは、国や県、市町村を交え

た行政連絡会議を設置し、今年の夏の平成２５年度政府予算概算要求を見据えて検

討していくことを申し合わせたところであります。 

なお、既設導水路案による事業の推進が事実上不可能となった経過について、農

家組合員の皆様への説明会を、３月中に開催することとしております。 

 ２点目は、旧山江ごみ処理場の解体工事であります。昭和５２年建設以来２５年

間操業し、人吉市の赤池クリーンプラザ移転後も９年間放置されてきました。今日

までご協力いただきました地元の皆様の感情を深く受け止め、一刻も早い解体と跡

地の環境整備の実現に向けて、全力で取り組んでまいりましたが、お陰さまで建物

施設の洗浄作業等が早く済み、解体工事は順調に進捗、３月末までには完了する見

込みであります。 
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なお、解体後の跡地の環境整備についてでありますが、地元の対策委員会から出

されました要望、案件について協議を進めてまいりました結果、関係者各位のご理

解とご協力により合意に至り、３月２９日に環境整備にかかる協定書の締結をする

運びとなりました。この協定書に基づき、着実に環境整備を進め、平成２４年度中

には、完全に旧山江村ごみ処理場の解体、環境整備事業がすべて終了、解決するこ

ととなります。長年にわたりご迷惑をおかけしてまいりました地元の皆様には、心

から感謝とお礼を申し上げたいと存じます。 

３点目は、高齢化社会を迎えた山江型介護予防拠点整備事業の推進であります。

これは、県の介護基盤緊急整備特別対策事業補助金を受け、全額補助金にて全行政

区に、地域に応じた公民館整備と介護予防事業の展開を図っていくものでありま

す。改修工事にかかる経費、１区当たり２００万円を上限、区長さんを中心に、地

域の実情、要望に応じ、玄関の段差解消、スロープ、手すりの設置、トイレの洋式

化、調理場の改修などを行い、介護予防事業や食生活改善、茶話会、栄養健康教

室、講演会などを実施し、地域住民の拠り所として、健康と生きがい活動の実践場

所として利用を図っていくものであります。 

地域のひとり暮らし高齢者など、弱者の安否を確認する地域見守りネットワーク

の村内全区への構築も完了し、災害時など緊急なときの弱者の避難場所として、山

江老健施設と協力締結、ポータブルトイレ、紙おむつ、車いす、簡易ベッドなど、

要介護者に必要な備蓄倉庫も備え、準備をしているところであります。 

 また、村民の健康予防対策への体制づくりと食生活改善など、生活習慣病対策の

推進、健康診断、ドックなどの受診率の向上に努め、医食同源の基本から、村民の

健康維持と医療費対策に努めてまいります。 

それから、黎明館を小規模多機能型居宅介護施設に改修していますが、外山病院

の社会福祉法人寿栄会による運営でありまして、利用登録者数２５人、日中ケア、

通い、夜間ケア、泊まりの施設で、本年５月にはオープン予定であります。このよ

うに官民双方からソフト・ハードの福祉の点整備を行い、福祉の拠点を結ぶ線から

面に広げていきたいと考えています。 

引き続き、平成２４年度の施政方針について申し述べさせていただきます。 

昨年３月の東日本大震災と、そして、それに伴う原発事故や電力供給の制限、さ

らには、日本企業の集積するアジア大国での洪水、ＥＵの金融不安などにより、そ

の後ようやく緩やかに上向きつつあった我が国経済も、新しい年が明けても強い停

滞感が漂っています。 

こうした中で政府は、平成２４年度予算は、日本再生重点化措置として、国民一

人一人が希望を持って前に進める社会を実現するとして、９０兆３,３３９億円の



 

－ 13 －

一般会計予算のほか、東日本大震災復興経費については、３兆７,７５４億円の特

別会計予算を編成するとともに、円高とデフレの回避など、経費の下ぶれを防ぐた

め万全を尽くすとしております。 

特に、地方交付税につきましては、地域主権改革に沿った財源の充実を図るた

め、前年度に比較して増額確保されましたが、臨時財政対策債については、一般財

源総額を確保する中で、マイナスに転じております。また、子どものための手当に

関連した地方増収分の取り扱いや、国庫補助金の一括交付金や税と社会保障の一体

改革など、地方の財源に影響を与える諸課題は決しておらず、不安定要素が顕在化

しております。 

このような国の動向を注視しながら、当山江村では、現状の課題や将来の備えの

ための財政基盤を整えるとともに、より効率の高い行財政運営を進めながら、先の

読めない景気動向と財政指標の悪化に危機感を強め、経費の削減、普通建設事業や

村債発行の抑制、組織機構を含めた制度全体の改革に努め、着実な財政健全化によ

り一層取り組んでいくことが肝要だと考えています。 

まだまだ先行き不透明感の強いもとで、引き続き堅実な財政基盤の構築に努めな

がら、各種施策を点検し、村民サービスをより充実させ、安心・安全な暮らしを目

指して、一つ、安心な暮らし、一つ、活力の創造、一つ、未来への希望のこの三つ

の重点テーマにより、村の将来像「緑と水があふれる心豊かなくりの里」、このこ

とをスピード感を持って実行していくことを、村政方針の基本に据えております。 

この主要施策にかかる三つの重点テーマについて申し上げます。 

 まず、安心な暮らしでありますが、これは、安心・安全で健やかに暮らせる、住

環境や福祉基盤への取り組みであります。村民皆様の暮らしの足元を見据え、子育

てや子どもの教育環境、お年寄りや体の弱い方などの生きがいや健康づくり、そし

て、道路管理、防災対策、交通安全施設などに目を配り、誰もが安心して住みなれ

た地域で暮らせる環境づくりの充実と実現を図ることであります。 

２４年度の新しい主な施策につきましては、村民の健康増進、予防医療、予防介

護など、各種予防対策事業へ積極的に取り組みと展開を図ることとしています。そ

れから、在宅介護手当、現在の５,０００円から１万円に増額、不妊に悩まれてい

るご夫婦に対して、経済的負担の軽減を図るため、特定不妊治療の助成、上限４５

万円を計上をしております。それから、生活道路の維持管理等の補修徹底、下払西

川内線や水無線、鳥屋線などの維持管理補修であります。 

また、各村道その他施設の流末排水対策、それから、北永シ切団地の払い下げ計

画に伴いますところの、家屋及び上下水道の切り離し部分の設計委託料３５０万円

を計上いたしております。 
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それから、村内全地区に外灯をつけておりますが、環境に配慮し、発光ダイオー

ド（ＬＥＤ）の工事を今後３年間にかけて、全部取り替えるようにしています。こ

れは、消費電力が少なく寿命も長くて、維持管理に非常に経費的に安上がりをする

ということから、今後この発光ダイオードに替えていく方針をつくっています。 

それから、二つ目に、活力の創造であります。村民の活発なる地域づくり、コミ

ュニティ活動や快適な住環境を確保するための基盤整備の充実を図り、立地のよ

さ、心地のよさをいつも感じられるような村づくりの気運を高めるとともに、主幹

産業である農林業等の振興、特に特産くりの再生、新しい農産物の開発にかかる営

農指導、林業の振興に伴う雇用を含めた循環型環境と共生した山づくり、建設業と

地場産業の育成と活性化など、厳しい環境の中での地域資源を生かした想像の展開

を図ることであります。 

新しい２４年度に取り組みます主な事業についてでありますが、まず、環境保全

型農業の推進を進めてまいります。それから、畜産関係の三種混合注射、保留牛助

成の充実を図ります。特産くりへの肥料を今年はやるということで、１００万円計

上しております。非常に今年はくりの収量が少なかったということから、根本的に

肥料をやり、樹勢をつけないと収量が望めないということから、くりの苗木補助と

あわせ、今年は肥料を助成いたします。 

それから、山江で採れました特産品等を都市で売り込むための特産品等出店事業

助成金、１団体当たり上限３０万円を助成してまいります。それから、農業施設、

林道施設の整備工事、蓑原地区の農道、谷ノ口の農地護岸工事、永田井堰の改修工

事に伴う設計委託、屋形林道の排水改良等を計画しています。 

それから、木材振興のための地域材活用促進支援事業、家の新・増築と木材を利

用した立米数に応じて、上限４０万円までを助成してまいります。 

それから、村有林、終戦後植栽しました木が、４０年から５０年生と立派な木が

できてまいりました。しかし、なかなか林業価格の低迷で山が放置されている。今

年から約５町歩村有林の伐採に入ってまいります。これは、雇用と山を伐採するこ

とによる働き場、また、その後、植林、育林をすることによって、山で働く人の雇

用が出てまいります。そういったことをあわせて、ヒノキ・スギばかりでなくて、

植栽するときには広葉樹、ケヤキ・モミジ等の広葉樹を植えて、環境と共生した山

づくりに努めてまいりたいと思っています。 

伐採放棄地の購入は、昨年度に引き続き１,０００万円計上をしております。な

お、２３年度に皆様方からご承認いただきました山林購入につきましては、７２ヘ

クタール、９３０万円で購入するように決まっております。これにつきましては、

詳しい詳細は、後ほど議会の皆様には報告をしたいと思っています。 
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それから、道路の新設改良工事等が９件、１億６,０００万円計上をしておりま

す。 

次に、三つ目の未来への希望であります。計画行政の推進、健全財政の堅持を基

本姿勢としながら、財産である自然・資源・人を基調に、２０年、３０年、４０年

後に、「こんなことをしてくれていてありがとう」と、感謝されるような施策の企

画と、時代を担う子どもや先人が守り育んできたものを引き継ぎ、それを糧として

更に発展させ、未来へ夢と希望が持てる社会の実現を図ることであります。 

この分野における新しい２４年度の主要施策事業でありますが、まず子育て相談

体制の充実、縦割り行政から横の連絡で、子育てに悩んでおられるお母さんたちへ

の相談体制を充実させます。 

それから、こんにちは赤ちゃん祝金、少子化の中で、時代を担う子どもの誕生を

祝う。子育て環境の充実ということから、１人当たり５万円の支給を計上しており

ます。 

それから、公営住宅の建設事業、万江地区へ１０戸、１億３,１００万円の計上

でございます。それから、希薄化している地域が元気に出るように。万江地区の地

域全体を見たときに、これから先のことを考えたときに、非常に高齢化を迎え、生

活暮らしが心配であります。このようなコミュニティ構築を図るために、コミュニ

ティ施設の建設事業３,１００万円を計上しております。 

それから、小中学校へ校内無線ＬＡＮの整備工事１,０００万円の計上、ＩＣＴ

教育活用導入検討委員会の立ち上げ。必ず情報通信を使った教育が、今後、教育界

にも導入が始まります。それに先駆けて研究委員会を立ち上げて、しっかりとした

本村の子どものＩＣＴ利用、活用の教育振興に、子どもたちのために推進を積極的

に行ってまいりたいということからの計上であります。 

それから、学習塾の開校、夏休みに小学校３年生と高学年、体育大会以降、中学

３年生に火曜日２時間、国・数・英の３教科、復習と受験対策に取り組んでまいり

ます。やはり、これから先、大都市グローバル化して国際化の中で戦っていくため

には、何よりも人材育成、基礎学力が大切であります。先ほど議長から言われまし

たように、豊後高田、いろんな面でケーブルテレビを使った学習塾とかあるとお聞

きしてますので、教育委員会ともども研修をさせていただき、お陰さまで本村の子

どもも学力は全国平均に達してますが、更に、更に上回るように、子どもたちのた

めに学習塾の開校を通し、応援をしていきたいと思っています。 

それから、本村は海山交流で対馬市と交流協定をしています。ただ、スタートが

マグロの解体、ボンネットバスが海を渡るというイベントでございましたから、対

馬市の議会等から、交換について疑問の声があがったということから、対馬市から
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昨年、課長２人みえてから、いろんな問題について、廃止するのか、今後どうする

のかという意見を交換したところです。 

私は、当時の首長が締結したことは重きにあたると。廃止することは簡単である

けれども、１年間慎重に検討して、継続をする方向で考えていただきたいというこ

とで、返答をしております。今後煮詰めが必要でございますが、その中で、海山交

流少年の船事業助成金として、１００万円、３泊４日で村内の小中学校を公募し、

２０名程度派遣したいと思います。 

対馬市は歴史の町、すぐ韓国がすぐ目の前であります。そして、宗氏という殿

様、鹿児島の薩摩藩の島津家、九州相良藩の相良家、３藩の戦国大名がずっと続い

てまいりました。そういった歴史がある市とこの人吉球磨、そして、海が豊かな自

然、山江村は山が豊かであります。そういった中で、歴史の勉強をすると。元寇が

日本に渡来したときに、長崎県の沖に船が沈んでいることも発見されていますし、

あのルートを通ってきた歴史もあります。 

そういった深い歴史がある市でございますから、本村の山と対馬市の海との交流

を子どもから、人的な交流から続けていけば、それから特産品、ひいては観光とか

太くつながっていくのではないかと考え、特にうちから子どもたちを派遣するなら

ば、産業祭あたりの出店に対馬市の海産物をいっぱい広げるとか、いろんな拡大す

る要素がありますから、そのようなことを目指して、より良い協定にちなんだ交流

を図ってまいりたいと思っております。 

このようなことを踏まえて、住民本位の施策を掲げ、福祉・介護・医療等の社会

保障分野の経常経費、農林業振興、公共工事などの投資的経費、時代を担う子育て

教育環境の充実を図る経費など、バランスに配慮をし、新年度予算の編成を行った

ところであります。 

その結果、一般会計予算では、対前年比６.５％増の２８億５,０００万円、特別

会計７会計予算では、対前年比４.４５％減の１３億９００万円、一般会計、特別

会計を合わせた８会計では、対前年比２.７９％増の４１億５,９００万円を計上し

たものであります。 

以上、平成２４年度の施政方針について申し上げましたが、本村には、解決すべ

き課題が山積しております。これらの課題を解決し、農山村としての進むべき方向

性を見定め、都会などの真似はせず、現場目線、村民目線を基本に、限られた財源

の中で身の丈に合った新しい創造へ挑戦していくことが、小さくてもキラリと光り

輝く村づくりの実現につながるものだと考えているところでございます。 

今議会へ提出いたします議案は、平成２３年度一般会計補正予算をはじめ各特別

会計補正予算６件、条例案件１１件、村道認定、廃止案件２件、平成２４年一般会
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計予算をはじめ各特別会計当初予算案案件８件の計２７議案であります。全議案と

も慎重にご審議いただき、ご決定賜りますようお願い申し上げまして、あいさつと

いたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（松本佳久君） これで村長の行政報告、あいさつが終わりました。 

次に、一部事務組合の議会が開催されておりますので、関係議員の報告を質問席

からお願いします。なお、お手元に資料が配付されております。 

まず、人吉球磨広域行政組合議会の議員、３番議員、中竹耕一郎君より報告をお

願いします。中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） おはようございます。それでは、平成２４年第１回人吉球磨

広域行政組合議会定例会が行われておりますので、詳細について報告を申し上げま

す。資料につきましては、お手元に配付してあるとおりであります。 

 本村からは、私と秋丸安弘議員がこの議会に出ております。 

 平成２４年第１回人吉球磨広域行政組合議会定例会、３月１日、午後２時からカ

ルチャーパレス第２会議室において開会をしております。 

 会期の決定につきましては、議会運営委員長から３月１日、開会、本日は提出議

案９件を一括して説明を受け、平成２３年度補正予算の３議案について質疑・採決

を行い、散会をしております。 

 ２日から２６日までを休会とし、３月２７日に一般質問と残りの条例の一部改正

の２議案、及び平成２４年度当初予算関連の４議案について質疑・採決を行い、閉

会するというような報告があっております。そのように決定をいたしております。 

 続いて、行政報告があり、理事会代表理事から、１２月の第４回定例以降の理事

会の開催状況、審議内容について報告があっております。 

 次に、理事会代表から、提出議案９件について一括して説明を受け、本日審議す

る議案第３号から第５号までの３議案について、執行部の説明を受けております。 

 決算見込みに対応した２３年度の補正予算関連でありますが、議案第３号、２３

年度人吉球磨広域行政組合一般会計の補正予算、議案第４号の平成２３年度人吉球

磨広域行政組合人吉球磨ふるさと市町村圏特別会計補正予算、議案第５号の平成２

３年度人吉球磨広域行政組合特別養護老人ホームの特別会計補正予算、以上３件を

質疑・採決をいたしております。原案どおり可決されております。 

 なかでも、先ほど村長報告がありましたとおり、山江ごみ処理場の解体工事につ

きましては、２３年度と２４年度の２カ年継続で行われておりますが、順調に進ん

でおりまして、事業費がありますが、一定の事業費の中で整備を終わりまして、そ

の残ってる分については、地域振興策として一括交付をするというような協定が取

り交わされるものと思っております。 



 

－ 18 －

なお、議案第１号及び第２号の条例の一部改正の２議案、議案第６号から議案第９

号までの平成２４年度の当初予算関連の４議案につきましては、３月２７日に質疑

・採決を行うこととし、２４年の第１回定例会は散会をしております。 

 以上、報告終わります。 

○議長（松本佳久君） 次に、人吉下球磨消防組合議会の議員、５番議員、田原龍太郎

君より報告をお願いします。田原龍太郎君。 

○５番（田原龍太郎君） おはようございます。報告いたします。 

平成２４年第１回人吉下球磨消防組合議会定例会が、２月２４日、２時より人吉

下球磨消防組合会議場において開催されました。 

議事日程、議案第１号、人吉下球磨消防組合手数料条例の一部改正による条例の

制定について。 

 議案第２号、人吉下球磨消防組合火災予防条例の一部を改正する条例の制定につ

いて。 

 議案第３号、平成２３年度人吉下球磨消防組合一般会計補正予算（第２号）につ

いて。２億８,６７５万３,０００円追加し、総額、歳入歳出それぞれ１１億６,９

５７万４,０００円とする。 

 議案第４号、平成２４年度人吉下球磨消防署組合一般会計予算について。総額、

歳入歳出それぞれ９億６８３万７,０００円とする。それぞれ原案どおり可決認定

しました。 

 そしてまた、消防広域化の進捗状況についての報告がありまして、第７回城南ブ

ロック消防広域議会協議会が２月１３日に開催され、次の項目について確認されま

したと報告がありました。 

 １.財産及び債務の取り扱いについて。２.通信システムの統合について。３.職

員の身分の取り扱いについて。４.市町村消防団との連携のあり方について。 

 報告、２番目の通信指令システムの統合での消防緊急無線デジタル化整備につい

ては、国の消防防災通信施設基盤整備費補助事業としての、先の東日本大震災を教

訓として実施されたものです。平成２８年度より運用を開始されます。平成２４年

度はデジタル無線基地の実施設計が、人吉市・球磨村・五木村の３カ所に中継局が

開局されます。予算は約２億７,７００万円です。 

 以上、報告を終わります。 

○議長（松本佳久君） 次に、川辺川総合土地改良事業組合議会の議員、７番議員、原

先利且君より報告をお願いいたします。原先利且君。 

○７番（原先利且君） おはようございます。 

それでは、平成２４年第１回川辺川総合土地改良事業組合議会定例会の報告をい
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たします。 

 平成２４年２月２１日、午後２時から１日限りで事業所内で開催されました。 

 日程第４、議案第１号、平成２３年度川辺川総合土地改良事業組合一般会計補正

予算（第３号）。歳入歳出それぞれ５,２２３万３,０００円。 

 日程第５、議案第２号、平成２４年度川辺川総合土地改良事業組合一般会計負担

金の総額及び負担割合を定めることについて。山江村の負担金は、３５１万５,１

９９円です。負担割合は１８％。 

 日程第６、議案第３号、平成２４年度川辺川総合土地改良事業組合一般会計予

算。歳入歳出それぞれ２,１３１万２,０００円であります。 

 以上で報告終わります。 

○議長（松本佳久君） 以上で、一部事務組合の議会の報告は終わりました。 

ただいまから、平成２４年第１回山江村議会定例会を開会いたします。 

 これより、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（松本佳久君） 議事日程に従いまして、日程第１、会議録署名人の指名を行い

ます。 

会議規則第１１７条の規定によりまして、５番議員、田原龍太郎君、６番議員、

秋丸安弘君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

本件につきましては、去る２月２９日、議会運営委員会が開かれ、会期の日程等

について協議がなされておりますので、議会運営委員長の報告を求めます。 

４番議員、岩山正義君。 

○議会運営委員長（岩山正義君） おはようございます。では報告いたします。 

平成２４年第１回山江村議会定例会につきまして、去る２月２９日と本日午前９

時から、議員控室におきまして、議会運営委員会を開催し、本議会全般について協

議し、日程を決定しておりますことをご報告申し上げます。 

会期につきましては、本日８日から１６日までの９日間としております。 

本日、開会、提案理由の説明としておりますが、平成２３年度一般会計補正予算

及び特別会計補正予算につきましては、先議することとしておりまして、提案理由

説明、質疑、討論、表決を行い、その後、残りの議案について提案理由説明を行

い、散会することにしております。 
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 ９日は休会で、午前９時３０分から現地調査を行うことにしております。 

 １０日、１１日は休日、１２日から１４日までの３日間は休会で、議案検討とし

ております。 

 ８日目、１５日は一般質問で、終了後、散会としております。なお、４議員から

通告がなされておりますが、発言の順序は通告順で、時間については、質問、答弁

含めて６０分となっております。 

 ９日目、１６日に質疑、討論、表決を行い、閉会ということに決定しておりま

す。 

以上、報告を終わります。 

○議長（松本佳久君） これで、議会運営委員長の報告は終わりました。 

お諮りします。会期の決定については、委員長報告のとおり決定することにご異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認めます。 

日程第２、会期の決定については、議会運営委員長報告のとおり決定しました。

３番、中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 会議に入ります前に、山江村会議規則第６１条の規定に基づ

きまして、平成２３年度山江村行政改革推進委員会会議開催の件について、緊急質

問したいと思いますので、同意を求めます。 

○議長（松本佳久君） ただいま、中竹耕一郎君から、平成２３年度山江村行政改革推

進委員会会議開催の件について、緊急質問をしたいとして同意を求められました。 

したがって、中竹耕一郎君の緊急質問の件を議題として採決します。 

中竹耕一郎君の緊急質問に同意のうえ、日程に追加し、追加日程第１として日程

の順序を変更し、直ちに発言を許すことにご異議はありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認めます。したがって、中竹耕一郎君の平成２３年

度山江村行政改革推進委員会会議開催の件について、緊急質問に同意のうえ日程に

追加し、追加日程第１として日程の順序を変更し、直ちに発言を許すことに可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

追加日程第１ 緊急質問 平成２３年度山江村行政改革推進委員会会議開催の件 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君の質問を許します。なお、質問については、会議

規則第５４条、質疑の回数３回の規定はお守りください。中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） それでは、議長の許可をいただきましたので、まず、会議日
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程に入ります前に、３番議員、中竹が緊急質問を行います。 

答弁につきましては、村長もしくは担当課長でも結構です。 

さて、まず冒頭申し上げましたけども、事実の確認をしたと思いますが、先般、

一週間ほど前になりますが、３月２日、何回目かはわかりませんけども、平成２３

年度の山江村の行政改革推進委員会が開催されたというふうに聞いておりますが、

それは事実なのでしょうか。 

 そして、そのとき何名の委員が出席をされておられたのか。もちろん村長も出席

されておられたのかどうかわかりませんが、出席されていたのか。そして、また会

議については、どのような議題でされたのか。そこではどういう協議がなされたの

か。お答えをいただきたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 高田総務課長。 

ただいま、総務課長のほうから、資料作成のための休憩の申し出があっておりま

すが、ここで暫時休憩をすることにご異議はございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、暫時休憩をいたします。 

では、直ちに資料をつくってください。 

再開時刻は、１５分でいいですかね。１１時１５分より再開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０７分 

再開 午前１１時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（松本佳久君） よろしいですか。では、総務課長の資料が準備できたようです

ので。総務課長。 

○総務課長（高田良介君） おはようございます。 

ただいまの件でございますが、３月２日、２時３０分より開会しております。１

４名の委員のうち１３名出席でございます。 

議題としましては、各課の主要事業等々についての今回、議会にお願いします大

まかなことを、皆さん方に報告しております。 

○議長（松本佳久君） 総務課長、村長も出席もあったのかと聞かれております。 

○総務課長（高田良介君） はい、村長も出席しております。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 事実の確認をしたかったわけですが、３月２日、実際そうい

う会議が行われたということでありますが、私が手元に入手しました資料によりま

すと、その会議の中で議題とされたことなんですが、条例とかですね、予算、新年
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度事業の条例予算等の中身について、金額までこと細かにですね、微に入り細に入

り説明をされておったということがですね、これはいかがなものかなというふうに

考えるわけです。 

今まで、議会としては提案されたものについてはですね、真摯に受け止めなが

ら、住民の福祉の向上、幸せづくりのために財政的なことも配慮しながらですね、

この議会、合議のうえで決定をしておったわけです。確かに、行政改革委員会の意

見を聞くことも大事なことかもわかりません。 

委員会の皆さんに私、嫌われるかもしれませんが、あえて申し上げますが、この

議会につきましてはですね、憲法でも定められておりますように、地方公共団体に

は、法律の定めによって議事機関として議会を設置するというようなことが、きち

っと規定をされております。 

また一方、議会と執行部は車の両輪のように例えられまして、自治法上ですね、

執行機関に対する市町村の意思決定の機関だろうというふうに私は思います。条

例、それから予算など、議決後ですね、速やかに執行部に送付されて、初めてその

案件が有効になって、意思として現れていくわけですね。 

そういうことを考えますとですね、今回議会の提案前にこういったものが、予算

的なこと、金額的なことまで、条例の中身にまでについて出るというのは、ちょっ

と軽率ではないかなというふうなことを考えます。いわば、どちらかというと順序

があっちが先だということではありませんが、要するに、そうなりますとですね、

議会は必要ない。議会の軽視につながってくるというようなことも考えるわけで

す。 

今回、その行政改革委員会を開催された意図はどこにあるのか。なぜ今の時期な

のかですね、そのへんについて、どうしても開催する必要があったのかどうか、真

意を聞かせていただきたいというふうに思います。 

このままではですね、今回、上程される条例案、予算案件についてはですね、我

々はもう審議できないというふうなことも考えます。そのへんのですね、村長とし

ての真意をぜひお答えをいただきたいと思います。 

あまりにも乱暴な進め方ではないかなというように思います。できるだけです

ね、やっぱり決められたルールがあるわけですので、ルールを守ってやっぱりして

いくのがですね、行政執行機関と議会だろうというふうに私は思いますが、村長の

ご見解をお尋ねをしたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） お答えいたします。行政改革委員会というのは、一個人の判断

ではどうかと。やはり、多くの各種農業・林業・商業、各分野の皆さんのご意見を
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いただいて、村民の福祉向上、村民の幸せづくりにあたるのが基本であります。ど

ちらかというと、今まで一部グループ、一部の人の意見によっていろんな施策が展

開され、そのことが、各地区からいろいろご意見を賜っていた関係から、しっかり

と皆さんの意見を聞いたうえで、村民目線の村政をすることが私のスタンスであり

ます。 

今回、その行革委員会の人が言ったことは、おそらく私は、今、中竹議員が言わ

れたことは、十分に承知のうえで、理解したうえで、決して議会の軽視とかなんか

する問題じゃありません。全課にわたって課長が説明していますが、決して議会を

軽視するような内容じゃなかったと思います。そのことをどのようにある委員さん

の方が言われたかというのは、個人の判断でありますから、私たちは、村民に対し

て、今年、新しい年は、農業の分野については、例えば、環境の農業についてはこ

うしたいから、私はこう思ってます。皆さんは意見はどうですかと。中身について

の金額とかなんかは、議会の皆さんが議決をいただかないとできないことですか

ら、もうそこは十分に承知しています。各課長が、どれほどその内容について説明

したかというのは、今から説明させますけれども、決して中竹議員がおっしゃるよ

うに、行政改革推進委員会というのは、その名前のとおり、やはり大事な大事な財

政、行政の見直しをする意見をいただくところですから、意見をいただいたのを尊

重しながら、できるものとできないものがありますから、ちゃんとわきまえてそこ

は判断にあたると。 

ですから、私、今、中竹議員がおっしゃるようなこととは、全く違った意味での

行政改革推進委員への会議の要請、そして、新年度予算についての農業・林業・子

育て・教育、あるいは、住宅建設などについて、こういった考えを持ってると。忌

憚のないご意見をいただきたいということでしていますから、もう少しそこをお聞

きになれば、それぞれ課長も出席していますから、決して議会のどうのこうのとい

うことはないと思います。 

議会の存在感というのはしっかりと押さえないと、議会軽視をしたらとんでもな

いことです。そういった点わかったうえで、ご意見をいただくという意味での行政

改革推進委員会でございますので、もう少し内容についてお聞き願えれば、各課長

おりますから答弁させます。 

○議長（松本佳久君） 課長の答弁も必要ですか。中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 質問回数は３回という規定はあるわけですが、課長の答弁は

いただきたいと思いますが。これは質問ではないですね。はい、じゃあお願いしま

す。 

○議長（松本佳久君） 村長の答弁の補足として、課長よりもお願いします。 
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総務課長。 

○総務課長（高田良介君） それでは、お答えいたします。総務課関係では、課の行政

の見直し、それと一般職の旅費の見直し等々を説明しながら、それと笑顔あふれる

交付金づくり等々を、こうこうあるというようなことで説明しております。 

それとほかの課につきましては、特に健康福祉課等々につきましては、特別会計

の健康保険事業の今までの医療費の問題、金額的なことを説明しながら、そして、

今回お願いしておりますこんにちは赤ちゃんは、こうこうするものですよ、という

ようなことまで説明しているような状況で。それと、産業情報化につきましては、

先ほど、村長の話があいさつの中にもありましたように、地域材料活用利用促進、

それとか、特産物の出展等々の問題、それから、三種混合の助成金について説明が

なされております。 

それから、建設課につきましては、一番の目玉でございます住宅建設、それか

ら、万江地区のコミュニティセンターの建設等々を説明しております。 

それから、教育委員会におきましては、学習支援の問題、それと校内無線、それ

から海山交流少年の船の、そして防犯灯のＬＥＤの交換等々について、皆さんに説

明しながら意見を賜っているようなことでございました。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 今、村長、それから総務課長から答弁いただきましたが、私

が聞いたのはですね、その行政改革委員会が悪いとか、そういうことでは全然ない

んですよ。もちろん、村長がおっしゃったようにですね、村民の意見を聞く、村民

の目線で意見を聞く、これは大事なことだろうと思います。ただですね、やっぱ

り、今、総務課長も答えられましたが、議題の中にですね、新しい条例、それから

新しい予算、こういったものが数字的にもですね、出ております。ですからです

ね、やっぱりもしもですね、日の目をみない予算条例、こういったものが早々と説

明したけれども、もしも議会で実現できなかったという場合はどうなりますか。住

民は不安になりますよ。それは混乱するでしょう。だから、そのへんをですね、こ

れは村長がおっしゃったように行政改革の意見を聞く、これは非常に大事なことな

んですが、私が言ってるのは順序なんですよ。それをお答えいただきたかったんで

す。もう少し慎重にされるべきだというふうに思いますが、再度、村長のその認識

とですね、その誠意ある答弁、私が聞いたことに対してお答えをいただきたいと思

います。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） やっぱしですね、議会の中で話し合われたことが漏れる。行革

委員会の中でもこのように漏れる。これは昨年度もですね、行革委員会の資料がバ
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ァーって出回りました。同じようなことなんですよ。 

やはり、ここのところはですね、各委員たるものは、費用弁償もあるし、条例に

うたっとった委員ですから、簡単にこうでしたこうでしたと、本当の真意が伝わら

ずに、逆の考えで物を言ってされたならば、もうとんでもないことになります。私

は、そこが恐れていましたから、昨年もありましたから。決してこのことが、議会

の皆さんが見ても正しい判断ができる内容ということは、もう最初からしないとこ

ういう行革委員会はできませんから、このことだけは慎重にしたつもりですので、

真意をわかっていただきたいと思います。 

ただ、中身についてですね、議会に議決を要する条例案とかなんかについては、

さわりの部分ですよ、決めるとかじゃなくて、このような例えば、人口が日本はも

のすごく、４、５０年後は半分になると。こういったときに、時代を担う赤ちゃん

がたくさんいないとこれは大ごとになると。そのときに苦労されているお母さん方

の子育てとか、あるいは、少しでも赤ちゃんを持ってくれてありがとうとか、なか

なか妊娠せずに子どもができないところには、どうしたらいいのかと、そういった

ことについてどう思いますかて。そうことを考えて、このようなことを私は思って

いるから、議会にも提案してみたいと思いますが、皆さんの意見をお聞かせくださ

いと。するせんの別に意見を聞いて、こういったことを考えていますということ

を、皆様方にはっきりと、今は情報の公開時代ですからお話して、それはおかしい

とか、ちょっと待てとか、いいよとかあれば最終的には自分で判断しながら、それ

こそまたつくり上げて、議会の皆様に提案して採決いただくというふうになりま

す。 

ですから、行政改革委員会の皆さん、１３人は出席されましたから、来てもらっ

て説明してもいいですけど、決して中竹議員が言われるように、議会とは全く違っ

た村民の目線で、私は話されたと思っています。ですから、どうぞそこのところ

は、私自身も議会軽視とかなんかはひとつも思いません。親切丁寧に議会の皆様に

は説明し、協力をいただいていかないと、この両輪のごとく議会と執行部がうまく

いきませんから、そこのところは十分にわきまえているつもりでございます。どう

ぞ御理解のほどをお願いしたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 中竹君。 

○３番（中竹耕一郎君） もう１点、もう１回だけいいですか。質問よろしいですか。

もう３回しましたけど。 

○議長（松本佳久君） 質問ですか。では、最後の質問をお願いします。 

○３番（中竹耕一郎君） どうも説明に私は納得できません。なぜかと言いますと、行

政改革委員会にそういう説明をされた。ということでありますが、これはですね、
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情報は今、開示するようになってますから、どんどん出していいわけです。行政改

革委員の方がですね、こういう資料を回されたということは、悪いことでは全然な

いわけです。これはどんどん出してもらっていいわけです。 

いうならば、議事録を公開してもらってもいいわけですね。もちろん議場も議会

もこういうふうに放送もしますし、状況についてもすべて村民に公表、公開をして

いるわけですので、今は情報は全部流して公開しているわけですので、これは特に

行政改革が流れたから悪いとか、留め置く必要があったとか、そういう認識はちょ

っとおかしいと思います。 

どうも私はですね、資料はちゃんと持ってるんですが、きちっと数字まで書いて

あります。例えばですね、費用弁償につきましても、２,０００円が１,０００円に

するとか、それから、補助の枠をどういうふうにするとか。これだけ新しい条例と

新しい予算が入ってるわけです。これはですね、ちょっと出しすぎだと思います。

あくまでも議会が終わったあとなら構いませんよ。決定して日の目を見た案件なら

いいわけですが、まだ今からです。こういうのをですね、出して、これはもらった

人が悪いんじゃなくて、出したほうが悪いんですよ。私はそう思います。私は、こ

れは正論だと思いますが。 

これは最後ですが、もう１回、納得しませんけどですね、これは誠意ある答弁を

求めて終わるわけですが、村長のですね、私が言いましたことを、もう１回どうい

うふうに認識されいてるのか、一応尋ねをしたいと思います。まだ納得はできませ

んけども、そのへんを一応もう１回誠意ある、謝罪を含めてというか、そういった

誠意ある答弁をぜひお願いしたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） お答えいたします。あのですね、これはやっぱり見解の相違な

んですよ。その謝罪とかなんかじゃなくて、行政改革委員会、農業委員会とかいろ

んな各種、国民健康保険委員会とか委員会があります。当然、運営委員会にもその

案件に対しては、ちゃんと数字とかなんかを説明して意見を聞くようになっていま

す。 

このことは、もう中竹議員も行政におられましたからわかると思いますが、私

は、議会の軽視とかなんかじゃなくて、このことについて、やっぱり多くの村民の

方に意見を聞きたいと。聞きたいと。その採決とか結果については、やはり、議会

の皆さんが良識で決めるわけですから、やはり、その前に内容がないものをポンと

出して、それを議会がどうこうすると、またこれはおかしくなると私は思っていま

す。そういったことから、やっぱり出す前に多くの人の意見を聞いて、そこでやっ

ぱし判断をしながら、そして、最終的には議会の皆様が判断をいただくというの
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が、この民主主義の基本ではなかろうかなと思っています。 

ですから、行革委員会のときには、ケーブルテレビのほうからも来ていただきま

した。ちゃんと村民に伝えるということが必要ですから、ケーブルテレビにも、内

容を全部じゃありませんけれども、このように村の方針について、いろんな財政改

革、行政改革について、討論がなされると、協議がなされると、行革委員会の開催

についてということで、ケーブルテレビ等も取材をしております。流れると思いま

す。 

ですから、決してですね、何度も言いますけれども、議会を超えて説明し、決定

を仰いだということはありません。ただ、その案件について、私はこう思ってる

と。やはり皆様方は、本当にこのことについてどう思っていますかという真意を聞

きたい。そうしないと、私の判断でとんでもない誤りもするかもしれません。それ

をまた議会に出したときに、議会の人がどう思うかというのもありますから、そこ

のところを考えて行政改革委員会という、本当に大切な大切な委員会でありますか

ら、そこに私の考えをお話しし、いろんな厳しい意見とかもありました。良いこと

ばかりじゃありません。そういうことを判断して、最終的には、自分のほうで各課

でまとめて、そしてつくり上げて、議会の皆様に提案するという段階をとっており

ます。 

よりまして、やはり一部的にはですね、中竹議員がおっしゃったとおりに、十分

に私はその点はくみ取り、わかったうえで、行政改革委員会にも内容がどこまで出

していいのか、どこまでなら許されるかという判断を持ちながら開催したものの、

一部的にですね、やはり度が過ぎたところについては、今後十分に反省しながら運

営にあたっていきたいと、開催にあたっていきたいと思います。 

［「終わります」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） ６番、秋丸安弘君。 

○６番（秋丸安弘君） 今の件につきまして、暫時休憩の動議を提出いたします。 

○議長（松本佳久君） ただいま、６番、秋丸安弘君より、暫時休憩の動議が提出され

ておりますが、暫時休憩することにご異議はございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認めます。 

それでは、暫時休憩いたします。 

議員各位は、控え室にお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時３５分 

再開 午前１１時４７分 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（松本佳久君） 休憩前に引き続き、再開をいたします。 

お諮りします。再び暫時休憩をしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認めます。 

再開時間を、１３時３０分といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時４８分 

再開 午後 １時３０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（松本佳久君） それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

ここで村長から発言の申し出があっておりますので、これを許します。 

○村長（横谷 巡君） 各種委員会、審議会、協議会等の開催に当たって、その資料の

提出について、特に議会の議決を要する案件等について、かかるものについてはで

すね、十分その内容を精査、検討し、資料を提出するということを、総務課長以

下、各課長に指導を徹底してまいりたいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 議案第１号 平成２３年度山江村一般会計補正予算（第６号） 

○議長（松本佳久君） それでは、日程第３、議案第１号、平成２３年度山江村一般会

計補正予算（第６号）を議題とし、提案者の説明を求めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第１号、平成２３年度山江村一般会計補正予算（第６

号）。 

平成２３年度山江村の一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによ

る。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５,０

４９万８,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２９億７,３

９０万円とする。 

２歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

地方債の補正、第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

内容につきましては、総務課長から説明いたします。 

○議長（松本佳久君） 総務課長。 

○総務課長（高田良介君） それでは、議案第１号につきまして、ご説明申し上げま
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す。 

１ページをお開きください。「第１表 歳入予算補正」歳入、款、項、補正前の

額についてご説明を申し上げます。 

１村税、１村民税２５万４,０００円を追加するものでございます。２固定資産

税３２７万９,０００円の追加でございます。３軽自動車税６２万２,０００円の追

加です。４市町村たばこ税３７２万４,０００円の追加でございます。５入湯税１

万５,０００円を減額するものでございます。８地方交付税、１地方交付税２,５８

４万１,０００円を追加するものでございます。これは特別交付税でございます。

１０地方消費税交付金、１地方消費税交付金４０万７,０００円を追加するもので

ございます。１１分担金及び負担金、１分担金６万９,０００円を追加するもので

ございます。１２使用料及び手数料、１使用料７万９,０００円を減額するもので

ございますが、各施設の使用料の減額でございます。２手数料３４万円を減額する

ものでございますが、戸籍手数料ほかでございます。１３国庫支出金、１国庫負担

金３８２万９,０００円を追加するものでございますが、公共土木の災害復旧費の

負担金の減ほかでございます。それから、２国庫補助金３,７３５万８,０００円を

減額するものでございますが、土木費の国庫補助金ほかでございます。１４県支出

金、２県補助金７０万３,０００円の減額でございます。林業費補助金ほかでござ

います。３県委託金６６万９,０００円の減額でございまして、県会議員の選挙委

託金の減額でございます。４県交付金８４万４,０００円を減額するものでござい

まして、権限事務交付金の減額でございます。１５財産収入、１財産運用収入５３

４万８,０００円の追加でございますが、各種預金利子でございます。２財産売払

収入６９３万５,０００円を追加するものでございまして、立木の売り払い、本城

地の売り払いほかでございます。 

それから、次のページをお願いいたします。 

１９諸収入、１延滞金加算金及び過料４１万９,０００円を追加するものでござ

います。２村の預金利子１４万１,０００円の追加でございます。１０雑入、２４

０万円の追加でございますが、建物共済金の追加でございます。２０村債、１村債

５,６１０万円を減額するものでございます。 

歳入合計３０億２,４３９万８,０００円から５,０４９万８,０００円を減額しま

して、２９億７,３９０万円とするものでございます。 

３ページをお願いいたします。歳出、款、項、補正額について、ご説明を申し上

げます。 

１議会費、議会費１６７万５,０００円の減額でございます。これにつきまして

は、新議員の期間率の調整に伴う減額でございます。２総務費、１総務管理費１,
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４３８万５,０００円の減額でございますが、特別職の人件費の８５５万円ほかで

ございます。２徴税費１９１万２,０００円の減額でございまして、納税組合に対

します徴税手数料の減額でございます。３戸籍住民登録費４９０万円を減額するも

のでございますが、住基システムの委託料の減額でございます。４選挙費４１０万

９,０００円を減額しますが、農業委員選挙、県会議員選挙、村会議員選挙の不用

額でございます。３民生費、１社会福祉費２６９万２,０００円を追加するもので

ございまして、社会福祉振興基金利子でございます。２児童福祉費、これは節の組

み替えでございます。４衛生費、１保健衛生費２,５１３万９,０００円を追加する

ものでございまして、国民健康保険会計への繰出金４,３００万円余予、それから

予防費の１,０４９万円の減額分でございます。５農林水産業費、１農業費２２３

万９,０００円を減額するものでございますが、農業振興整備費のほかでございま

す。林業費５１４万１,０００円の減額でございまして、公有林造成事業の３３３

万円ほかでございます。６商工費、１商工費２１万円の減額でございますが、企業

誘致対策費の減額でございます。７土木費、１土木管理費４３３万円の増加でござ

いまして、土地開発基金利子のものでございます。２道路橋梁費４,３０２万７,０

００円の減額でございますが、工事請負費、公有林財産購入費の減でございます。

３住宅費２,２４１万２,０００円を減額するものでございまして、工事請負費、公

有林財産購入費の減でございます。８消防費、１消防費８０万円の減額でございま

すが、デジタル無線の負担金ほかでございます。 

次のページをお願いいたします。９教育費、１教育総務費１９１万１,０００円

を減額するものでございますが、奨学金の繰出金２００万円ほかの減額でございま

す。小学校費５万円の減額です。中学校費９９万円の減額でございますが、コンピ

ューターリース料１０２万５,０００円ほかでございます。社会教育費８９万５,０

００円の減額でございます。保健体育費、これは財源内訳のみの変更でございま

す。１０災害復旧費、１公共土木施設災害復旧費３３万５,０００円の減でござい

ますが、設計委託料の減でございます。２農林水産業施設災害復旧費、３０万円の

追加でございますが、設計委託料３０万円の増でございます。１２予備費、１予備

費２,２０３万２,０００円を追加するものでございます。 

歳出合計３０億２,４３９万８,０００円から５,０４９万８,０００円を減額しま

して、２９億７,３９０万円とするものでございます。 

それから、次のページでございますが、地方債の補正でございます。第２表、変

更、起債の目的、補正前、補正額について説明申し上げます。 

道路新設改良事業費、補正前の額７,９８０万円を３,８００万円にするものでご

ざいます。コミュニティ施設建設事業費１,６００万円を１,０１０万円にするもの
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でございます。公営住宅建設事業２,７９０万円を２,１４０万円にするものでござ

います。公共土木施設災害復旧事業９３０万円を７４０万円にするものでございま

す。起債の方法、利率、償還の方法につきましては、記載のとおりでございます。 

以上で説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 議案第２号 平成２３年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算 

（第３号） 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第４、議案第２号、平成２３年度山江村特別会計国

民健康保険事業補正予算（第３号）を議題とし、提案者の説明を求めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第２号について、説明いたします。 

平成２３年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算（第３号）。 

平成２３年度山江村の特別会計国民健康保険事業補正予算（第３号）は、次に定

めるところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４,６２

６万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億３,０３９

万円とする。２歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

内容につきましては、健康福祉課長から説明いたします。 

○議長（松本佳久君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） 議案第２号について、ご説明をいたします。 

１ページをお願いいたします。「第１表 歳入歳出予算補正」歳入でございま

す。 

款１国民健康保険税９１７万円を減額とするものでございます。 

内容につきましては、医療給付費現年課税分６３９万円の減額、後期高齢者支援

金分１４２万６,０００円の減額、介護給付分８５万４,０００円の減額、医療給付

費分滞納繰越分５０万円の減額によるものでございます。 

款３国庫支出金、１国庫負担金については、療養給付費負担金５４８万７,００

０円の減額、高額医療共同事業負担金９４万３,０００円の減額、特定健康診査等

負担金１８万４,０００円の減額、合わせて６６１万４,０００円を減額とするもの

でございます。２国庫補助金については、普通調整交付金９１５万７,０００円を

減額とするものでございます。特別調整交付金については、３５２万７,０００円

を追加するものでございます。出産育児一時金７万円の追加、計の５５６万円を減

額とするものでございます。 
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款４療養給付費交付金、退職者被保険者等分の２８万円を減額とするものでござ

います。 

款５前期高齢者交付金６６０万３,０００円を追加とするものでございます。 

款６県支出金、１県負担金、これにつきましては、高額医療費共同事業交付金９

４万３,０００円の減額、特定健康診査等負担金１８万４,０００円減額、合わせま

して１１２万７,０００円を減額とするものでございます。２県補助金について

は、財政調整交付金５６万６,０００円を追加するものでございます。 

款７共同事業交付金、これにつきましては、高額医療共同事業交付金６８万８,

０００円の減額、保険財政共同安定化事業交付金３５６万３,０００円の減額、合

わせて４２５万１,０００円を減額とするものでございます。 

款８財産収入、基金積立利子１万１,０００円を減額とするものでございます。 

款９繰入金、１他会計繰入金については、保険基盤安定繰入金１９万３,０００

円の追加、出産育児金２６万円の追加、財政安定化支援事業繰入金２６２万３,０

００円の追加、その他繰入金４,０１２万５,０００円の追加、合わせて４,３２０

万１,０００円を追加するものでございます。２繰入金、国保財政調整基金２,２７

９万５,０００円を計上するものでございます。 

款１１諸収入１１万円を追加するものでございます。 

歳入合計４億８,４１２万８,０００円に４,６２６万２,０００円を追加し、５億

３,０３９万円とするものでございます。 

次のページをお願いいたします。歳出でございます。 

款１総務費、これにつきましては、２０３万３,０００円を減額とするものでご

ざいます。款２保険給付費、これにつきましては、１の療養諸費、２の高額療養

費、４の出産育児諸費合わせまして４,９９１万円を追加するものでございます。 

款３後期高齢者支援金、これにつきましては、財源内訳の変更でございます。 

款４前期高齢者納付金等、これにつきましても財源内訳の変更でございます。 

款５老人保健拠出金、医療拠出金１６万７,０００円を減額とするものでござい

ます。 

款６介護納付金４万５,０００円を減額とするものでございます。 

款７共同事業拠出金、これにつきましては、共同事業拠出金３８２万３,０００

円の減額、それと安定化事業拠出金１,０６７万５,０００円、合わせまして１,４

４９万８,０００円を減額とするものでございます。 

款８保健事業費、１特定健康診査等事業費について、１０万円減額するものでご

ざいます。２保健事業費については、５,０００円減額とするものでございます。 

款９基金積立金、基金利子積立１万円を減額とするものでございます。 
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款１２予備費、１,３２１万円を追加するものでございます。 

歳出合計４億８,４１２万８,０００円に４,６２６万２,０００円を追加し、５億

３,０３９万円とするものでございます。 

以上で説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 議案第３号 平成２３年度山江村特別会計簡易水道事業補正予算 

（第３号） 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第５、議案第３号、平成２３年度山江村特別会計簡

易水道事業補正予算（第３号）を議題とし、提案者の説明を求めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第３号について、説明いたします。 

平成２３年度山江村特別会計簡易水道事業補正予算（第３号）。 

平成２３年度山江村の特別会計簡易水道事業補正予算（第３号）は、次に定める

ところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９万円

を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ２億９,７５３万６,０００円

とする。 

２歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

内容につきましては、建設課長から説明申し上げます。 

○議長（松本佳久君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、議案第３号について、説明を申し上げます。 

１ページをご覧ください。「第１表 歳入歳出予算補正」歳入、歳入の補正額の

主なものは、１分担金及び負担金、１負担金の新規加入負担金の２万円を追加し、

２使用料及び手数料、１使用料の過年度分の確定見込額の１５万円を減額するもの

であります。 

歳入合計、補正前の額から９万円を減額し、２億９,７５３万６,０００円とする

ものでございます。 

２ページをご覧ください。歳出、歳出補正額の主なものは、２簡易水道事業費、

２簡易水道施設整備費の節の予算組替えによるものです。 

歳出合計、補正前の額から９万円を減額し、２億９,７５３万６,０００円とする

ものでございます。 

以上で終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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日程第６ 議案第４号 平成２３年度山江村特別会計介護保険事業補正予算 

（第３号） 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第６、議案第４号、平成２３年度山江村特別会計介

護保険事業補正予算（第３号）を議題とし、提案者の説明を求めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第４号について説明いたします。 

平成２３年度山江村特別会計介護保険事業補正予算（第３号）。 

平成２３年度山江村の特別会計介護保険事業補正予算（第３号）は、次に定める

ところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２６万円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億８,０９９万９,０００円と

する。 

２歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

健康福祉課長から説明いたします。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） 議案第４号について、ご説明を申し上げます。 

１ページをお願いいたします。「第１表 歳入歳出予算補正」歳入でございま

す。 

款３国庫支出金、２国庫補助金、システム改修費補助金に２６万円を追加するも

のでございます。 

歳入合計４億８,０７３万９,０００円に２６万円を追加し、４億８,０９９万９,

０００円とするものでございます。 

次のページをお願いいたします。歳出でございます。款１総務費、１総務管理

費、これは、システム改修委託料４５６万円を追加するものでございます。３介護

認定審査会４０万５,０００円を減額とするものでございます。 

款２保険給付費、１介護サービス等諸費１５５万円を減額とするものでございま

す。これは、地域密着型介護サービス給付費負担金１８２万５,０００円の減額。

居宅介護福祉用具購入費２７万円の追加によるものでございます。４高額介護サー

ビス等費１５５万５,０００円を追加するものでございます。 

款６基金積立金、基金積立利子１,０００円を追加するものでございます。 

款８予備費３８９万６,０００円を減額とするものでございます。 

歳出合計４億８,０７３万９,０００円に２６万円を追加し、４億８,０９９万９,

０００円とするものでございます。 
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以上で説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 議案第５号 平成２３年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予算 

（第４号） 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第７、議案第５号、平成２３年度山江村特別会計ケ

ーブルテレビ事業補正予算（第４号）を議題とし、提案者の説明を求めます。村

長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第５号について説明いたします。 

平成２３年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予算（第４号）。 

平成２３年度山江村の特別会計ケーブルテレビ事業補正予算（第４号）は、次に

定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３２万

１,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３,８８４万６,０

００円とする。 

２歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

産業情報課長から説明いたします。 

○議長（松本佳久君） 豊永産業情報課長。 

○産業情報課長（豊永知満君） それでは、議案第５号について、ご説明いたします。 

１ページをお願いします。 

「第１表 歳入歳出予算補正」歳入、使用料及び手数料、使用料５７万９,００

０円を減額するものでございます。主なものにつきましては、ケーブルテレビの使

用料の減額でございます。 

２手数料２５万８,０００円を追加するものでございます。主なものは放送手数

料でございます。 

歳入合計、補正前の額３,９１６万７,０００円から３２万１,０００円を減額し

まして、３,８８４万６,０００円とするものでございます。 

次のページをお願いします。歳出、１総務費、１総務管理費９０万円を減額する

ものでございます。これにつきましては、使用料にかかる消費税を減額するもので

ございます。２ケーブルテレビ事業費、１ケーブルテレビ事業費、財源内訳の補正

で、増減はございません。 

４予備費、１予備費５７万９,０００円を追加するものでございます。 

歳出合計、補正前の額３,９１６万７,０００円から３２万１,０００円を減額い
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たしまして、３,８８４万６,０００円とするものでございます。 

以上で説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第８ 議案第６号 平成２３年度山江村特別会計工業用地等造成事業補正予算 

（第２号） 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第８、議案第６号、平成２３年度山江村特別会計工

業用地等造成事業補正予算（第２号）を議題とし、提案者の説明を求めます。村

長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第６号、平成２３年度山江村特別会計工業用地等造成事業

補正予算（第２号）。 

平成２３年度山江村の特別会計工業用地等造成事業補正予算（第２号）は、次に

定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４万５,

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１,０４４万４,０００

円とする。 

２歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２４年３月８日提出でございます。山江村長、横谷巡。 

内容につきましては、総務課長から説明いたします。 

○議長（松本佳久君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田良介君） それでは、議案第６号につきまして、ご説明申し上げま

す。 

１ページをお開きください。「第１表 歳入歳出予算補正」歳入、款財産収入、

項財産運用収入４万５,０００円を追加しまして４万５,０００円とするものでござ

いますが、歳入合計１,０３９万９,０００円に４万５,０００を追加しまして、１,

０４４万４,０００円とするものでございます。これにつきましては、貸付料で球

磨川下りの分と水都さんの分でございます。 

歳出につきましては、１工業用地造成事業に７万円を追加しまして、水道加入の

加入金でございます。予備費２万５,０００円を減額するものでございます。これ

につきましては、失礼しました予備費の２万５０００円の減額でございます。 

歳入合計１,０３９万９,０００円に４万５,０００円を追加しまして、１,０４４

万４,０００円とするものでございます。 

すみません、歳出合計です。歳出合計１,０３９万９,０００円に４万５,０００

円を追加しまして、１,０４４万４,０００円とするものでございます。終わりま
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す。 

○議長（松本佳久君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田良介君） 失礼しました。先ほど議案第１号につきまして、国庫支出

金のところで私、国庫負担金３８２万９,０００円を追加と申し上げましたが、３

８２万９,０００円の減額でございますので、訂正させていただきます。 

○議長（松本佳久君） 以上で、先議依頼のありました６議案について、提案理由の説

明が終わりました。 

お諮りします。ここで議案検討のため暫時休憩をしたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、暫時休憩とします。 

再開時刻を２時２０分といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１時５９分 

再開 午後２時２５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（松本佳久君） 休憩前に引き続きまして再開をいたします。 

先議依頼のありました議案第１号から議案第６号について、議事日程順に質疑、

討論、採決をいたします。 

発言については、会議規則第５３条、発言内容の制限の規定を守って質疑をお願

いします。また、会議規則第５４条、同一議題の質疑の回数３回の規定と、同規則

第５５条、発言時間の制限６０分の規定はお守りいただきますようお願いいたしま

す。 

それでは、日程第３、議案第１号、平成２３年度山江村一般会計補正予算（第６

号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。１番、西孝恒君。 

○１番（西 孝恒君） １番議員、西が質問をさせていただきます。 

平成２３年度山江村一般会計補正予算（第６号）につきまして、基本的な質問で

ございますが、よろしくお願いいたします。 

第１条の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ５,０４９万８,０００円を

減額しとあります。実はここがですね、前回の補正予算（第５号）におきまして

は、約３,０００万円の追加となっておりました。１２月１４日分でございます。

これが、非常に３カ月短期間でありますが、その間にそれを上回る、減額でです

ね、約５,０００万円の減額となっております。これは非常に短期間であります

が、この３カ月間の読みが非常に難しいか。また、２３年度の事業の進捗状況によ
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るものかと思いますが、そのへんのところをお願いいたします。 

○議長（松本佳久君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田良介君） ただいまの御質問でございますが、特に国庫補助金等々の

減額に伴いますところの要素が１点と、そして、地方交付税、先ほど申しました特

別交付税でございますが、特別交付税のほうは２,５８０万１,０００円程度計上し

ておりますけど、先ほど申しました国庫支出金についてが４,１００万円程度の減

額でございまして、特に、２３年度の進捗状況等々に照らしながら、こういう予算

になったことを報告申し上げます。 

事業の見通し等々につきましては、土木費の住宅建設コミュニティ等々の減額分

でございます。 

○議長（松本佳久君） 西 孝恒君。 

○１番（西 孝恒君） ありがとうございました。やはり２３年度のその進捗状況と

か、また、土木費の状況によるということでございます。 

はい。了解いたしました。ありがとうございました。終わります。 

○議長（松本佳久君） ほかに質疑はありませんか。３番、中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 議案第１号について、質疑を２点だけしたいと思います。 

金額的なことは問題はないんですが、１点はですね、教育委員会で管轄されてお

ります歴史民俗資料館、この入場料が３００円ということですが、ひな祭りの時期

も３００円取られてますかね。 

それともう１点はですね、やっぱり教育委員会ですが、奨学金の繰出金は、もう

今年は使われないということですが、その繰り出しはもう要らないのかどうかです

ね、そのへんお尋ねいたします。 

○議長（松本佳久君） 中山教育課長。 

○教育課長（中山久男君） それでは、まず１点目、今回のひな祭り展に関する入館料

につきましてですけど、３００円をいただきます。３００円いただきますけど、こ

れには常設の展示場も見ていただく、その分も含まれておりまして、それと、来ら

れた方にポストカードを差し上げてるということで、いただいております。 

それと、奨学金につきまして、今回、繰出金のほうを減額させていただいており

ますけど、２３年度におきましては、当初の段階でも申請のほうが若干例年よりも

少なかったということと、追加もなかったもんですから、今の基金の中でやり繰り

できたということで、今回、減額させていただきました。 

以上です。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 奨学金についてはわかりました。資料館の入館についてです
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ね、実はこういう話もあるわけです。人吉球磨でひな祭りキャンペーンやってます

が、人吉市内あたりはですね、無料でひなまつりの会場に行けると。山江は３００

円取らるんもんなあという話があるわけです。その期間中だけでもですね、何らか

の方法はないかなと。ほかに展示物があるから３００円条例でなってるわけですけ

ども、そのひな祭り期間中だけでも、例えば、安くするとかいろんなこと、また、

次年度に向けて考えていただければなというふうに思います。期間中は３月で終わ

るわけですけども、もしできるようであればそのようにお願いしたいと思います。 

以上です。 

○議長（松本佳久君） 答弁は要らんとですか。（「要りません」と呼ぶ者あり］ 

ほかに質疑ございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第３、議案第１号、平成２３年度山江村

一般会計補正予算（第６号）は、原案のとおり可決することに決定しました。 

次に、日程第４、議案第２号、平成２３年度山江村特別会計国民健康保険事業補

正予算（第３号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

○議長（松本佳久君） ４番、岩山正義君。 

○４番（岩山正義君） それでは、国民健康保険事業について、質疑いたします。 

３点ほどなんですが、まず５ページの歳入のほうで、国民健康保険税が９１７万

円減額されておりますが、合計がそれぞれ四つの項目がありますが、この現在の徴

収率はどれくらいありますか、ということが１点と。 

それと、歳出、１１ページで保険給付費の療養費を見てみますと、４,５７１万

円ほど増額補正になっております。それと関連ですが、国庫支出金の国庫負担金の

ほうですね、例えば、療養給付費負担金ありますが、これは逆に５４８万７,００

０円減額になっておりますが、この一方は国庫負担は減って、出すのは増えとると

いうところのちょっと説明をお願いいたしたいと思います。 

あと１点ですが、８ページの繰入金款繰入金の他会計繰入金そして、５のその他

会計繰入金の４,０００万円ですね、これは一般会計からくるものだと思います

が、それと、下の財政調整基金２,２７９万５,０００円、これは多分全額だろうと
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思います。 

そういうことで、国保の運営状況ですね、いえば国保税等の絡みですね、そうい

ったことが出てくるんじゃないかということをお尋ねいたします。 

○村長（横谷 巡君） １点目は税務課長、２点、３点は健康福祉課長からお願いいた

します。 

○議長（松本佳久君） 木下税務課長。 

○税務課長（木下久人君） それでは、国保税の徴収状況というようなことでございま

すけれども、まだ現在ですね、いわゆる決算といいますか閉めておりませんので、

徴収率の数値については、ご回答を控えさせていただきたいと思います。 

ただ、今これは前年を上回るような徴収をするというふうなことで、今、徴収に

向けては取り組んでおりますので、答弁に代えさせていただきます。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） それでは、お答えをいたします。 

歳入と歳出の関係でございますけども、まず歳出のほう、療養費のほうでござい

ますが、２３年１月から１２月までの全体の費用額等について、現在わかっており

ますけども、平均の２,８００万円から３,０００万円程度で移行しているところで

ございますけども、１２月分につきましては、これが突出いたしておりまして、約

平均からすると１,５００万円ほど突出した金額になっております。このようなこ

とで、ここまで含めた１０カ月分の支出額を含めて、１年間分の費用額を計算した

ところ、このような形で費用額が発生するであろうということで、増額をしている

ところでございます。 

また、収入のほうにつきましては、これにつきましては、前々年度とかその分

で、この返ってくる金額が年度途中の分で計算するというようなことで、この歳出

と歳入、連動する、必ずしもきっちり連動するものでございませんので、そのよう

なことが起きてまいります。 

それから、もう一つでございますが、８ページのその他繰入金の４,０００万円

については、一般会計からの繰入金でございます。 

それから、その財政調整基金でございますが、２,２７９万５,０００円、これ基

金のほうの取り崩しをやっておりまして、全額を取り崩してるというところでござ

います。 

国民健康保険の運営についてでございますけども、非常に率直に申しまして、厳

しい状況でございます。高額医療等のほうが増えますと、山江村のような小規模自

治体におきましては、それが非常に経営に影響してきますので、非常に厳しいとこ

ろでございます。 
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そのようなことで、生活習慣病の予防とか、あるいは、早期の疾病の発見、治療

を行うために、健診の充実をさせていくというようなことで、計画的に取り組んで

いきたいというようなことで考えているところでございます。 

以上で終わります。 

○議長（松本佳久君） 岩山正義君。 

○４番（岩山正義君） はい、今のは大体わかりましたけど、療養関係、療養費関係で

すけど、補助率が少し下がったということですかね、これは。そういうことじゃな

いんですかね。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） 補助率ということではなくて、前年度、前年度の実績

によりまして、その歳入のほうを計算するわけでございます。今年その療養費が増

えたというようなことで、それに対して、比例して歳入が増えるということでござ

いませんもんですから、そこのギャップがございまして、それで、歳入は減額にな

って歳出は増というようなことが発生しております。 

○４番（岩山正義君） はい、わかりました。以上で終わります。 

○議長（松本佳久君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第４、議案第２号、平成２３年度山江村

特別会計国民健康保険事業補正予算（第３号）は、原案のとおり可決することに決

定しました。 

なお、申し添えますが、ただいまの決定いただきましたが、国民健康保険税は９

００万円の減額でありますが、その前に決定いただきました一般会計の村税は７８

０万円の増となっております。 

次に、日程第５、議案第３号、平成２３年度山江村特別会計簡易水道事業補正予

算（第３号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第５、議案第３号、平成２３年度山江村

特別会計簡易水道事業補正予算（第３号）は、原案のとおり可決することに決定し

ました。 

次に、日程第６、議案第４号、平成２３年度山江村特別会計介護保険事業補正予

算（第３号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第６、議案第４号、平成２３年度山江村

特別会計介護保険事業補正予算（第３号）は、原案のとおり可決することに決定し

ました。 

次に、日程第７、議案第５号、平成２３年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業

補正予算（第４号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第７、議案第５号、平成２３年度山江村

特別会計ケーブルテレビ事業補正予算（第４号）は、原案のとおり可決することに

決定しました。 

次に、日程第８、議案第６号、平成２３年度山江村特別会計工業用地等造成事業

補正予算（第２号）を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第８、議案第６号、平成２３年度山江村

特別会計工業用地等造成事業補正予算（第２号）は、原案のとおり可決することに

決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 報告第１号 委員会報告（住宅リフォーム助成制度の実施を求める陳情

書） 

○議長（松本佳久君） それでは、日程第９、報告第１号、委員会報告（住宅リフォー

ム助成制度の実施を求める陳情書）を議題とし、本件について、委員長の報告を求

めます。６番議員、秋丸安弘君。 

○経済建設常任委員長（秋丸安弘君） 報告第１号、平成２４年３月８日、山江村議会

議長、松本佳久様。山江村議会経済建設常任委員会委員長、秋丸安弘。 

委員会審査報告書。本委員会に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定

したので、会議規則第７６条の規定により報告いたします。 

記 事件の番号、陳情第５号。件名、住宅リフォーム助成制度の実施を求める陳

情書。審査の結果、採択するものと決定いたしました。審査の結果に対する附帯意

見といたしまして、住宅リフォーム助成制度の実施を求める陳情については、採択

するものとするが、財政状況を考慮しながら、村民の生活環境整備を図ることによ

り、定住化を促進し、地元企業の育成につながるような制度として検討されること

を附帯意見といたします。 

報告終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 報告第２号 議会活動調査検討特別委員会委員長報告 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１０、報告第２号、議会活動調査検討特別委員会

委員長報告を議題とし、本件について委員長の報告を求めます。９番議員、山本義

隆君。 

○議会活動調査検討特別委員会委員長（山本義隆君） 報告第２号、平成２４年３月８

日、山江村議会議長、松本佳久様。議会活動調査検討委員会委員長、山本義隆。 

議会活動調査検討委員会委員長報告。平成２３年６月山江村定例議会において、
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設置されました議会活動調査検討委員会につきまして、ご覧のとおり、委員会を開

催し、協議しておりますので、ご報告いたします。 

平成２３年７月２０日、第１回委員会を開催し、委員検討会の具体的な内容や委

員会のスケジュールなどについて協議しております。 

平成２３年８月２４日、第２回委員会、第１回目の委員会での意見の検討を行

い、全国の町村議会の議会改革の状況や県内の状況を調査し、先進地調査なども必

要という意見から、第３回目の委員会では、講師を招いての研修会の開催を決定し

ております。 

平成２３年１０月２７日、第３回委員会が熊本県町村議会議長会から講師を招い

て、全国や県内町村会における議会改革の状況を研修し、意見交換を行いました。 

日本で最初に議会基本条例を策定した北海道の栗山町や福島町、県内で条例を制

定している御船町の条例を比較しながら、検討したところでございます。 

平成２３年１１月１１日、北海道栗山町の研修を行っております。 

栗山町では、平成１８年５月に議会基本条例を策定し、徴税の情報公開と町民参

加を基本とした、持続的で豊かなまちづくりの実現を目的に、議会の役割等を明確

にし、重要案件に対する各議員の賛否の公表、議会報告などの実施、反問件の贈

与、付与、議会改革推進委員会の議会の設置、議会モニター制度、一般会議の開

催、議会サポーター制度の導入など、積極的に議会改革を進めておられ、大変有意

義な研修となりました。 

平成２４年１月２０日、全議員協議会後、特別委員会を開催し、本特別委員会の

松本委員長が、昨年の１２月の定例会において議長に就任されましたので、私、山

本が委員長に、副委員長に原先副委員長が互選されました。 

また、検討事項といたしまして、具体的な１６項目を決定し、協議を行っており

ます。また、地方自治法第９６条第２項による議会の議決に付すべき事件に関する

条例制定について、提出議案の検討を行っております。 

平成２４年２月２８日、全員協議会に引き続き特別委員会を開催し、山江村議会

議員の議員報酬等による条例改正について、提出議案の検討を行い、委員会の中間

報告の取りまとめを行っております。 

以上のように、委員会を開催し、調査検討を行うと同時に、実践として条例等の

議員発議を持ってまいりましたが、本委員会は、議会改革活性化に向けて、今後も

議会活動について調査検討を引き続き行うことといたしております。 

大変聞きにくい点がございましたが、以上で終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 発議第１号 地方自治法第９６条第２項の規定による議会の議決に付す
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べき事件に関する条例の制定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１１、発議第１号、地方自治法第９６条第２項の

規定による議会の議決に付すべき事件に関する条例の制定についてを議題とし、提

出者の説明を求めます。９番議員、山本義隆君。 

○議会活動調査検討特別委員会委員長（山本義隆君） 発議第１号、平成２４年２月２

９日、山江村議会議長、松本佳久様。提出者、山江村議会議員、山本義隆。賛成

者、山江村会議員、田原龍太郎。同上、山江村議会議員、秋丸安弘。 

地方自治法第９６条第２項の規定による議会の決議に付すべき事件に関する事件

の条例の制定について。 

上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第１１２条及び山江村議会会議規則第１

３条の規定により提出いたします。 

提出の理由は、この条例は、村政にかかる重要な計画の策定、変更、又は廃止に

ついて、協議の議決事項とすることにより、議会及び村長のほかの執行機関がとも

に、村民に対する責任を担いながら、村民の視点に立った透明性の高い村政を推進

するため、提出するものである。後ろのほうに添付してあります。どうぞよろしく

見といてください。 

以上で終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 発議第２号 山江村議会議員の議員報酬に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１２発議第２号、山江村議会議員の議員報酬に関

する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、提出者の説明を求めま

す。 

３番議員、中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 発議第２号、平成２４年２月２９日、山江村議会議長、松本

佳久様。提出者、山江村議会議員、中竹耕一郎。賛成者、山江村議会議員、谷口予

志之。同じく、賛成者、山江村議会議員、西孝恒。 

山江村議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て。 

上記の議案を別紙のとおり地方自治法第１１２条及び山江村議会会議規則第１３

条の規定により、提出します。 

提出の理由。昨今の社会情勢に対応するため、条例の一部を改正する必要がある

ので、提案するものであります。 

次のページをご覧いただきたいと思います。山江村議会議員の議員報酬に関する
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条例の一部を改正する条例。 

山江村議会議員の議員報酬等に関する条例（平成２０年条例第１９号）の一部

を、次のように改正をする。別表第２、５条関係ですが、変更部分は、日当の郡市

内の欄を、１,７００円を日当、郡市内１,０００円に改めるというところでありま

す。 

附則、この条例は、平成２４年４月１日から施行する。 

次のページに新旧対照表がありますので、ご覧いただきたいと思います。 

以上です。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１３ 議案第７号 山江村こんにちは赤ちゃん祝金の支給に関する条例の制定

について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１３、議案第７号、山江村こんにちは赤ちゃん祝

金の支給に関する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求めます。村

長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第７号、山江村こんにちは赤ちゃん祝金の支給に関する条

例の制定について。 

山江村こんにちは赤ちゃん祝金の支給に関する条例を、別案のとおり制定するも

のとする。平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

提案理由であります。減少傾向にある出生数の増加を図る目的として、新たに出

生祝金の支給制度を創設するため、条例を制定する必要があるので、提案するもの

であります。 

今、日本の人口が減少していく中で、時代を担う子どもの誕生を祝福、応援し、

子育て環境の充実を図るものであります。 

次のページに条例があります。目的、第１条、この条例は、出生する子どもに対

し、出生祝金を支給することにより、健やかな育成及び子育て環境の充実を図ると

ともに、時代を担う子どもの出生を奨励することで、活力ある明るい村づくりに寄

与することを目的とするものでございます。 

第４条、支給対象の子ども、祝金の額は、１人当たり５万円とするものでござい

ます。 

以上でございます。 

附則、この条例は、平成２４年４月１日から施行するものでございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１４ 議案第８号 山江村地域材活用促進支援に関する条例の制定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１４、議案第８号、山江村地域材活用促進支援に



 

－ 47 －

関する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第８号、山江村地域材活用促進支援に関する条例の制定に

ついて。 

山江村地域材活用促進支援に関する条例を、別案のとおり制定するものとする。

平成２４年３月８日。山江村長、横谷 巡。 

提案理由でございます。地域材の需要拡大及び利用促進を図るため、条例を制定

する必要があるので、提案するものであります。 

開けていただきまして、目的、第１条、この条例は、球磨人吉管内で産出された

木材（以下「地域材」という）を利用した住宅、又は、建築物の新築、増築及び改

築並びに改修を行うものに対して、補助金を交付することにより、林業の振興並び

に地域材の需要拡大、及び利用促進を図ることを目的とするものでございます。 

裏のページをご覧ください。ここに別表の第４条関係で、地域材を使った立米

数、例えば、２５立米以上使ったときには、単価が１万３,０００円、上限が１物

件当たり４０万円と、これを超えることはできないというふうにしております。そ

の後、区分が２０から２５が１万２,０００円、１５から２０未満が１万５００

円、１０から１５未満が８,６００円、５から１０立米未満が６,０００円と、それ

ぞれ単価を決めております。やはり、こういう林業が低迷してる中で、少しでも木

材の利用を図るということと、林業振興を図る目的でございます。 

附則、施行期日、この条例は、平成２４年４月１日から施行する。 

条例の効力にこの条例は、平成２７年３月３１日限りその効力を失うとしており

ます。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１５ 議案第９号 山江村課設置条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１５、議案第９号、山江村課設置条例の一部を改

正する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第９号、山江村課設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて。 

山江村課設置条例の一部を改正する条例を、別案のとおり制定するものとする。

平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

提案理由でございます。行政組織の見直しを行い、事務の効率を図るため条例の

一部を改正する必要があるので、提案するものでございます。本村は、農業・林業

が主幹産業であり、他の産業の育成振興を目指す中で、それぞれの産業のなりわい

を更に健全に発展させ、振興を図っていくうえから、また、昨今の厳しい農業・林
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業の状況の中で、農林業の現場を直視し、行政担当課として役割をしっかりと果た

すためには、産業振興課がふさわしい課の名前であるとのことから、提案するもの

であります。 

開けていただきまして、山江村課設置条例、平成２０年山江村条例第８号の一部

を次のように改正する。 

第１条、第４号中、産業情報課を産業振興課に改めるものでございます。 

この条例は、平成２４年４月１日から施行する。一番最後のページに新旧対照表

を付けております。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１６ 議案第１０号 山江村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１６、議案第１０号、山江村長等の給与及び旅費

に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求

めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第１０号、山江村長等の給与及び旅費に関する条例の一部

を改正する条例の制定について。 

山江村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例を、別案のとおり

制定するものとする。平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

提案理由。社会情勢に対応するため、条例の一部を改正する必要があるので、提

案するものであります。昨今の社会経済情勢にかんがみ改正するものでございま

す。 

開けていただきまして、区分は、村長、副村長等、日当１日につき県外が２,２

００円、県内が２,０００円でございました。これを１,０００円に改めるものでご

ざいます。宿泊料につきましては、一夜につき東京都及び指定都市、県外とも１万

３,０００円・１万３,０００円でございましたけれども、これを一つにまとめまし

て、県外１万３,０００円・県内１万１,０００円とするものでございます。 

附則、この条例は、平成２４年４月１日から施行するものでございます。 

なお、新旧対照表は、一番裏の方に添付しております。以上ございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１７ 議案第１１号 山江村一般職の職員の旅費に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１７、議案第１１号、山江村一般職の職員の旅費

に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求
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めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第１１号、山江村一般職の職員の旅費に関する条例の一部

を改正する条例の制定について。 

山江村一般職の職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例を、別案のとおり

制定するものとする。 

平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

提案理由。社会情勢に対応するため、条例の一部を改正する必要があるので、提

案するものでございます。職員についても、社会経済情勢にかんがみ改正するもの

であります。 

開けていただきまして、区分、職員（臨時職員を含む）、日当、１日につき県外

２,１００円、県内１,０００円を日当、１日につき１,０００円とするものであり

ます。宿泊料につきましても、東京都及び指定都市が１万３,０００円、県外が１

万３,０００円でありましたのを、県外１万３,０００円に統一し、県内を１万１,

０００とするものであります。 

附則、この条例は平成２４年４月１日から施行するものでございます。なお、新

旧対照表は一番あとに添付しております。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１８ 議案第１２号 山江村税条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１８、議案第１２号、山江村税条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第１２号、山江村税条例の一部を改正する条例の制定につ

いて。 

山江村税条例の一部を改正する条例を、別案のとおり制定するものとする。 

平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

提案理由。地方税法（昭和２５年法律第２２６号）の一部を改正する法律が公布

されたことに伴い、条例の一部を改正する必要があるので、提案するものでござい

ます。 

開けていただきまして、条例の中身でございます。山江村税条例の一部を次のよ

うに改正する。今回の改正は、第９５条中の９、三級品以外のたばこ税につきまし

ては、４,６１８円を５,２６２円に改めるものでございます。 

第９条につきましては、村民税の分離課税の税額控除１０分の１の廃止を行うた

め、削除するものでございます。 

附則第１６条の２、第１項中の旧三級品のたばこ税につきましては、２,１９０

円を２,４９５円に改めるものでございます。 
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附則、第２２条、第１項中につきましては、東日本大震災にかかる雑損控除の対

象を、申告の前日まで申告できるよう改めるものでございます。 

第２５条につきましては、地方公共団体が実施する防災のための施策に必要な財

源確保に伴う地方税の臨時特例の税制改革で、個人住民税の均等割を５００円増額

する改正でありまして、この特例は、平成２６年から平成３５年までの特例措置で

ございます。 

以上が、今回の税制の改正の概要でございます。なお、新旧対照表は、あとのほ

うに添付いたしております。以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 議案第１３号 山江村介護保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１９、議案第１３号、山江村介護保険条例の一部

を改正する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第１３号、山江村介護保険条例の一部を改正する条例の制

定について。 

山江村介護保険条例の一部を改正する条例を、別案のとおり制定するものとす

る。平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

提案理由。第５期計画の策定に伴い、第１号被保険者の第５期介護保険の基準額

が増額するため、条例の一部を改正する必要があるので、提案するものでございま

す。第５期とは、平成２４年度から２６年度までの３年間であります。 

開けていただきまして、山江村介護保険条例の一部を改正する条例。山江村介護

保険条例の一部を次のように改正する。基準額、２１年から２３年までは、基準額

が４,４５０円でございました。これを平成２４年から２６年度までは、基準額を

４,９００円に改正するものでございます。他の市町村１,０００円を超える増額を

するところもございますが、本村におきましては、昨今の経済状況から考えて、

５,０００円を超えないようにということで、４,９００円にしたものでございます

が、この少し心配される運用にあたっては、公民館等の改修によって、介護の取り

組み、運動その他いろいろ食生活改善、又は、健康教室等をして、この分を対処し

ていこうというふうに思っています。 

中身につきましては、それぞれ一番最後のほうに、新旧対照表で、現行と改正後

がありますが、例えば、一番右のほう改正後です。（１）介護保険施行令第３８条

第１項第１号に掲げるものは、２万９,４００円、以下、段々と一番高い人で８万

８,２００円になるということでございます。 

この条例は、平成２４年４月１日から施行するものでございます。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２０ 議案第１４号 山江村在宅介護手当支給条例の一部を改正する条例の制

定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第２０、議案第１４号、山江村在宅介護手当支給条

例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求めます。村

長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第１４号、山江村在宅介護手当支給条例の一部を改正する

条例の制定について。 

山江村在宅介護手当支給条例の一部を改正する条例を、別案のとおり制定するも

のとする。平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

提案理由。在宅介護支援施策として、介護者の経済的負担の軽減を図るため、条

例の一部を改正する必要があるので提案するものでございます。 

開けていただきまして、改正する条例の中身でございます。第６条中、月額５,

０００円を月額１万円に改める。第７条中、毎年４月・７月・１０月・１月を、毎

年４月・８月・１２月に改める。 

この条例は、平成２４年４月１日から施行するものでございます。 

非常に在宅での介護にあたっておられる方のご苦労にかんがみ、議員の皆様方か

らも５,０００円じゃなくて１万円ずつにしたらどうかということも提案をいただ

いておりましたので、今回、在宅での介護をしていただく方のご苦労をかんがみ、

今回５,０００円を１万円にしたものでございます。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２１ 議案第１５号 山江村ケーブルテレビ施設の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第２１、議案第１５号、山江村ケーブルテレビ施設

の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、提

案者の説明を求めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第１５号、山江村ケーブルテレビ施設の設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例の制定について。 

山江村ケーブルテレビ施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

を、別案のとおり制定するものとする。平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 

巡。 

提案理由。放送法（昭和２５年法律第１３２号）等の一部を改正する法律の施行

に伴い、条例の一部を改正する必要があるので、提案するものでございます。 
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開けていただきまして、山江村ケーブルテレビ施設の設置及び管理に関する条例

の一部を次のように改正する。第１条中、有線テレビ放送法（昭和４７年法律第１

１４号、以下「有テレ法」という）及び、有線放送電話に関する法律（昭和３２年

法律第１５２号を、放送法（昭和２５年法律第１３２号、以下「法」という）に改

める。第５条第２号中、「放送法」を「法」に改める。第６条中、「有テレ法」又は

「有線電気通信法」を「法」に改める。第８条中、「有テレ法」を「法」に改め

る。 

附則、この条例は、公布の日から施行するものでございます。裏面に新旧対照表

を付けております。 

なお、この条例の改正は、通信放送分野におけるデジタル化の進展に対応した制

度の整理・合理化を図るため、放送関連４法が統合され、法体系の見直しが行われ

たため、条例改正するものでございます。 

新たな法体系としましては、通信放送ですけども放送法、電気通信事業法、電波

法、有線電気通信法、この４法に統合されたということでございます。それに伴い

ましての条例改正でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２２ 議案第１６号 山江村特定公共賃貸住宅管理条例の一部を改正する条例

の制定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第２２、議案第１６号、山江村特定公共賃貸住宅管

理条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求めま

す。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第１６号、山江村特定公共賃貸住宅管理条例の一部を改正

する条例の制定について。 

山江村特定公共賃貸住宅管理条例の一部を改正する条例を、別案のとおり制定す

るものとする。平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

提案理由。特定公共賃貸住宅設置に伴い、条例の一部を改正する必要があるの

で、提案するものでございます。 

開けていただきまして、山江村特定公共賃貸住宅管理条例の一部を改正する条例

でございますが、今、本村には、特定公共賃貸住宅として、堂園団地、平成１３年

度につくりましたものが１戸、平成１３年度に同じくつくりました木造平屋建てが

２戸、３戸ございます。これは、平成１４年４月１日から適用。井出口団地、建設

年度は平成２２年度、構造は木造平屋建て５戸ございまして、平成２３年４月１日

から適用。北永シ切団地、教職員住宅が２戸ございました。平成１５年度に木造平

屋建て１戸、それから、平成１５年度に木造平屋建て１戸、１戸のほうは、学校教
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職員、管理職等が今までは非常に多ございましたから、校長住宅等、もう１戸はＡ

ＬＴ入居ということで５,０００円で賃貸していますが、昨今の子どもの数の減っ

たことにより、教職員の数が減っています。 

また、あさぎり町の５校の中学校が統合されるということで、先生方がものすご

く減ってまいります。そういった中に、教職員住宅を用途で待っているよりか、多

くの待の方がいらっしゃいますから、特定公共賃貸住宅として用途を変更し、お貸

ししたがいいじゃないかと。ましては先生方も入るときには、教職員住宅の場合に

は住居手当が出ないと、特定公共賃貸の場合は出るということですから、用途を変

更するものでございます。なお、新旧対照表は、一番あとのほうに添付しておりま

す。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２３ 議案第１７号 山江村教職員住宅管理に関する条例を廃止する条例の制

定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第２３、議案第１７号、山江村教職員住宅管理に関

する条例を廃止する条例の制定についてを議題とし、提案者の説明を求めます。村

長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第１７号、山江村教職員住宅管理に関する条例を廃止する

条例の制定について。 

山江村教職員住宅管理に関する条例を廃止する条例を、別案のとおり制定するも

のとする。平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

提案理由でございます。社会情勢にかんがみ、条例を廃止する必要があるので提

案するものでございます。教職員住宅を特定公共賃貸住宅へ用途変更するに伴い、

条例を廃止するものであります。先ほど提案理由を申し上げましたとおり、少子化

やあさぎり町中学校５校が統合するにあたり、教職員の数が減少する中、教職員住

宅としての役割を果たすことが難しいということもございます。 

この条例は、平成２４年４月１日から施行するものでございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２４ 議案第１８号 村道路線の廃止について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第２４、議案第１８号、村道路線の廃止についてを

議題とし、提案者の説明を求めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第１８号、村道路線の廃止について。道路法第１０条第１

項の規定により、次の村道路線を廃止するものとする。平成２４年３月８日提出、

山江村長、横谷 巡。 



 

－ 54 －

提案理由。道路法第１０条第３項の規定により、議会の議決を経る必要があるの

で、提案するものでございます。 

開けていただきまして、廃止路線、整理番号１、道路の種類、その他、路線番号

２０３、路線名、大川内萩線、廃止区間、山江村大字山田字下萩又の５２の１地先

から、山江村大字山田字上萩６０２地先まで、延長、Ｌが２,２３３.２メーター、

幅員は、３.９から１５.２。整理番号２、道路の種類、その他、路線番号２８０、

路線名、長ヶ峰合戦ノ峰線、廃止区間、山江村大字山田字長ヶ峰２,６３１地先か

ら、山江村大字山田字合戦ノ峰２,６４３地先まで、延長Ｌが３５２メーター、幅

員５.５から１１.８。 

一番後ろのほうに、廃止路線の位置図と、また詳細にわたっての図面を付けてお

ります。 

以上でございます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２５ 議案第１９号 村道路線の認定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第２５、議案第１９号、村道路線の認定についてを

議題とし、提案者の説明を求めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第１９号、村道路線の認定について。 

道路法第８条第１項の規定により、次の路線を村道に認定するものとする。平成

２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

提案理由。道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を経る必要があるの

で、提案するものでございます。 

開けていただきまして、認定、整理番号１、道路の種類その他、路線番号４０

０、路線名、大川内萩線、認定区間、山江村大字山田戊字下萩５８１－７地先か

ら、山江村大字山田戊字上萩５９５－１０７地先まで。延長Ｌが２,２９６メータ

ー、幅員３.９から１５.２メーター。 

整理番号２、道路の種類その他、路線番号４０１、路線名、長ヶ峰合戦ノ峰線、

認定区間、山江村大字山田乙字城２,８６７地先から、山江村大字山田乙字城２,８

３３－１地先まで。延長Ｌが４１１.５メーター、幅員が５.８から１１.８メータ

ーであります。 

認定路線の位置図等につきましては、あとのほうに添付をしております。 

以上でございます。 

○議長（松本佳久君） お諮りします。ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（松本佳久君） 異議なしと認めます。再開時間を３時３５分とします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後３時２５分 

再開 午後３時３５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（松本佳久君） 休憩前に引き続きまして再開をいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２６ 議案第２０号 平成２４年度山江村一般会計予算 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第２６、議案第２０号、平成２４年度山江村一般会

計予算を議題とし、提案者の説明を求めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第２０号、平成２４年度山江村一般会計予算について、説

明をいたします。 

平成２４年度山江村の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２８億５,０

００万円と定める。 

２歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

債務負担行為、第２条、地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担する行

為をすることができる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」によ

る。 

地方債、第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により、起こすことができ

る地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 

地方債」による。 

一時借入金、第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借り入れの最高額は、２億円と定める。 

歳出予算の流用、第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、

歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定め

る。 

（１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金にかかる共済費を除く）

にかかる予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の

間の流用。 

平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

内容につきましては、総務課長から説明させます。 

○議長（松本佳久君） 高田総務課長。 
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○総務課長（高田良介君） それでは、議案第２０号につきまして、ご説明申し上げま

す。 

１ページをお開きください。「第１表 歳入歳出予算」歳入、款項、金額の順に

ご説明申し上げます。 

１村税１億９,０９７万９,０００円、前年度に対しまして３１８万３,０００円

の増でございます。村民税が６,８５０万１,０００円、固定資産税が９,５９７万

３,０００円、軽自動車税が１,００２万円、市町村たばこ税が１,６２０万円、入

湯税が２８万５,０００円でございます。 

それから、２地方譲与税３,５００万１,０００円でございます。１地方揮発油譲

与税８,０００万円、２自動車重量譲与税２,７００万円、３地方道路譲与税１,０

００円でございます。 

３利子割交付金でございます。５０万円で、前年同額でございます。 

４配当割交付金１０万円で、前年同額でございます。 

５株式等譲渡所得割交付金３万円で、前年同額でございます。 

６自動車取得税交付金４００万円で、前年度に対しまして３００万円の減でござ

います。 

７地方特例交付金５,５８０万円でございまして、前年度に対しまして２０万円

の減でございます。 

８地方交付税１５億円でございまして、前年度に対しまして、１億円の増でござ

います。 

９交通安全対策特別交付金８０万円でございまして、同額でございます。 

１０地方消費税交付金１,７００万円でございまして、前年度に対しまして２０

０万円の減でございます。 

次のページをお願いいたします。１１分担金及び負担金２,８５６万２,０００円

でございまして、前年度に対しまして６０万円の減でございます。 

１２使用料及び手数料４,１９１万２,０００円でございまして、前年度に対しま

して５２万８,０００円の減でございます。使用料が３,９４７万９,０００円、手

数料が２４３万３,０００円でございます。 

１３国庫支出金３億３,５９７万９,０００円でございまして、前年度に対しまし

て２,３６２万３,０００円の増でございます。１国庫負担金が１億８,４２９万１,

０００円、２国庫補助金が１億５,０９６万４,０００円、３国庫委託金が７２万

４,０００円でございます。 

１４県支出金１億７,２０２万８,０００円でございまして、前年度に対しまして

４,０１２万８,０００円の減でございます。県負担金が９,６７８万７,０００円、
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県補助金が７,０３４万７,０００円、県委託金が４５５万１,０００円、県交付金

が３４万３,０００円でございます。 

１５財産収入２,８１７万１,０００円でございまして、前年度に対しまして、

１,７４５万６,０００円の増でございます。財産運用収入が、１,５３６万９,００

０円、財産売払収入が１,２８０万２,０００円でございます。 

寄附金１０万円で、同額でございます。 

繰入金でございますが、６,４７５万２,０００円でございまして、前年度に対し

まして４９９万８,０００円の減でございます。これにつきましては、財政調整交

付金６,０００万円、光をそそぐ事業基金として４７５万２,０００円を計上してお

ります。 

１８繰越金１億１,２９７万１,０００円でございまして、前年度に対しまして

３,２９７万１,０００円の増でございます。 

１９諸収入１,１１１万５,０００円でございます。前年度に対しまして、９８万

円の減でございます。延滞金加算及び過料１,０００円、村預金利子１万円、受託

事業収入１７９万４,０００円、貸付金元利収入６２０万円、雑入３１１万円、村

債３億２０万円でございまして、前年度に対しまして、５,０２０万円の増でござ

います。 

歳入合計、前年度に対しまして、１億７,４００万円の増で２８億５,０００万円

でございます。パーセントで６.５％の増でございます。 

次に、４ページをお願いいたします。歳出でございます。 

款、項、金額、１議会費６,４００万６,０００円でございます。前年度に対しま

して、７８９万６,０００円の減でございます。これにつきましては、議員共済負

担金の減が主でございます。 

２総務費４億８,１３２万４,０００円でございます。１総務管理費が４億１,５

３６万９,０００円でございます。徴税費が４,６３９万３,０００円、戸籍住民登

録費が１,７６３万７,０００円、選挙費が５８万３,０００円、統計調査費が２６

万６,０００円、それから６監査委員費が１０７万６,０００円でございます。 

それから、３民生費６億１,９９４万８,０００円でございまして、前年度に対し

まして２,８２２万２,０００円の増でございます。社会福祉費が２億９,２９０万

９,０００円、児童福祉費が３億２,６８３万８,０００円、災害救助費が２０万１,

０００円でございます。 

４衛生費３億２,５２１万８,０００円でございまして、前年度に対しまして８０

万８,０００円の減でございます。 

５農林水産業費３億１,７５８万１,０００円でございまして、前年度に対しまし
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て、５６２万３,０００円の増でございます。農業費が２億２,４８９万２,０００

円、林業費が９,２６８万９,０００円でございます。 

６商工費１,６０９万６,０００円でございまして、前年度に対しまして、３０７

万６,０００円の減でございます。 

７土木費４億２,７７０万９,０００円でございまして、土木管理費が３,２４８

万３,０００円、それから道路橋梁費２億２,０９５万２,０００円、それから住宅

費１億７,４２７万４,０００円でございます。 

それから、消防費１億２４４万円でございます。これは、前年度に対しまして、

２３６万５,０００円の増でございます。 

それから、教育費１億７,０５４万５,０００円でございまして、前年度に対しま

して、２,８４９万８,０００円の増でございます。教育総務費に７,７３６万３,０

００円、小学校費に２,９０９万１,０００円、中学校費に２,０８５万６,０００

円、社会教育費に３,３２３万円、保健体育費に１,０００万５,０００円。 

１０災害復旧費に１２０万円でございます。前年度比５０万円の増でございま

す。 

それから、１１公債費３億１,３７５万３,０００円でございまして、前年度比に

対しまして４１０万８,０００円の増でございます。 

それから、予備費１,０１７万６,０００円でございまして、前年度に対しまし

て、８１４万１,０００円の増でございます。 

歳出合計２８億５,０００万円でございます。 

次のページをお願いいたします。 

６ページでございまして、「第２表 債務負担行為」事項、期間、限度額、固定

資産標準宅地等評価業務委託事業、期間につきましては、平成２４年度から平成２

６年度まで。限度額につきましては、２４年度１７７万５,０００円、２５年度１

７７万５,０００円、２６年度１７７万５,０００円でございます。 

７ページでございますが、地方債でございます。第３表、起債の目的、限度額、

起債の方法、利率、償還の方法について、ご説明申し上げます。 

臨時財政対策債が１億１,０００万円、それから、道路新設改良事業費が８,９２

０万円、公営住宅建設事業が７,５９０万円、コミュニティ施設建設事業に１,５１

０万円、校内情報共有施設整備事業に１,０００万円。起債の方法につきまして

は、普通貸付けでございます。利率、償還方法につきましては、記載のとおりでご

ざいます。 

以上で説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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日程第２７ 議案第２１号 平成２４年度山江村特別会計国民健康保険事業予算 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第２７、議案第２１号、平成２４年度山江村特別会

計国民健康保険事業予算を議題とし、提案者の説明を求めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第２１号、平成２４年度山江村特別会計国民健康保険事業

予算。 

平成２４年度山江村の特別会計国民健康保険事業の予算は、次に定めるところに

よる。歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４億８,

５００万円と定める。 

２歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

一時借入金、第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借り入れの最高額は、３,０００万円と定める。 

歳出予算の流用、第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、

歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりである。 

（１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合に起きる同一

款内でのこれらの経費の各項間の流用。 

平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

内容につきましては、健康福祉課長から説明いたします。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） それでは、議案第２１号について、ご説明を申し上げ

ます。 

１ページをお願いいたします。「第１表 歳入歳出予算」歳入でございます。 

款１国民健康保険税、前年度当初に対しまして１９６万２,０００円減の９,５６

３万１,０００円でございます。 

２使用料及び手数料、前年度と同額の督促手数料３万円でございます。 

３国庫支出金、前年度に対しまして、２,４２６万２,０００円増の１億６,７５

１万８,０００円でございます。 

４療養給付費交付金２,７２９万４,０００円でございます。前年度に対しまし

て、９９万２,０００円の減でございます。 

５前期高齢者交付金６,３５４万円でございます。前年度に対しまして、２,７５

６万４,０００円の減でございます。 

６県支出金、前年度当初に対しまして、７５９万２,０００円の増であります。

３,０４３万６,０００円でございます。 

７共同事業交付金６,４１９万５,０００円でございます。前年度に対しまして、
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１３３万３,０００円の減でございます。 

８財産収入９,０００円でございます。前年度に対しまして、２万１,０００円の

減でございます。 

９繰入金２,６３３万８,０００円でございます。前年度に対しまして、５６万

５,０００円の増でございます。 

１０繰越金１,０００万２,０００円、前年度に対しまして、１,０００万円の増

でございます。 

１１諸収入７,０００円でございます。前年と同額でございます。 

歳入合計、前年度当初に対しまして１,２００万円増の４億８,５００万円でござ

います。 

次のページをお願いいたします。歳出でございます。 

款１総務費、前年度当初に対しまして、２５万４,０００円減の４０８万６,００

０円でございます。 

２保険給付費、前年度当初に対しまして、１,３１２万１,０００円増の３億８０

５万６,０００円でございます。 

３後期高齢者支援金等５,３４９万６,０００円でございます。前年度に対しまし

て２２１万３,０００円の減でございます。 

４前期高齢者納付金等６万２,０００円でございます。前年度に対しまして、５

万９,０００円の減でございます。 

５老人保健拠出金７万３,０００円でございます。前年度に対しまして、１６万

７,０００円の減でございます。 

６介護納付金２,６１６万９,０００円でございます。前年度に対しまして、１９

０万５,０００円の増でございます。 

７共同事業拠出金７,１６０万２,０００円でございます。前年度に対しまして、

１,３０３万１,０００円の減でございます。 

８保険事業費７２１万円でございます。前年度に対しまして、２８６万１,００

０円の増でございます。 

９基金積立金１万円でございます。前年度に対しまして、２万円の減でございま

す。 

１０公債費、前年度と同額の１,０００円でございます。 

１１諸支出金３万４,０００円、前年度に対しまして、１５万円の減でございま

す。 

１２予備費１,４２０万１,０００円、前年度に対しまして、１,０００万７,００

０円の増となっております。 
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歳出合計、前年度当初に対しまして、１,２００万円増の４億８,５００万円でご

ざいます。 

以上で説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２８ 議案第２２号 平成２４年度山江村特別会計簡易水道事業予算 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第２８、議案第２２号、平成２４年度山江村特別会

計簡易水道事業予算を議題とし、提案者の説明を求めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第２２号、平成２４年度山江村特別会計簡易水道事業予

算。 

平成２４年度山江村の特別会計簡易水道事業の予算は、次に定めるところによ

る。 

歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億１,６０

０万円と定める。 

２歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

一時借入金、第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借り入れの最高額は、２,０００万円と定める。 

歳出予算の流用、第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、

歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定め

る。 

（１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金にかわる共済費を除く）

にかかる予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の

間の流用。平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

内容につきましては、建設課長から説明いたします。 

○議長（松本佳久君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、議案第２２号について、説明申し上げます。 

１ページをご覧ください。「第１表 歳入歳出予算」歳入、分担金及び負担金１

８万円、前年と同額でございます。 

２使用料及び手数料４,３２４万６,０００円、水道使用料の現年度分は、前年と

同額の４,３００万円でございます。 

５財産収入８,０００円、基金利子でございます。 

６繰入金５,０００万円、一般会計からの繰入金で、前年と同額でございます。 

７繰越金２,２５６万４,０００円。２３年度からの繰越金でございまして、前年

度に対しまして、７６１万４,０００円の増となっております。 
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８諸収入２,０００円。 

歳入合計１億１,６００万円、前年度に対しまして、１億５,８００万円の減とな

っております。 

２ページをご覧ください。歳出であります。 

１総務費６７３万４,０００円、前年度に対しまして、１９３万５,０００円の減

でございます。 

２簡易水道事業費３,１９３万８,０００円、水道施設の運営費で、前年度に対

し、３６６万６,０００円の増、水道施設の整備費で前年度に対し、１億６,６０３

万円の減でございます。 

３積立金９,０００円、基金積立金でございます。 

４公債費７,３８４万円、起債償還金でございまして、前年度に対して、７１７

万７,０００円の増となっております。 

５予備費、３４７万９,０００円。 

歳出合計１億１,６００万円、前年度に対しまして、１億５,８００万円の減とな

っております。 

以上で説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２９ 議案第２３号 平成２４年度山江村特別会計農業集落排水事業予算 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第２９議案第２３号、平成２４年度山江村特別会計

農業集落排水事業予算を議題とし、提案者の説明を求めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第２３号、平成２４年度山江村特別会計農業集落排水事業

予算。 

平成２４年度山江村の特別会計農業集落排水事業の予算は、次に定めるところに

よる。 

歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億５,６０

０万円と定める。 

２歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

一時借入金、第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借り入れの最高額は、１,０００万円と定める。 

歳出予算の流用、第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、

歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定め

る。 

（１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金にかかる共済費を除く）
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にかかる予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の

間の流用。平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

内容につきましては、建設課長から説明いたします。 

○議長（松本佳久君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、議案第２３号について、説明申し上げます。 

１ページをご覧ください。「第１表 歳入歳出予算」歳入、１分担金及び負担金

３０万円、前年度に対して１０万円の増となっております。２使用料及び手数料

３,１２２万１,０００円、使用料の現年度分については、３,１００万円を計上し

ております。 

４繰入金、１億１,８００万円、一般会計からの繰入金は、前年度に対して４０

０万円の減となっております。 

５繰越金６４７万８,０００円、２３年度からの繰越金で、前年度に対して、５

８８万９,０００円の増となっております。 

歳入合計１億５,６００万円、前年度に対しまして、３００万円の増となってお

ります。 

２ページをご覧ください。歳出であります。１総務費８９５万９,０００円、前

年度に対しまして、２６１万９,０００円の増となっております。 

２農業集落排水事業費４,７３５万８,０００円、前年度に対して、４４万８,０

００円の増となっております。 

３公債費９,６９９万５,０００円、前年度に対しまして、２３１万８,０００円

の減となっております。 

４予備費２６８万８,０００円。 

歳出合計１億５,６００万円、前年度に対しまして、３００万円の増となってお

ります。 

以上で説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３０ 議案第２４号 平成２４年度山江村特別会計介護保険事業予算 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第３０、議案第２４号、平成２４年度山江村特別会

計介護保険事業予算を議題とし、提案者の説明を求めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第２４号、平成２４年度山江村特別会計介護保険事業予

算。 

平成２４年度山江村の特別会計介護保険事業の予算は、次に定めるところによ

る。 

歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４億６,６０
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０円と定める。 

２歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

一時借入金、第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借り入れの最高額は、３,０００万円と定める。 

歳出予算の流用、第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、

歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定め

る。 

（１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一

款内でのこれらの経費の各項の間の流用、平成２４年３月８日提出、山江村長、横

谷 巡。 

内容につきましては、健康福祉課長から説明いたします。 

失礼しました。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４億６,６０

０万円と定める。失礼しました。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） 議案第２４号について、ご説明を申し上げます。 

１ページをお願いいたします。「第１表 歳入歳出予算」歳入でございます。 

款１保険料７,８０５万１,０００円でございます。前年度当初に対しまして、９

８７万７,０００円の増でございます。 

２使用料及び手数料、前年度と同額の１,０００円でございます。 

３国庫支出金、前年度当初に対しまして、２,０５４万３,０００円増の１億２,

２７１万５,０００円でございます。 

４支払基金交付金１億２,８５７万円、前年度に対しまして、１,５９１万４,０

００円の増でございます。 

５県支出金、前年度当初に対しまして、１,０１７万７,０００円増の６,８２１

万９,０００円でございます。 

７繰入金６,７２３万２,０００円でございます。前年度に対しまして、９５０万

４,０００円の増でございます。 

８繰越金、前年度と同額の１,０００円でございます。 

９諸収入、前年度と同額の１１７万１,０００円でございます。 

１０財産収入４万円でございます。前年度に対しまして、１万５,０００円の減

でございます。前年度当初に対しまして、６,６００万円の増でございます。 

歳入合計４億６,６００万円でございます。 

次のページをお願いいたします。歳出でございます。 
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款１総務費、前年度当初に対しまして１８７万６,０００円減の６２４万９,００

０円でございます。 

２保険給付費、前年度当初に対しまして、６,４４３万４,０００円増の４億３,

８１２万７,０００円でございます。 

４地域支援事業、前年度当初に対しまして、６５１万２,０００円増の１,６９７

万２,０００円でございます。 

５諸支出金、前年度と同額の４,０００円でございます。 

６基金積立金４万１,０００円、前年度に対しまして、１万４,０００円の減でご

ざいます。 

公債費についてはゼロで、前年度に対しまして３３９万６,０００円の減でござ

います。 

８予備費４６０万７,０００円でございます。前年度に対しまして、３４万円の

増でございます。 

歳出合計、前年度当初に対しまして、６,６００万円増の４億６,６００万円でご

ざいます。 

以上で説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３１ 議案第２５号 平成２４年度山江村特別会計後期高齢者医療事業予算 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第３１、議案第２５号、平成２４年度山江村特別会

計後期高齢者医療事業予算を議題とし、提案者の説明を求めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第２５号、平成２４年度山江村特別会計後期高齢者医療事

業予算。 

平成２４年度山江村の特別会計後期高齢者医療事業の予算は、次に定めるところ

による。 

歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３,２００万

円と定める。 

２歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」よる。 

一時借入金、第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借り入れの最高額は、１,０００万円と定める。平成２４年３月８日提出、山江

村長、横谷 巡。 

内容につきましては、健康福祉課長から説明いたします。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） 議案第２５号について、ご説明を申し上げます。 
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１ページをお願いいたします。「第１表 歳入歳出予算」歳入でございます。 

款１後期高齢者医療保険料１,６４０万円でございます。前年度当初に対しまし

て、３５万７,０００円の減でございます。 

２使用料及び手数料、前年度と同額の１万１,０００円でございます。 

３繰入金１,５０４万９,０００円、前年度に対しまして、１７万８,０００円の

減でございます。 

４繰越金５３万６,０００円、前年度に対しまして、５３万５,０００円の増でご

ざいます。 

５諸収入、前年度と同額の４,０００円でございます。 

歳入合計、前年度と同額の３,２００万円でございます。 

次のページをお願いいたします。歳出でございます。款１総務費２６万２,００

０円、前年度に対しまして、１万９,０００円の減でございます。 

２後期高齢者医療広域連合納付金３,１１８万９,０００円、前年度に対しまして

５１万６,０００円の減でございます。 

３諸支出金、前年度と同額の２,０００円でございます。 

４予備費５４万７,０００円でございます。前年度当初に対しまして、５３万５,

０００円の増でございます。 

歳出合計、前年度と同額の３,２００万円でございます。 

以上で説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３２ 議案第２６号 平成２４年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業予算 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第３２、議案第２６号、平成２４年度山江村特別会

計ケーブルテレビ事業予算を議題とし、提案者の説明を求めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第２６号、平成２４年度山江村特別会計ケーブルテレビ事

業予算。 

平成２４年度山江村の特別会計ケーブルテレビ事業の予算は、次に定めるところ

による。 

歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５,２００万

円と定める。 

２歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

一時借入金、第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借り入れの最高額は、１,０００万円と定める。平成２４年３月８日提出、山江

村長、横谷 巡。 
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内容につきましては、産業情報課長から説明いたします。 

○議長（松本佳久君） 豊永産業情報課長。 

○産業情報課長（豊永知満君） それでは、議案第２６号について、ご説明いたしま

す。 

１ページをお願いいたします。「第１表 歳入歳出予算」歳入、１分担金及び負

担金、負担金４３１万５,０００円とするものでございます。主なものにつきまし

ては、アンテナ改修負担金４００万円で、前年度より４３１万５,０００円の増と

なっております。 

２使用料及び手数料、１使用料２,３１０万９,０００円。２手数料７万３,００

０円とするものでございます。主なものにつきましては、ケーブルテレビ使用料

２,２７３万４,０００円で、前年度より１１０万１,０００円の増となっておりま

す。３繰入金１繰入金１,９９０万円とするものでございます。これは、一般会計

からの繰入金で、前年度より８４０万円の増となっております。 

４繰越金、１繰越金４６０万２,０００円。 

諸収入、１雑入１,０００円。 

歳入合計、前年度より１,８００万円増の５,２００万円とするものでございま

す。 

次のページをお願いします。歳出、総務費、１総務管理費１,２５６万１,０００

円とするものでございます。主なものにつきましては、人材派遣委託料ほかで、前

年度より９６９万９,０００円の増となっております。 

２ケーブルテレビ事業費、１ケーブルテレビ事業費３,８５８万２,０００円とす

るものでございます。主なものにつきましては、アンテナ改修、議会中継システム

の工事費それから、放送法改正に伴う同時録画システム導入費で、前年度より１,

０２６万８,０００円の増となっております。 

４予備費、１予備費８５万７,０００円。 

歳出合計、前年度より１,８００万円増の５,２００万円とするものでございま

す。 

説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３３ 議案第２７号 平成２４年度山江村特別会計工業用地等造成事業予算 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第３３、議案第２７号、平成２４年度山江村特別会

計工業用地等造成事業予算を議題とし、提案者の説明を求めます。村長。 

○村長（横谷 巡君） 議案第２７号、平成２４年度山江村特別会計工業用地等造成事

業予算。 
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平成２４年度山江村の特別会計工業用地等造成事業の予算は、次に定めるところ

による。 

歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２００万円と

定める。 

２歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

一時借入金、第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の借り入れの最高額は、２００万円と定める。 

平成２４年３月８日提出、山江村長、横谷 巡。 

内容につきましては、総務課長から説明いたします。 

○議長（松本佳久君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田良介君） それでは、議案第２７号につきまして、ご説明を申し上げ

ます。 

１ページをお願いいたします。「第１表 歳入歳出予算」歳入、款１繰入金でご

ざいますが、前年度に対しまして減額でございます。繰越金１９９万７,０００円

でございますが、この額が前年度よりも増えております。 

財産収入３,０００円。 

歳入合計が２００万円でございます。前年度に対しまして、２００万円の減でご

ざいます。 

２ページをお願いいたします。歳出、款、工業用地等造成事業でございまして、

３３万６,０００円の計上をしておりまして、前年に対しまして、この額でござい

ます。それから、予備費が１６６万４,０００円の増となっております。 

歳出合計が２００万円でございます。 

以上で終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３４ 議員派遣の件 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第３４、議員派遣の件を議題とします。 

本件は、地方自治法第１００条第１３項の規定により、議員を派遣しようとする

ときは議会の議決が必要であることから、会議規則第１１９条の規定により、お手

元に配付してあります議案のとおり、議員を派遣するものであります。 

以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 よって、本日はこれで散会いたします。ありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後４時１８分 
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平成２４年第１回山江村議会３月定例会（第２号） 

 

平成２３年３月１５日 

午前１０時００分開会 

於      議      場 

１．議事日程 

 日程第１ 一般質問 

   

２．出席議員は次のとおりである。（９名） 

 １番 西   孝 恒 君           ２番 谷 口 予志之 君 

 ３番 中 竹 耕一郎 君           ４番 岩 山 正 義 君 

 ５番 田 原 龍太郎 君           ６番 秋 丸 安 弘 君 

 ７番 原 先 利 且 君           ８番 松 本 佳 久 君 

 ９番 山 本 義 隆 君          １０番 欠 員 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長  北 田 愛 介 君 

 

５．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

 村    長  横 谷   巡 君   教 育 長  大 平 和 明 君 

 総 務 課 長  高 田 良 介 君   税 務 課 長  木 下 久 人 君 

 産業情報課長  豊 永 知 満 君   健康福祉課長  山 口 美 敏 君 

 建 設 課 長  白 川 俊 博 君   教 育 課 長  中 山 久 男 君 

                     農業委員会 
 会計管理者  福 山   浩 君           土 屋 一 喜 君 
                     事 務 局 長 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（松本佳久君） おはようございます。ただいまから会議を開きます。 

 本日の出席議員は９名で、定足数に達しております。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 一般質問 

○議長（松本佳久君） 会期日程、日次第８の一般質問となっております。 

お手元に配付してありますとおり、４名の議員から一般質問の通告がなされてお

ります。 

通告の順に従いまして、一般質問を許します。 

 山江村議会会議規則第５５条を読み上げます。第５５条、発言時間の制限、議長

は、必要があると認めるときは、あらかじめ発言時間を制限することができるとな

っております。山江村議会では、慣例により、発言、質問、答弁を含めて６０分と

なっておりますので、よろしくお願いいたします。 

はじめに、７番議員、原先利且君より１．住民の健康づくりについての通告が出

ております。 

 原先利且君の質問を許します。原先利且君。 

 

原先利且君の一般質問 

 

○７番（原先利且君） おはようございます。７番議員、原先が１点だけ質問をさせて

いただきます。その前に、前議長、田口清隆様のご逝去慎んでお悔やみ申し上げま

す。 

 それでは質問に移らせていただきます。昨年１１月、議員研修で北海道の厚真町

に行きました。厚真町は、定住促進事業に取り組んでおられ、定年後田舎で自然に

親しんで暮らしたいという方や若い方を受け入れている町でした。そこで定年者の

受け入れで医療費が上がるのではと質問しましたところ、６年前から健康センター

を活用して運動や食事改善などの指導を行い、予防に力を入れ医療費の負担は下が

り傾向にあるとの返答でした。横谷村長は、生活習慣病に起因する医療費の負担が

上がるのを懸念されておられますが、村は県の補助金で各区の公民館を高齢者の方

が出入りしやすく、また安心して使用できるように改修されました。公民館は地域

の拠点として地域の方が集い、会話を交わし、情報の交換を行うことは健康のため

にも大事なことだと思われます。そこで、管理栄養士、公民館を活用してどのよう

なことを実施しようと計画されておられるのか、お尋ねいたします。  
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○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） お答えをいたします。まず、管理栄養士の配置であります。本

村の現状、生活習慣病から起因する重き病気にかかる人の割合が大変多いと。それ

も食生活が原因で病気にかかる人が多いということからお尋ねのように健康予防対

策をしっかりとしていく必要があると考えております。そこで、やはり村民の健康

を守るためにはマネジメント能力、それから行政能力が問われる優秀な管理栄養士

を職員として採用し、村民の健康を守りたいということから公募をし、新年度から

配置を考えているものであります。 

 ２点目のですね、ただいま公民館、全公民館改修工事終わったところ、残ってい

るところありますが、これは県の１００％の補助事業、介護基盤整備緊急特別事業

という県の１００％事業、補助事業を取りまして各地区公民館、これが恐らくこれ

から超高齢化社会を迎えて、公民館が健康づくりの拠点、災害時における集まる場

所等になると思います。そこで、やはり病気になる前の医療対策、介護対策を考え

たときに、お茶のみも語らいもする場所が私は１つの介護予防にもなるということ

が１つと、その後ですね、各種行政等の各種事業の推進の場、そういったことを地

域と行政が一体となってこの公民館をつくっていくということを考えています。こ

の取り組み、事業内容については、詳しくは健康福祉課長の方から説明をさせます

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） それではお答えをいたします。まず、本村住民の方の

医療機関への疾病別受診条件について述べてみますと、第１位が、高血圧性疾患、

次に、歯肉炎、歯周疾患、そして第３位に糖尿病となっております。また、平成２

２年度要介護・要支援２の認定者数は１９８人となっておりまして、年々増加の経

過をたどっております。平成２２年度球磨郡町村の要介護認定における疾患の状況

資料によりますと、その介護状態になる原因別疾病は、第１位が高血圧性等の循環

器系の疾患、次に、筋骨系及び結合組織の疾患、第３位に精神及び行動の障害とな

っております。このような状況は、食生活を主とする生活習慣が起因するメタボリ

ックシンドロームから誘発された疾病が主なものと考えられます。このように住民

の健康問題が複雑且つ多様化している現代社会においては、生活習慣病予防や介護

予防、食育の推進が喫緊の課題となっております。平成２０年度以降特定健康診

査、特定保健指導が保険者に義務づけられ、村は住民の方に対しまして効果のある

特定健康診査、保健指導を実施しているところでございます。疾病予防や健康保持

・増進を目的とした保健指導の中で、保健師、看護師、そして管理栄養士が専門知

識をそれぞれ発揮し、また健康福祉課、社協、包括支援センター、そして住民の皆
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さんが一緒に理解し合い、健康づくりについての企画・立案、そして実践を進める

ことが重要であると考えております。そのようなことから健康づくり、特に食育推

進に果たす管理栄養士の役割は大であり、大いに活用してまいります。 

 次に、各区の公民館を活用しての住民の方の健康づくりの計画についてのご質問

についてお答えをいたします。本村では、先ほど村長の方がお答えをいたしました

とおり、平成２３年度介護予防拠点施設整備事業に取り組みを行いました。これは

高齢者が自分らしくいきいき暮らし続けるために健康の駅を拠点として介護予防に

現在取り組んでいるところですが、さらにその取り組みを展開していくためには積

極的に介護予防活動に参加してもらえる環境を整備することが必要でございます。

そこで、高齢者がいつでも安心して集える場所を確保し、介護予防拠点として活用

するために身近にあります公民館等の既存施設を整備するとともに、介護事業予防

を行うことを日々のことで、日々の生活に必要な健康、身体機能を維持していくこ

とを目的として進めたものでございます。各区とも区長さんを中心に改修計画が進

められまして、概ね全区とも改修工事を終えられていらっしゃいます。また、改修

計画と同時に介護予防事業、健康づくり、栄養教室、閉じこもり予防、世代間交流

などの取り組みについても計画をしていただいているところでございます。本村で

は、生活習慣病の予防や介護予防の取り組みを行うことを重要な施策として位置づ

けております。そして、それは継続した取り組みを地域の中で住民の方と一緒に活

動を進めてまいります。以上です。 

○議長（松本佳久君）  原先利且君。 

○７番（原先利且君）  いろんなことを公民館を活用しての、公民館を拠点としてのい

ろんな事業を展開されようとされておられます。しかし、公民館から離れた方、あ

るいは車のない方がおられます。そのような方に参加してもらうにはどのようなこ

とを考えておられますか。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） お答えをいたします。健康づくり活動を実施する中

で、遠距離にある方、あるいは何らかの理由で歩くことが支障がある方についての

対策ということのご質問でございますが、まず現在公民館を改修いたしまして、そ

の身近にある公民館を活用した健康づくりを進めることでより参加しやすい環境に

なったところではございます。健康づくり、介護予防は適度な運動をすることもと

ても大切なことでございますので、公民館へ歩いて出かけることも介護予防、健康

づくりの第一歩となりますので、元気で公民館へ歩いて集まられる姿を拝見したい

と希望いたしております。しかし、おっしゃられるとおり公民館から遠い距離にあ

る方についてもそのような機会を皆さんに享受していただくためには何らかの方策
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が必要であると考えてとおります。本村では、丸岡号の路線網が充実しております

ので、丸岡号の運行時間を考慮した計画、あるいは外出支援サービス、これはいろ

いろな制約がございますが、その中で利用の検討について考慮したいということで

おります。それと、いずれにしてもですね、安全性を確保した対策が必要であると

いうようなことで総合的にそのようなことで検討したいということで考えておりま

す。以上です。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） 本村はですね、ご承知のとおり山間地域が多いと。隣近所とい

っても数キロあるところからやはりすぐ公民館に近い方と様々でございます。その

ような中で効果的にかえって元気で来る人もちゃんと元気で長生きしてもらうと。

しかし、閉じこもりとかどうしても、言葉不適切ですけれども足の確保ができない

方をどうするか、これが介護予防、福祉施策、いろんなスポーツ行事、関連する地

域づくり行事でも参加をいただく上での課題であります。ですから、今回の公民館

をせっかく改修して人が集まってもらわないとどうにもならない。そういったこと

を考えると、地域で元気なおじいちゃん、おばあちゃん方に協力をもらうこと。そ

れからボランティアでお家におられて元気な方、ボランティアでどうにかこの事業

の趣旨に添って協力してもらう方、または先ほど課長が申し上げましたとおり、丸

岡号の運用形態を少し研究して公民館に来ていただくと。そのような総合的な公民

館に集まっていただくような対策が今後内部的、外部的な連携も併せて必要になっ

てくるかなと思います。そこのところは十分と検討させていただきたいと思いま

す。 

○議長（松本佳久君）  原先利且君。 

○７番（原先利且君）  健康づくりという御旗を掲げた以上、その目標の成果を上げる

ためにはあらゆる手段を持って当たってもらいたいと思います。そして、国民健康

保険料を上げないよう、上がらないような住民１人１人の方に健康の大切さを理解

していただくよう地道な活動ではございますが、日々努力していただきますようお

願いいたしまして質問を終わります。 

○議長（松本佳久君） 次に、２番議員、谷口予志之君より、１．林業の振興及び山間

地対策についての通告が出ております。 

谷口予志之君の質問を許します。谷口予志之君。 

 

谷口予志之君の一般質問 

 

○２番（谷口予志之君） おはようございます。２番議員、谷口より通告書に基づきま
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してご質問をさせていただきます。 

 まず、前議長の田口様のお悔やみを申し上げますとともに、東日本大震災から１

年を経過をしました。テレビ等の報道を見ます限りではまだまだ復興に向けての道

は遠いような気がしてなりません。しかし、被災地の方々の復興へ向けての行動等

につきましては頭の下がる思いでいっぱいでございます。１日でも早い復興を願う

ところでございます。 

 では、さっそく質問の方に入らせていただきます。私はまだ一般質問２回目でご

ざいまして大変緊張しております。質問中不適切な発言等や誤解を招くような発言

を発するかもしれませんけれども、そのときはご指摘をお願いしたいと思います。 

 まず、村長の掲げた５つの基本施策、１つ目、健全な財政の確立、２つ目、活力

ある林業の振興、３つ目、人にやさしい福祉の推進と医療・介護の充実、４つ目、

子どもの教育・子育て支援の充実、５つ目、明日を開く広域行政の推進とありま

す。それぞれの基本施策の中に各項目については具体的な施策がうたわれておりま

す。その中で今回私は林業に関わる振興について村長の方針、お考えをお尋ねした

いと思います。 

 まず、山江村の森林の概要についてでございますけれども、私の調査しました資

料の関係で数字的には違うところもあると思いますが、一応報告をさせていただき

ます。山江村の森林面積は、国有林、民有林合わせまして１万６６０ヘクタールと

いうことで、山江村の面積が１万２,１２０ヘクタールございますので、その約８

７％が森林となっております。その中でその民有林の所有形態、これは公有林と私

有林ありますけれども、公有林、県有林が９１、村有林７１１で８０２ヘクター

ル、私有林が８,６０５ヘクタールとなっております。公有林、私有林合わせまし

た民有林の面積は９,４０１ヘクタールになっているようでございます。その中で

人工林面積、スギ、ヒノキ合わせました人工林面積は４,８７８となり、人工林率

５２％となっておるようでございます。また、その蓄積は１７０万立方以上と充実

し、伐期を迎える森林もかなり増加しているというふうに思います。しかしながら

今の林業情勢は長引く木材価格の低迷等によりまして非常に厳しいものがありま

す。そのため生産性の悪化から林業での生業（なりわい）ができず、後継者がいな

くなり、林業を放棄される森林所持者も増加しつつあるように思います。その中で

村長の基本施策の中の林業の振興についてちょっとお尋ねをしたいと思います。 

 まず、林業の振興について環境と共存した森林整備の財源確保と林業の山村雇用

の受け皿への転換とした施策を行うとされております。森林所持者、森林で働く

者、大変期待しておられると思いますけれども具体的にどんな計画をされているか

お尋ねをしたいと思います。 
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○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） お答えいたします。谷口議員の質問の内容は私が掲げます５つ

の基本施策、農林業の振興の中の林業振興についてであります。 

 まず、環境と共存した森林整備への財源確保というお尋ねでございます。市町村

森林整備計画の中で公益的機能別施業森林の整備等に関する事項を定めておりま

す。そして木材の生産機能、水源涵養機能、土地の災害防止と保全機能などについ

て区域の設定を行っているところであります。その中で水源涵養機能を図る森林で

は、標準伐期、スギ、４０年でございますが、４０年で切るところをさらに１０年

延ばして５０年にならないと切れない。土地の災害防止保全を図る森林では、標準

伐期の２倍、８０年を迎えるまで切れないなど区域の設定をしているところであり

ます。このように森林の公益的・多面的機能が十分に発揮できるようこのような環

境と共存した森林施業を推進していくように関係機関と連携を図っていくものであ

ります。このことによる財源確保でありますが、森林整備に係る財源の確保につい

ては、国・県等も相当力を入れています。国・県等の林業施業振興に係る補助事業

を活用しながら整備を図ってまいりたいと思います。造林事業の再造林、下刈り、

切り捨て間伐、搬出間伐、付帯設備としての鳥獣害防止ネット、これにつきまして

は森林環境保全直接支援事業、補助率が６８％、この事業で取り組んでまいりま

す。この他、国・県の有効な補助事業の活用を図りながら財源の確保をし、人が暮

らしていく上で必要不可欠な緑と水を育む森林を環境と共存した整備を行ってまい

りたいと考えているところであります。 

 次に、林業の雇用の受け皿施策についてであります。ご承知のように、山は、木

は、子の代、孫の代にようやく使えるものであります。このように息の長い経営が

求められ、そして昨今のように社会の変化にも左右されてまいります。日本の林業

は安い外国産材に太刀打ちができず、国産材の需要が低迷しているため、間伐など

手入れが行われないまま放置されている山が多く見えます。終戦後、植林されまし

た山林は伐期を迎えていますが、我が村におきましても放置林が目立ってきていま

す。このことにより有害鳥獣被害と併せ、山が荒れ、土砂災害などの危険が伴って

おり、山を守り、自然環境を醸成するためには、この放置林や伐採放棄地、広葉樹

林などの山林の購入を進めています。平成２３年度におきましては、７２ヘクター

ルの購入の予定であります。その殆どが水源涵養保安林や森林土砂保全林でありま

して、一部にはこれからの自然資源の大切さを学び、育み、後世に残す環境学習に

適した自然林も含まれています。このことによりすでに植栽されているスギ、ヒノ

キの下刈り、間伐などの育林作業、これから環境と共生した複層林を実現していく

ための地ごしらえ、植林、下刈り、作業道の開設などでの労働雇用が考えられま
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す。また、平成２４年度から伐期を迎えました村有林の伐採に入ってまいります

が、伐期を迎えた村有林は約６０％であります。２４年度は４.７ヘクタールの伐

採を計画をしています。このことは伐期が来たものを木材価格が安いといって守る

ばかりではなく、伐期適齢の木材を役に立たせる。利用する。伐採跡地に植林を進

めていく。それも今までのようにスギ、ヒノキばかりではなくて、広葉樹を併せた

環境と共生した複層林をつくる。このことによって木を切る人、運ぶ人、植林をす

る人、手入れをする人など、山で働く場ができてくると思います。大切な山江村の

この山林資源を生かした循環型の山づくりをすることにより林業、引いては山村の

振興を図っていきたいと考えているところでございます。 

○議長（松本佳久君） 谷口予志之君。 

○２番（谷口予志之君） 環境と共存、また財源確保につきましては、山江村の森林整

備計画の中でそれぞれの整備計画を立て、森林の公益的、多面的な機能が発揮でき

るような森林作業を補助事業を活用しながら獣害対策を含めたところで行っていく

というようなことで大変有り難く思っております。今後も山江村の森林がより一層

整備されるようによろしくお願いをしたいと思います。 

 また、国の林業振興につきましても、森林、林業再生プランを通し、木材の受給

率、だいたい今２４％ぐらいだと思いますけれども、これを１０年間で５０％以上

にというような目標が掲げられています。その中で森林、林業の再生に向けた改革

の姿としまして、平成２３年度に国の森林計画制度の見直しを行い、路網の整備と

か、担い手となる林業事業体や人材の育成など、今村長の方から言われましたこと

もうたわれているようでございますし、新たな森林・林業施策が打ち出されており

ます。このようなことから今後いろいろな助成制度も出てくるかなというふうには

思います。活用できます助成制度は１つでも村の方に取り入れていただきまして、

先人の努力により造成されました森林資源を適切に利用し、活発的な林業生産活動

ができるように取り組んでいただきたいとお願いをいたしたいと思います。 

 また、山江村の林業担い手対策、雇用対策としまして放置林の購入を含め、村有

林を計画的に伐採、更新し、雇用の確保をされるということでございました。球磨

管内にもそういう林業事業体の雇用対策として同じような取り組みを昨年度より２

３年度より実施されている町村等もあります。そこそこの町村にあっては伐採面積

等も若干の開きがあるような感じもしますけれども、この伐採面積につきましては

公有林の所有面積による、また蓄積による村で変わってくるものと思いますけれど

も、長期的な姿勢に立った計画で林業で働く人たちが安心して働ける雇用の確保が

持続できるようにお願いをしたいと思います。 

 次に、作業道の整備と多様な木材の利用促進ということで公共施設やバイオ燃料
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を含めた多様な利用方法の促進というようなことでされておりますけれども、どん

な構想を持っておられるか、お尋ねをしたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） 作業道の整備と多様な木材の利用促進と、またその後、バイオ

等の問題についてご質問いただきました。作業道の整備であります。「山を買うな

ら道を買え。」と言われるように、この作業道なくして今の木材価格の低迷、管理

コストを考えたときにこれほど作業道の必要性、また作業道を要する根幹的なもの

はございません。今、この低迷している木材価格、以前のスギですと３万、４万、

今は１万程度、非常に安い。民間では切って出しても赤字ということから本当にこ

れ深刻な林業振興の上において課題であります。そういった中で作業道の整備と、

引いては高性能林業機械の導入によってこの搬出に係る経費、コストを下げて、今

林業経営をなされている方等は経営に当たっておられます。例えば、作業道が以前

は作業道に作業、山林作業にかかる作業道の要件で２メーター、３メーターでござ

いましたが、今は８トン車、１０トン車が通れる作業道、一気に木材を大量に運ば

ないと搬出経費が浮かないということから作業道のあり方も育林作業にかかる作業

道と搬出にかかる作業道のところが少し用途が変わってきているように感じており

ます。そういった中で森林環境保全支援事業や間伐等森林整備事業のこの県・国の

補助制度の活用、それから村からの単独による作業道の開設の助成など積極的に林

業の振興には促進してまいりたいと考えています。 

 それからバイオ燃料等のことですかね。このバイオ燃料、間伐材、木質を使った

チップ等ですね。どのように活用するかということでございます。本村におきまし

てもこの間伐等木材の利用、推進計画を策定しまして公共施設などへ木材利用の促

進を図ることとしていますが、まず公営住宅建設での木造の構造、学校施設での机

や椅子、交通安全施設のガードレール、また公園施設のベンチ、民間住宅での木材

利用、この民間住宅での木材利用は今回条例のことを議会の皆様方に提案している

ところでございます。 

 また、ビニールハウスやボイラーなど大量に消費する化石燃料の削減から地球温

暖化防止としての木質バイオマスの活用、ペレット、これをですね、今石油等化石

燃料で寒いときは暖房して野菜をつくっておられますが、これに木材ペレットを使

って暖房に環境にやさしい、使われないかなと試験的なことも含めて導入をして、

助成を仰いで試験的に試行的にビニールハウスに入れてみたらどうかなとも考えて

います。もう１つは、これは大変検討を要する課題でございますが、温泉センター

は大量に化石燃料、石油等を十度使ってます。ここにこれだけ山江村は山村ですか

ら、間伐材がたくさんある。これをチップ、ペレット化して温泉センターの燃料に
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使ったら試験的にどうかと。それこそ環境に配慮した燃料、そして山の木も動くと

いうことからこれも是非ですね、担当課を含め関係機関のご指導をいただきながら

検討してみたいなと考えております。そういったことで幅広い利活用の計画を今後

進めてまいりたいと考えています。 

○議長（松本佳久君） 谷口予志之君。 

○２番（谷口予志之君） 作業道につきましては、山江村は郡市に先立ちまして作業道

の開設機械を導入し、期間路線となるような作業道はある程度開設をされていると

思います。村長言われましたとおり、「作業道は山を買うより道をつくれ。」という

ようなことで大変コスト減につながる作業道だと思います。先ほど言いましたよう

に、ある程度開設はできたというようなことでございますけれども、地区によりま

してはまだまだ不十分なところもあるように思います。今後積極的に作業道の開設

につきましては推進をされまして種伐、間伐等を含めた生産地へ幹線道路からの枝

線とか、作業道同士が循環できるような作業道の計画開設、このようなこともお願

いをしたいと思います。循環させることによって一方が崩壊等で通れなくても通れ

るというようなことにもなるかと思いますのでよろしくお願いしたいと思います。 

 また、木材の利用促進につきましては、今回の原発の問題で今後バイオマス燃料

等につきましてはそれぞれ推進されていかれるんではないかというようなことで思

いますので、そのことにつきましても山江村でも燃料関係多く使うところもござい

ますんで、そういうことも含めてよろしくお願いをしたいと思います。 

 また、木造建築につきましては、国の方におかれましてもテレビ等で放映されま

したように、耐火性を含め大型建築というようなこともされております。山江村は

公営住宅はほとんどが木造住宅であり、今後もそのような方向で木材の利用の促進

をお願いをしたいというふうに思っております。 

 最後になりますけれども、山間地の所得対策というようなこともうたわれており

ます。このような対策としてどのようなことを考えておられるか、お尋ねをしたい

というふうに思います。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） 林業が非常に低迷している。昔はですね、山持ちは金持ちと言

われてましたように本当に山を持ってらっしゃる方は生活がある程度できました。

しかし、今山を持っていらっしゃればいらっしゃるほど非常に経済的に大変だとい

う状況です。そこで山が売れなくて収入がなからんばどうして食べるか。やはり副

収入としては私は特用林産物等の振興以外にはないかと思っております。しかし、

現況はその特用林産物も有害鳥獣等により被害によって収穫ができないというのが

実態でございますので、今後木材振興と併せて多角的な林業経営、多角化による所
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得対策が必要ではないかと考えています。考えられますのは、山間地ですからその

標高、気候、土壌を生かした高冷地野菜、またタケノコ、シイタケ、ワサビ、ゼン

マイ、ワラビ、アケビ、アケビ等も今非常にですね、人工になってしまって、昔豊

かでありましたアケビがないと、非常に今アケビも希少価値ということを聞いてお

ります。こういった山間地特有の自然、気候、土壌に適したものを品質管理が行き

届いたものとして栽培を図り、販売する。もちろん有害鳥獣対策もしっかりとして

いく。しかし、この先が大事だと思います。要はつくっても販売する。１次産業、

生産、２次産業、加工、３次産業、販売、２かける３、６次産業、なかなか自立、

自主的な企業ができない。このことは私は農家の方、農産物も一緒だと思います。

まったく林産物も一緒。そこで農産物、林産物を併せて中山間地の個性を出した加

工施設。例えば今温泉センター等に物産館ありますが、温泉センターに来るお客さ

んでの農産物はなかなか限られたものであると。常に赤字経営であると。場所的に

も悪いと。やはりこの辺りも皆様方と協議して一線を画し、新しい時代に向かった

農林産物の生産加工を考える時期に来ているのかなと痛切に思っております。いい

物を加工施設でつくる。そして全力で販売する。本村が持っている特徴である情

報、インターネット、また営業で販路を拡大していくと。このようなことの取り組

み対策をですね、議会の皆様、そして関係農林課の方々と協議を進めながらほんと

からの疲弊し、低迷している、いったい先、これから先どうなるのか。先が読めな

いような農業、林業の実態の中で振興に努める努力を本格的に立ち入っていきたい

と強く思っているところでございます。 

○議長（松本佳久君） 谷口予志之君。 

○２番（谷口予志之君） 特用林産物、また農産物の鳥獣被害対策のための防護ネット

助成等も実施をされております。また、以前からの小さな産業づくりの事業補助金

を利用した施設もかなりできているようでございます。このようなことで生産基盤

といいますか、施設の方は完備されますけれども、村長言われましたように、生産

された産物の販売についてはそれぞれが販売先を探し、また販売をしていくのが本

当かもしれませんけれども、生産時期が集中し、採算の取れる価格の販売というの

がなかなか難しい状態だと思います。また、山間地は消費地でございますけれど

も、これの距離が遠いのと、山間地におきましては高齢化がかなり進行しておりま

す。そういう市場とか、消費地への搬入にも大変苦慮されているんではないかとい

うふうに思っております。そういうことから村長言われましたように、村内での農

林産物を含めたところのですね、加工場関係の方にも一層力を入れていただき、い

くらかでも山間地と言わず、村民の皆様が所得を上げられるような対策をお願いを

したいというふうに思いまして、これで質問を終わられていただきます。 
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○議長（松本佳久君） お諮りします。ここで暫時休憩をしたいと思いますが、ご異議

ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 休憩を８分とし、再開１０時５５分にいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時４７分 

再開 午前１０時５５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（松本佳久君） 再開いたします。 

 次に、５番議員、田原龍太郎君より、１．村の防災対策についての通告が出てお

ります。 

 田原龍太郎君の質問を許します。田原龍太郎君。 

 

田原龍太郎君の一般質問 

 

○５番（田原龍太郎君） おはようございます。ただいま議長のお許しが出ましたので

５番議員、通告にしたがい、村の防災対策について５点ほど質問をいたします。 

 昨年の３.１１東日本大震災から１年が経ち、また関西地方を襲った台風災害か

らは半年近くが経ちましたが、震災地ではまだ多くの行方不明の方や避難生活を余

儀なくされている人々はまだ多くおられますが、人々は立ち止まることなく少しず

つ復興に向けて頑張っておられます。しかし、今本日も新潟県において地すべりが

発生し、まだ続いている状況であります。このようにいつ、何が起こるかわからな

い今、いつ、同村においても津波の心配はありませんが、地震、台風等で災害が発

生し、土石流や河川が氾濫した場合の村としての防災対策はどうなっているのか。 

 また、私たちは消防団として住民の皆さんの安心・安全を守るために、現在当村

の地域防災計画書や防災マップ等の見直しを行った方がよいと思います。当村の自

主防災に対して行政の取り組みはどう考えておられるかお聞きいたします。よろし

くお願いいたします。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） お答えさせていただきます。今、田原議員が申されましたよう

に新潟県の地すべりとか、夕べはちょうどサッカー中継がありましたけれども、そ

の時間帯に茨城、関東地方で震度５の地震があったということで本当に自然災害い

ろいろな災害が多発をしております。本村におきましては、異常気象や集中豪雨、

また台風などによる土砂災害、山崩れ、河川氾濫などが考えられ、いざという非常
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時に備え、自らの命は自ら守る。自らの地域は自ら守るというような自主的な防災

活動と適切な行動ができるよう日ごろから地域での訓練や危機意識を持つことが大

切と考えています。そしてそれぞれが家庭、地域、行政の役割分担を明確にしなが

ら、その指名と役割をしっかりと認識し、いかなる災害が発生しても的確な対応、

危機管理を持つことが大変重要だと考えています。今お尋ねの山江村としての防災

体制のあり方につきまして、総務課長からその内容について説明をさせます。 

○議長（松本佳久君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田良介君） おはようございます。ただいまのご質問に対しましてお答

えいたします。まず最初に自主防災組織の必要性でございますが、特に先ほど村長

が申しましたように、地域住民の生命、身体及び財産災害から守るためには、普段

から顔を合わせておられます地域の方々とのお互いに協力し合うことが必要ではな

いかと思います。というようなことで自主防災組織を立ち上げているような状況で

ございまして、組織としましては、区長さんを中心に給水・給食班とか、避難誘導

班、救出・救護班、火災消火班、情報収集班等々の体制で行っているような状況で

ございます。特に過去におきましては、平成２１年２月におきまして大規模な山林

火災を想定しました訓練を丸岡公園一帯で実施しながら、消防団、県の防災消防ヘ

リ、消防署、周辺の方々の参加によりまして、特に消防署からによります赤バイ

隊、防災ヘリによる情報収集等、偵察等々を訓練を行っているような状況でござい

ます。それから現在におきましても、田原議員ご承知のように、春季全国火災予防

運動の一環としまして村内１箇所を選定しまして特に今回におきましては９区、蓑

原地区でございましたが、区長さんをはじめ地域の方々の協力の下で消火栓の使用

方法、消火器の方法等についても訓練しているような状況でございます。それから

現在、福祉避難所としまして医療法人木鶏会でございます山江老人健康施設を指定

しまして生活支援、心のケア、相談等を専門的に知識を有しておられますスタッフ

の配置もお願いしているような状況でございます。そこにまた、福祉用具、介護用

品、衛生用品等々を備えてもおります。これにつきましても役場の車庫の方にも同

様なことを準備しているような状況でございます。それから、県及び気象台の指導

によりまして土砂災害による避難勧告の発令基準マニュアル等々の作成にも取り組

んでおります。それから、携帯電話等によります防災に関する情報のシステムでご

ざいますが、熊本県防災情報メールサービスというような機能がございまして、こ

れは携帯電話でＮＴＴドコモのみでございますけど、こういうようなことも活用し

ながら熊本県防災計画書の基準のもとに今後におきましても各消防機関等々と協議

しながら変更に取り組んでいくような状況でございます。 

○議長（松本佳久君） 田原龍太郎君。 
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○５番（田原龍太郎君） 村としてもいろいろな方面ですね、活用し、県又はＮＴＴな

どを活用して防災対策を考えておられると思いますが、当村においてですね、さっ

き言いました地域防災計画書とその中に防災マップといって各家庭にですね、こう

いうマップを配付してあります。これについても消防の方でですね、ちょっと調べ

てみましたところ、避難場所において各地域に避難場所が公民館とだいたい指定し

てありますが、３１箇所の場所があります。そのうちの１４箇所近くがですね、急

傾斜地崩壊危険箇所や土石流危険渓流の警戒地ですか。に入っている避難場所が半

数近くあります。先ほど原先議員の方で公民館の活用で質問がありましたが、健康

づくりの場所としても使われていますが、もし発生した場合はですね、２次災害の

発生する恐れもあります。避難場所の見直しの考えはないか。そしてまた、各地域

で自主防災組織を立てておられると思いますが、それについての把握は役場として

はしてられるのかちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田良介君） 各地区の避難場所等々のご質問でございますけど、ご承知

のように防災会議におきまして周知はしております。場所によりましては、今お話

しされたようなことで変更せざるを得ない地域もございます。これにつきまして

は、また区長会、消防の幹部会等々のご意見を聞きながら最善の見直しを行ってい

きたいと思います。特に地区名におきましては私なりに考えておりますのが３区、

それから淡島地区、１５区等々が考えられるんじゃないかというような気持ちでお

ります。それから、区長会を通じまして各地区の防災組織を再確認しながら、重要

な組織でございますので、日ごろから実質的な訓練、それから村で計画します訓練

等の参加を呼びかけていきたいと思います。特に各地区におきましては、４月の区

長会の折に自主防災組織等々の体系等々については説明しながら各地域で班体制は

整っているような状況でございます。 

○議長（松本佳久君） 田原龍太郎君。 

○５番（田原龍太郎君） 各地域においてですね、防災組織が編成されております。ま

た、公民館等も先ほど言われましたように３区、１４区、１５区、特に山間部にで

すね、集中してます。中には私たちのところの東浦公民館もですね、平野地に近い

んですけど、土石流危険渓流地警戒地内に入っておりますので考えていきたいとは

思っております。先ほど各地域で消防組織内に、区長を中心としてつくられるわけ

なんですけど、その名簿の中にですね、できるだけ消防団の方は外してほしいと、

私の要望であります。消防団は全体的にですね、回らなければならないところもあ

りますので、そこのほどをよろしくお願いしたいと思っております。 

 続きまして、地図、マップの中にですね、ヘリコプターの発信地、発着地が８箇
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所ありますが、尾崎、大川内、屋形、この旧小学校がですね、山に囲まれて高圧線

とか、電柱、ナイター設備、立ち木などで、また校庭も狭くてですね、本当にヘリ

コプターが降りられるのかということをちょっと調べてみました。特に今年からで

すね、運行しているドクターヘリは、広さが３５メーター以上必要ということを聞

いております。消防ヘリの発着は、当村では丸岡のみということが指定はされてい

るんですけど、今後のですね、特に山間部における発着地においてどう考えている

のかお聞きしたいと思いますけど。 

○議長（松本佳久君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田良介君） ただいまの件でございますが、防災ヘリの発着地の件でご

ざいまして、ご指摘のように８箇所指定してございますが、特に山間地域におきま

してはご指摘のようなことが十分考えられますので、関係会議の中でまた検討して

いきたいと思います。特に、今回ですね、県の方によります防災拠点施設というよ

うなことで対空表示、ヘリコプターのサインの件でございますが、県の最終作業に

よりまして役場庁舎、山田小学校の方にこのヘリサインの文字を入れておりまし

て、役場庁舎におきましては屋上にでございますけど山江村、それから山田小学校

におきましては山田小というような文字を入れているような状況でございます。 

○議長（松本佳久君） 田原龍太郎君。 

○５番（田原龍太郎君） 役場とか、小学校の方にですね、ヘリサインを掲げてあると

いうことです。特に回ったところではですね、屋形地域の方で、屋形旧小学校じゃ

なくて水無の方に、高速のこれは埋立地ですかね。あそこに結構広い場所がありま

すので、そういう指定も変更してはいいんじゃないかなと思っております。 

 続きまして、現在各家庭においてですね、防災無線が設置してありますが、なか

なか故障した場合にですね、なかなか修理ができないと、時間がかかるというお話

を聞いております。そこで今現在ケーブルテレビが各家庭にあるわけなんですけ

ど、ケーブルテレビのですね、告知端末を利用して防災無線としてですね、活用で

きないかということをお尋ねします。することによってですね、ケーブルテレビの

加入率もアップを図れるんじゃないかと思います。中には所得に応じてなかなか入

られないところあると思いますが、そこは村の方でですね、管理していただければ

と思っていますが、これについての考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田良介君） ケーブルテレビで防災無線の役割はできないかというよう

なご質疑でございますが、ケーブルテレビにつきましては、テレビ放送のみだけで

なく各分野にも活用できるようなシステムでございまして、特に防災面におきまし

ては、ケーブルテレビに付属しております告知端末機の活用が考えられます。告知
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端末機の放送設備につきましては、現在あります屋外の拡声器にも接続できます

し、防災行政無線と何ら遜色はありません。近隣の自治体でも現在の防災無線機か

ら告知端末機へ切り替えた例もございます。現在の防災無線機におきましては老朽

化が進みまして故障も多く発生しているようなことでございます。将来的には切替

を検討する必要があるかと思いますが、全戸に設置しておりませんので今後検討さ

せていただきますようお願いいたします。 

○議長（松本佳久君） 田原龍太郎君。 

○５番（田原龍太郎君） できるだけですね、さっき言いましたが、故障したり、ノイ

ズが入ってですね、聞きにくいということも聞いておりますので、できるならばこ

れを一本化にできないかと。野外の場合はですね、仕方ないと思います。広域消防

においてデジタル無線化されますが、これについては直接関係ないということも聞

いておりますが、やはり見直しをする時期に来ているんじゃないかなと思っており

ますのでよろしくお願いします。 

 最後にですね、河川整備について数回質問をしていますが、国・県の予算的なこ

ともあり河川整備進んでいない状況と思います。当村においても山田川、万江川の

２本の川が流れています。しかし、２つの河川も土砂が堆積し、よし萱が生い茂

り、川底が上がり、または浸食したりし、毎年水害の危機に直面しています。議会

２日目に議員全員にて視察しました山田川でも特にひどいところは日向橋の上流は

重要水防区域になっています。下流は重要水防箇所となっています。川が増水した

ときには、堰と堤防との差がですね、約１.５メーター近く、前後ということで本

当に氾濫したときには消防団としてですね、気が休まることもなく警戒する必要が

あります。川が氾濫し、堤防が破壊したならば役場周辺はもちろん山田地域が水没

する恐れもあります。農業用水を確保しながら、今後この流域の河川整備をどう行

っていくかお聞きしたいと思います。また、合戦峰橋の橋下や上流も川底の浸食が

ひどく、増水したときには橋が流されるんではないかと心配しております。この２

つについて行政の対応はどう考えておられますか、お聞きしたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

○議長（松本佳久君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは村内の河川整備についてのご質問でございます

が、お答えいたします。まずは、田原議員ご承知のとおり、万江川、山田川も一級

河川球磨川の主流でありまして河川管理整備、いろんなこと熊本県が維持管理を行

っている河川であります。河川整備につきましても熊本県が事業主体となって整備

をしておりますが、なかなか地域の住民の要望どおり整備が行われないのが実状で

ございます。山腹からの流れ出る土砂の堆積、それに繁茂する木々の雑草類は年々
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増え続ける状況であります。山江村でも先ほどありましたが大雨時の河川の増水時

には堰の決壊や堤防の越流の危険性がある箇所も数カ所見られるため、毎年河川の

掘削、土砂堆積除去や護岸の改修整備を要望しているところでございます。熊本県

も各市町村から要望を受け、整理・調査し、人家のある地域や危険性が高い箇所な

どを状況を踏まえ要望のある箇所から優先順位を付けて県は予算枠内で護岸補修や

河川整備を行う河川改良事業や単県の河川掘削事業等で整備を実施している状況で

ございます。山江村内でも平成２４年度におきましては、県は河川改良事業で万江

川の淡島地区を護岸整備する計画でございます。河川掘削事業につきましては、要

望を山江村も行っているところですが、現在のところ未定ということでございま

す。しかしながら今後も山江村としましても引き続き河川整備の要望については、

強く要望を行っていきたいと思います。 

 また、２点目の山田川の合戦峰の上流及び下流の河川浸食でございますけれど

も、大雨時の洪水の度に洗掘され、川幅が狭くなっている状況かと思われます。こ

れにつきましても県の方に現地を確認してもらうように文書等でおつなぎはしてお

りますが、また生活道路の共有もあるということで県の方には連絡しております。

しかしながら、今のところ現在計画は立っていなく、今後ですね、現状の把握を調

査しまして県へ河川整備の要望を行っていきたいと思っております。以上でござい

ます。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） ただいまの田原議員のご指導・ご指摘といいますか、本当に先

般山田川の現況を番慶からずっと合戦峰まで見ました。土砂が堆積し、よし萱が茂

っていると。いつ河川が氾濫して田畑、あるいは住宅災害がわからないということ

ですから、現状で県に言ってもお金がない。財政的にということだけ言いますか

ら、村としては現場をちゃんといかに喫緊、危機が迫っているかというような現状

の資料等をつくり上げ、写真等も含めつくり上げ、検討に持っていきます。そして

是非現場を視察して頂きたいというようなことの申し入れ。そしてできますれば平

成２４年度の重要課題として山江の河川整備にかかる要望書をつくり上げて、議会

の皆さんの力を得て県等に要望・陳情活動を行わせてもらったならと、議会の皆様

の協力を得て県等で直接陳情・要望したらどうかなと。そのくらいしないとなかな

か振興局土木部では動きませんので、本格的な喫緊の課題である合戦峰の橋梁の河

川掘削、本当に掘れています。そして東浦の前、味園の井堰、喫緊の課題ですか

ら、是非そういった対策・行動を起こしてまいりたいと思いますので、協力をよろ

しくお願いいたします。 

○議長（松本佳久君） 田原龍太郎君。 
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○５番（田原龍太郎君） 河川についてはですね、なかなか国・県の予算等もあり順番

待ちということであります。少しでも進むようにお願いしたいと思います。村長が

先、言われましたように、議会としてもお願いして陳情を行い、できるだけ村民の

人が安心して暮らせるようなですね、整備をしてもらいたいと思います。今後も自

主防災組織についてもそうですが、住民全員が安心して暮らせる村づくりにしても

らえますようお願いしまして私の質問を終わります。 

○議長（松本佳久君） 次に、３番議員、中竹耕一郎君より、１．施政方針についての

通告が出ております。 

 中竹耕一郎君の質問を許します。中村耕一郎君。 

 

中竹耕一郎君の一般質問 

 

○３番（中竹耕一郎君） おはようございます。今日の一般質問の最後になりましたけ

れども、まず本来ならばこの議場に田口議員がおられるのが当然ですが、急逝され

たということでご冥福を心からお祈り申し上げたいと思います。 

   今日は、先刻、通告をしておりましたけれども、３つの点について質問をさせて

いただきたいと思います。１つには、平成２３年度のだいたい全般的な事業の成

果。それから２つ目には、２４年度の重点の施策、そして３番目にはですね、財政

運営ということで主に様々な基金がありますが基金の運用と、それからケーブルテ

レビ関係に絡めて交付税の運用ということでこの３点について質問をさせていただ

きたいと思います。どうぞよろしくお願いしておきます。 

 はじめに、平成２３年度の事業成果についてお尋ねをいたしたいと思います。こ

れは個別的に事業の成果ということではなくて全体的な総枠でお答えいただきたい

と思いますが、いよいよ２３年度も年度末近くなりまして事業の一区切りを付ける

時期になってきております。村長、就任されてからもう１年半なるわけですが、そ

れより就任されてですね、１年後だったと思いますが、平成２３年９月、昨年の９

月の定例議会の中ですね、自己評価をするところをマニフェストの７０％は達成を

したんだというふうなお答えをされております。住民目線と現場主義でいくんだ

と、そのような答弁をされたのはたぶん覚えておられると思いますが、振り返りま

してそれより１年前ですね。平成２２年の９月の定例議会では数々の政策を上げて

おられます。私、記録の中から見た限りではですね、例えば福祉関係では、多機能

型老人福祉施設の誘致、建設、それから財源確保ではですね、村有地を払い下げ、

造成などをして売る。そして財源確保に努めると。また農業関係ではですね、観

光、薬草農園ですか。こういった夢もあるんだと。それから薬膳料理に取り組みま
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すと、そういったことも諸々言われております。そしてまたサービスエリアです

ね。山江のサービスエリアを活用したオアシス構想、直売所の開設、それからビニ

ールハウスの助成を行うと、こういったことも言われております。また、インター

ネットを使った物産の販売強化、それから特定農業法人の確立、後継者の育成対

策、農地の流動化というようなことも言われておるわけです。そしてまた、教育関

係ではですね、村営学習塾の開催、ケーブルテレビを使った塾、地域づくりでは、

引いては村民の大集会を開催をするというような盛りだくさんの事業計画を平成２

２年の９月では羅列をされたんでありますが、それから１年後ですね、一般質問で

先ほど言いましたように７０％の達成ができたというようなことをお答えになって

おります。評価はですね、自己評価、また客観的な評価、それぞれあると思います

が、どのような基準でですね、７０％というふうな認識をされておるのか。確かに

平成２２年度決算を見てみますとですね、一般会計では実質収支１億８,５００万

円程度の黒字ですね。特別会計合わせますと、２億５,６００万円ぐらいの黒字と

いうことでありました。確かに前年度決算に比較しますとですね、一般会計では

６,２００万円ほど多く蓄えられたということであります。これは着実の成果であ

ると言えないこともないわけですが、果敢に取り組んだ事業仕分けの結果なのかで

すね。あるいは着手できないから経費がいらなくなって不必要となって繰り越した

のかですね。後ほど基金を含めた財政的な問題には触れていきたいと思っておりま

すが、まずその辺の事業のですね、成果、実績について率直な見解をですね、お尋

ねをしたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） お答えをいたします。平成２３年第７回定例議会の中でマニフ

ェストの進捗度について７０％の達成が実現できたのでないかというお答えしたの

は事実でございます。１期４年間、１期４年間であります。与えられました期間の

中でマニフェストの実現を図っていくのが本来の基本的施策の進むべきあり方であ

ります。その進め方、取り組み方については、まず短期計画、生活・暮らしに直結

する身の回りをすぐやること。それから中期計画、５年、１０年、子どもや孫達が

恩恵を受ける事への取り組み。長期計画、２０年、３０年、４０年後、このような

ことをやってくれてありがとうと感謝をされるような計画、このような方針のもと

に事業計画を立て推進しているところであります。私が掲げます５つの基本政策、

健全財政、農林業の振興、やさしい福祉の施設、子育て教育、広域行政の推進の中

に２９の項目があります。先ほどお尋ねになりましたいろんな薬草園の問題とか、

そのときに短期に出てきたものについてはマニフェストには掲げておりませんけれ

ども、それはそのときに臨機応変に対応していくことも必要でもあります。２９の
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項目があります。これを推進するに当たっては常に現場目線、現場主義、そして現

場を見ること、これを私は大切にすることとしております。実践に当たってはスピ

ード感を持つこと、行動をすること、実現を図ることとしていますが、はっきり申

し上げまして事業総括をしますと最初の１年半、住民生活にかかわるマニフェス

ト、できるものから積極的に取り組んできたということ。それからまだ実現に時間

をかなり要するもの。実態が社会情勢の変化により、変化していくもの、こういう

ものなどがあり、達成度は私は昨年度の第７回定例議会の中で申し上げましたとお

り７０％、その後は進捗しておりません。ただ、まだマニフェストの中に今実現で

きるであろうというのが何項目が今そこまで来ていますから、このことも実現に向

けてですね、全力で取り組んでいくと、もちろんですけれども、この残りの３０％

については、相当な努力と時間がいるものと思っています。このことを覚悟して残

されました２年半、実現に向かって努力をしてまいりたいと思っているところでご

ざいます。これが私の率直な今の気持ちでございます。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 今、だいたいお答えをいただきましたが、実現できるであろ

うという何項目かですね。このことについて具体的にちょっと教えていただければ

と思いますが。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） 例えばの例でいいですかね。例えば、サービスエリア周辺の買

収をいたしました用地、あそこが広大な面積と建物があります。今、ある企業と交

渉を進めています。一部は賃貸してほしい。一部は建物を含めてできれば買わせて

ほしい。そしてそこで食農に関係する部分ですけれども、そこで障害者とか、高齢

者を何人か雇用してやってみたいというような企業がありますから、その方と交渉

し、できれば実現を図りたいということを思っております。 

 それからこれはですね、実現可能ということははっきり申し上げられませんけれ

ども、私は先ほど言いましたように、６次産業、農林産物をどうしても売りたい。

それはインターネット営業等も必要ですけれども、そのサービスエリアの一角にで

すね、ネクスコ西日本と協議を重ねながら今プロジェクトで協議してますけれど

も、あの一角に特徴のある農林産物を置く山江のアンテナショップをつくって、そ

こに農林産物を置けないかなと。コンビニがありますから、コンビニで売っている

品物と競合することは許可しませんので、それとまったく違った品物を置くと。そ

してそこで売りたいと。ただ、ネクスコは道路利用が目的ですから、こちらは物を

売ると、合いませんから、長距離ドライバー、運転される方が疲れたときに、ちょ

っと休憩してシャワーでも浴びる。お茶でも飲むというような簡易な施設を付けた
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ものの売り場所だったらばひょっとしたら可能性があるかなということも考えられ

ますので、これをプロジェクトでまずは上げて、ネクスコ西日本の本社等に企画書

を提案してみたいと。それがオーケーができればできるし、まだできないときには

また違った研究もしなければなりません。そういったことを一例として申し上げま

した。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） エリアの構想についてはですね、今お話をもらったところで

すが、これは村長が再選から申し上げておられるオアシス構想の一環として捉えて

いいわけですか。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） 今、ハイウェイオアシスというのはありません。これは以前で

すね、高速道ができましたときに、地域の自治体と連携して幅広くハイウェイオア

シス構想、サービスエリアの周辺に博物館、あるいは温泉センター等をつくって地

域の活性化、引いては高速道を利用される方がそこを見学されるというようなこと

でしたけども、今は高速道路公団と民間になりましたし、このハイウェイオアシス

構想を自体はありません。ただ、ネクスコ西日本がこれからのモータリゼーション

の中でガソリンスタンドなんかも閉めておりますし、地域の自治体と事業連携をし

て新しい活性化方策をつくりあげたいというような大きな目的がありますから、ネ

クスコもそういったことで新しい事業を展開したい。私たちもこの小さな農山村で

どうしても物を売りたいというところの視点が合致していますから、大阪の堂島の

ネクスコ本社に行ってそういうことをお話したときに社長以下、役場の方にお尋ね

し、訪問していただき現地を見ていただいたということから、こちらから今度はそ

ういった企画をつくってあげるということでございます。現在はハイウェイオアシ

ス構想は今のところございません。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎。 

○３番（中竹耕一郎君） ハイウェイオアシス構想はないということでありますが、こ

れはなかなか難事業だと思います。エリア周辺のですね、利活用、とても大事なこ

とでありますけれども、十分用意周到なですね、マーケットの調査等も必要になっ

てくると思いますので、是非その辺はですね、村長が考えておられるような実現に

向けてですね、努力をしていただきたいというふうに考えます。 

 ２３年については以上で終わりますが、次に２４年度ですね。重点の施策につい

てお尋ねをしたいと思います。村長はですね、よく言われます。特に今回のです

ね、本定例会の冒頭申し上げられたんですが、３つの重点テーマですね。１つ、安

心・安全な暮らし、それから活力の創造、それから希望のある未来ですかね。以
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上、３つ申し上げられたわけですね。具体的な項目としてでは、安心な暮らしの中

では、まず道路整備、環境整備ですね。それから予防介護、予防医療、住宅施策、

今度は街灯も全地区、年間計画立てて改修をしていくと。それから健康対策、それ

から不妊治療に対する応援と支援、そういったこともあげております。それから活

力の創造では、一番基本となりますのは農業基盤の整備、それから先程来話があり

ました木材、林業関係の活性化、それから山を購入をして、山で働く方の雇用を確

保すると。それから国のブランドとか、肥料等の助成を行うとかいうようなことで

活力の創造に結びつける。それから希望のある未来ということでは、いわゆる子ど

も環境の整備、子どもの祝金、それから短期的にあります対馬の海山交流補助、こ

ういったものも希望ある未来としては結びつけてやるんだというようなことを話を

冒頭施政方針の中でされておりますが、条例とか、予算計上もちろんされてるわけ

ですが、平成２４年度のですね、事業予算を見てみますと、村長、助成にはです

ね、前例踏襲ではなく、見直すところは十分きちっと見直していく。適切に対応し

ていくというようなことをですね、いくつからも質問があってお答えになっている

のは記憶しておるわけですが、私の思い過ごしかもわかりませんが、このところで

すね、各種補助金の交付とか、助成金の交付とか、どうも何と言いますかね、ばら

まきといいますか、こういった色合いが強くなってるんじゃないかなというような

気がいたします。これは思い過ごしかもわかりませんよ。見解の違いということも

ありますが、やっぱりこういうの、例えばですね、先ほど言いましたばらまきとい

いますのは、例えば今回新しくできた赤ちゃんのお祝いというか、もちろんこれも

大事なことであるですよ。それから在宅介護の応援というやつの増額とか、倍にす

るとかですね。それから栗の栽培についてその肥料の助成をどんどん行うとか、こ

ういった補助金の交付要綱もできる。それから笑顔あふれる地域づくり、これも相

当な金額ですよね。各地区に恐らく２０万円程度はまたいくわけですね。こういっ

たどうもばらまきみたいな行政に近づきつつあるんじゃないかなと私は思うわけで

す。足下にですね、光を当てるという村長のスタンスからいけばまず必要に見えま

すけれども、一度始めますと、じゃあ来年は止めますとか、そういうことはできな

いわけですね。今後、まず求められるのがですね、農業振興、それから雇用の場の

確保、それから地域づくの仕組みですね、仕組みづくりの確立。それから医療費・

介護費用抑制のためのですね、健康づくり。それから各種団体の育成支援、対外折

衝施策、介護拠点整備を行えば今度は中身のソフトづくり、こういったものがです

ね、非常に重要になってくるんだろうというふうに思います。例えばですね、この

ような経済状況の中で１つ、２つたぶんあると思いますが、経済的に困窮されてい

る家庭とかですね、多重債務で悩んでおられる家庭、そういったものもたぶんある
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んじゃないかと思いますが、税金の納税の相談なんかに来られる方でわかるかなと

いうふうに思いますが、どうですか、税務課長、何かそういう推測でもできる、感

じられたことはありますか。 

○議長（松本佳久君） 木下税務課長。 

○税務課長（木下久人君） それではお答えいたします。税務課におきましてはです

ね、滞納整理関係で不動産、預貯金、給与等の調査を行いますけれども、負債の方

につきましては調査をしておりません。したがいまして、その多重債務で悩んでお

られる方がそんなにどれだけおられるかというふうなことまでは把握をしておりま

せん。ただ、今日のですね、今納税相談を本日までやっておりますけれども、農業

関係につきましては大変厳しいというふうなことで黒字が出るような所得の方が非

常に少なくなったというのが現在の状況でございます。以上です。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） わかりました。そのような場合のですね、やっぱりなかなか

ですね、負債については表面には出てこないわけですね。そういった相談とか、行

政相談はもちろんあるわけですが、民事相談、それぞれですね、各地区民生委員さ

んもおられますので、相談があるかどうかわかりませんが、なかなかできない面も

あると思います。別の機関でですね、総合的な相談といいますか、そういう専門的

に相談する窓口等も必要になると思います。そういうふうなセーフティーネットの

ですね、やっぱり確立もですね、あってもいいというふうに私は思うんですね。そ

ういうものも含めてですね、今年、村長がですね、一番こういうことについてやり

たいというようなことがありましたらですね、是非再度お尋ねをしたいと思いま

す。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） 非常にですね、私たちの村、農業、林業、建設業、低迷してお

ります。そういった中で子育てからお年寄りまでこの現状をよく見、そして限られ

た財源を使っていくということは大切なことであります。子育て、それから体が弱

い方、お年寄りについては社会福祉、社会保障、どちらかというと守りの部分の予

算であります。この部分が非常に近年全国町村のんでいくと。この対策をどうする

のか。一方では、このまま投資的経費、農林、建設業に投資をしないとますます企

業がない。働く場がない。先行きが読めない状況の中で停滞していくばかり。そう

いうことを考えたときに今年の予算、弱者には弱者なりの手だてをしなければなら

ない。やはり企業、現場で働いてらっしゃる方には、やはり少しは投資的経費もし

なければならない。このバランスに非常に苦労しました。本来ならば財政的なこと

ばかり考えると守りに入って予算は編成できるんですけれども、やはり生活の中
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身、私が村民目線を重視した施策と訴えていますから、その現状を考えたときにそ

のことも踏まえ、またバランスを考え予算編成をしたところであります。確かに私

は今基本的な私のコンセプトとして安心な暮らし、活力の創造、未来への希望とい

う３つのキーワードを掲げています。理由を申し上げますと、安心な暮らし、在宅

介護手当、施設に入られる方はある程度家庭で余裕がある。しかし、家で姑さん、

じいちゃん、ばあちゃんを面倒みてらっしゃる方の現場を見たときに、おむつを買

いきらずに外のコンクリートに干してある。そういったときにどうするか。放置し

ていいのか。やはり少しは日を当てなければいけないだろうと。それから赤ちゃん

がほしいけれどもなかなかできない。県も助成している。うちもそういう赤ちゃん

ができないお母さん方、ご夫婦には特定不妊治療の助成をしてあげたい。膨大な経

費がかかって人には言えません。そういった治療の補助をしたいと。それから永シ

切団地、払い下げが申請されております、してほしいと。６０戸ある中で半分が払

い下げ希望、半分があまり希望されてない、勤務状態等から。でも、払い下げする

計画を立てていますからひっついている家を切る。上下水道が共同だから分離す

る。これ数千万いるから安心な暮らし払い下げするためには、どう対策を立ててい

くか。また活力の創造では、環境保全型の農業を推進しなければならない、安心安

全な農業。また、畜産関係、注射の助成。また保留牛の１頭から２頭への助成。特

産栗、非常に今放棄地も出ていますし、今まで苗木ばかりでしたけれども聞いたみ

たところが是非肥料の助成をしてほしいという多くの意見をいただきましたから栗

肥料を助成する。また、特産品等出店事業助成。やまえ堂さんなんかしっかりと山

江の栗を使ったいい品物をつくっていらっしゃいますから、都市に出て行って物を

売るときの出店助成をしてあげたいと。それから村有林の伐採、地域材の活用促進

支援事業は、林業資源を生かした環境と共生した山づくり、山村での雇用の確保で

あります。未来への希望は、こんにちは赤ちゃん祝金としておりますけれども、日

本は将来的に人口が本当に少なくなってきます。その中で次代を担う子供たち、新

しい生命が誕生するものに少しでも、以前何年か前は１人１０万円、２人２０万

円、３人３０万円、４人４０万円、５人５０万円って助成してありましたけれど

も、財源がきつい。５万円程度支給して、おめでとうございますと、しっかり育て

てくださいというような赤ちゃん祝金。それから、万江地区に公営住宅の建設、山

田地区に井出の口団地つくって、万江地区、非常に子どもが少ない。保育園、小学

校少ない。このままでは健全な学校はできない。小規模の教育の特徴はあるもの

の、やはりある程度の定住促進と子どもの数は増やしたいという地域の振興策。そ

れから将来を担う子供たちに学校にＩＣＴ教育の導入を図りたい。この検討委員会

を学校の先生、地域の方々、委員会をつくって１年間検討していただきます。その
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ための校内無線のＬＡＮの設置。それから学習塾の開講は今年から本格的に入って

まいります。山江村の子どもが全国で戦える、グローバル化した社会でも基礎学力

が充実して戦える人材をつくるために学習塾を開校すると、応援してやると。議会

の皆さんが豊後高田を見られてケーブルテレビを使った学習塾が成果を上げている

という報告をいただいておりますから、さっそく教育委員会共々そこに研修に行き

たいと思っております。それから海山交流少年船の事業、これは前村長のときに対

馬市と海山交流協定を結ばれました。何べんも申し上げますとおり、対馬市の議会

等から意見があってイベントでのスタートだから継続はどうかという交渉に来られ

ましたから、当時の首長が協定したものは重きに値すると。一年間時間かけて継続

的なことにしましょうということにして、今年度山江の子供たちを２０名程度対馬

市にやると。そして必然と歴史を学んで交流をすると。そして山江には今度は山の

勉強をしていただこうと。対馬から来ていただくと。できれば産業祭あたりに海の

幸をたくさん持ってきて、販売していただこうと。向こうのときには、山江の山の

幸を持っていこうと。そういう子どもから交流入っていくと大人の交流、物産にも

つながるかなというようなことを考えています。そういったことから安心な暮ら

し、活力の創造、未来への希望、３つに分けてそれぞれ予算の計上を図り、地域の

振興を図っていくつもりでございます。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 今村長の方からですね、耳受けのいいというかですね、そう

いった答弁いただきましたが、今年度のですね、見てみますと、これは指摘してお

きたいと思いますが、もちろん土木費、それから教育費、こういったものはです

ね、若干昨年に比べて上がっておりますが、一番重要になりますのは農業施策です

ね。農林水産業費が５００万円ほどしか増えてないと。これではですね、基幹産業

を持つ山江村としての予算の組み方としてはちょっと物足りないかなというふうな

気がいたします。もちろん社会保障関係のですね、民生費伸びていく。これは仕方

ないことでありますけれども、そういった予算の配分のですね、メリハリをです

ね、今からの計画ですのでこれからまた考えていただくことにしてですね、是非そ

の辺は配慮していただきたいなと思います。答弁の中でですね、そういった困って

る方についてですね、そういった補助、助成、これはもちろん大事なことではあり

ますけども、それよりもですね、将来を見据えたソフトづくりをしていかなければ

ならないんじゃないかなと思います。持続可能な社会をつくっていくためにはです

ね、そういったことにも気を付けながらですね、予算の編成等も必要になってくる

んじゃないかなと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 時間が限られておりますので次に進みたいと思いますが、ついでにですね、つい
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でにちゅ悪いですが、村長も先ほど子どもの教育についても若干お話があったとこ

ろですが、この季節、卒業式等も、先般中学校の卒業式も行くことができました

が、さすがにですね、きりりとした動作で中学生もさすがだなというふうに私もち

ょっと見せていただきました。高校入試も発表があったところなんですが、そこで

ですね、日々教育界の方ですね、特に関西方面は様々な教育の風が吹いているわけ

ですが、もっとも身近なところにおられる教育長にお尋ねしたいと思いますが、Ｉ

ＣＴ教育の活用導入とか、海山交流事業とか、本年計画されている学校の校内ＬＡ

Ｎ無線を整備した後の利活用等々含めてですね、次の世代の山江村を担う子供たち

をですね、しっかり育てるという役割からですね、２４年度は山江村の教育はこう

いうふうにしてやるんだという思いがあると思いますので、その思いについて若干

述べていただければというふうに思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（松本佳久君） 大平教育長。 

○教育長（大平和明君） もう２３年度も終わろうとしております。議員各位には先日

の中学校の卒業式のご出席ありがとうございました。また、２３日は小学校の卒業

式が控えておりますのでまたよろしくお願いしたいという具合に思います。 

 ２４年度のことですが、まず大きな第１点がですね、コミュニティスクールの推

進に関する文部科学省の委託授業に手を挙げております。一応村内３校で受ける予

定で手を挙げておるんですが、まだ国会も審議中でありますので決定はしてないん

ですが、内定というところで先日お返事をもらっております。ご承知かと思います

が、コミュニティスクールとは、子どもを中心に据えた学校と地域との連携であり

ます。地域とともにある学校づくりの促進と言ってもいいかもしれません。今現在

でもですね、学校応援団としていろんな方にボランティア活動等で学校を応援して

もらっております。これは文部科学省が推進している施策の１つでありまして、球

磨・人吉の管内ではですね、人吉市と錦町がこのコミュニティスクールの推進の指

定を受けてその後、継続をしておられます。ただ、人吉市も錦町もですね、各１校

でありまして、今度山江村では３校で取り組むというのは管内では初めてのことだ

と思います。大変大きな命題だと思っておりますが、この事業実践を通してです

ね、子供たちの豊かな学びと育ちを支えあう。いわゆる地域ぐるみの学校、地域ぐ

るみの教育の推進を目指していきたいという具合に思っております。先ほどありま

した福祉関係でもですね、やはりこの村でのコミュニティの再構築といいますか、

もう私どもは教育を通してそういうコミュニティがさらに昔のといいますかね、あ

ったコミュニティがもう一度再構築できればありがたいなという具合に思っている

ところです。山江中学校では、２３年度に引き続き文部科学省の指定を受けて学力

充実に取り組みます。今年度秋にこの研究指定の研究発表会をする予定でおりま
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す。実は昨日、今議員がおっしゃられたとおり、昨日高校入試の後期選抜の発表が

ありました。おかげさまで４７名の生徒全員の合格が決まりました。自分の希望す

る学校への進学が決まったということで安心しているところです。また、山田小学

校では、ＩＣＴを活用した教育活動を今年度も継続して実践してもらう予定でおり

ます。万江小学校では、少人数による、いわゆる少人数による個性ある学校教育活

動を推進していきたいという具合に思っております。先ほど村長も述べましたよう

に、村内全校においてですね、今後いかにして教育の情報化を進めていくかという

点で検討していくためのＩＣＴ教育活用導入検討委員会の設置も考えております

し、校内無線ＬＡＮの設置も今議会にお願いをしているところです。 

 それから全国的に学力格差が問題になっております。やっぱり家庭の経済力が原

因と指摘する人もおられます。そこで２４年度予算の中で中学校学習支援、これは

先ほど村長が答弁されたように、いわゆる学習塾をお願いしているところです。１

つは、まだ案の段階なんですが、中学校３年生の２学期の放課後、いわゆる中体連

部活動も終わった時期です。から受験対策的な学習補充を放課後にできないかとい

う具合に考えております。具体的には、まだ学校と相談しながらそのシステムを構

築していきたいという具合に考えているところです。 

 それから社会教育面では、２３年度今年度の事業の反省を踏まえて、公民分館活

動のより一層の活性化を図っていきたいという具合には思っております。例えば、

健康福祉課長の行事連動といいますか、一緒にしながら、例えば高齢者学級などの

開催の検討、あるいは成人者の方にも自主的に学べるような学びの里事業の推進を

検討していきたいという具合には思っていますし、先ほどご指摘あった対馬との海

山交流、人的交流についてもより一層子供たちが育つための、子供たちの心の豊か

さといいますかね、そこにもつながるような交流ができればいいなという具合に検

討、計画していきたいという具合には思っております。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 地域とともに歩む学校経営ですね、コミュニティスクールの

推進、それから学力格差を解消していく。それから福祉関係と連携をして、社会教

育活動を、分館活動をやっていく、公民館活動をやっていくということでありま

す。是非目標に向かってですね、その計画が成就できますことを願いたいというふ

うに思います。 

 次に、財政運営についても通告をしておりますが、まず最初に基金運用について

お尋ねをしたいと思います。現在山江村ではですね、私の知ってる限りでは１９種

類、基金があるわけですが、財政調整基金からずっといきまして簡易水道関係の財

政調整基金までですね、トータルでいきますと、もうすでに平成２３年度の補正に
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ついても終わっておりますので、現在高ではですね、トータルでは２１億７,９０

０万円、これの数値になる、だいたいの金額ですが、なるというふうに思います。

そこでですね、昨年はですね、基金の適正な運用ということで利息、合計額でいき

ますと約１,１００万円ほどの利子収入が決算で出てきておるわけですが、基金の

管理についてはですね、金融機関等の預金、その他確実で有利な方法で管理しなけ

ればならないというふうに基金条例では決めてあるわけですが、運用面でですね、

心配ないか、安全なのかですね、お尋ねしたいと思いますが、長期国債を購入され

てるというふうなことを聞いておりますが、どれだけ購入されているのか。そして

また、その今現在の利率でですね、何年長期なのかですね。もちろん割引債じゃな

くて利付きの国債の長期だろうとはいうふうに思いますが、金利は固定金利なの

か、変動金利なのかですね、会計管理者にお尋ねしたいと思いますが、特に日本の

場合はですね、国債の信用度が高いということで利息は低いわけですが、それだけ

安全だということは言われておりますが、会計管理者の方に先ほどの点についてち

ょっとわかっている範囲でお答えいただきたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 福山会計管理者。 

○会計管理者（福山 浩君） それではお答えいたします。基金の運用についてはです

ね、一応村長、総務課長、お伺い立ててですね、こちらでやっておりますが、一応

国債の購入についてはですね、５年前からちょっと始まってるような状況でありま

して、現在はですね、昔は５年国債ということである程度の利率はあったんですけ

ど、現在は金利、利率ですね。がちょっと悪いということで長期国債の方を購入し

ております。２０年の国債ですね。それについては一応基金の全体のですね、３５

％ほどを現在は購入を行っております。 

 利率についてはですね、銀行預金の利率についてはですね、０.０３、悪いとき

で０.０２５、国債についてはですね、１.７％ということで、かなりの差があると

思います。 

 変動はありません。これは２０年間なら２０年間その利息が付いてまいります。

国債というのはですね、国の債券ですから、安全だとは思いますけど、今現在ヨー

ロッパがですね、ちょっと危ない危機に入っていますけど、ヨーロッパからです

ね、アメリカの方に行って日本に来るような形の流れになってるかと思いますの

で、今現在においては大丈夫だということで聞いております。以上で終わります。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） ３５％、長期国債２０年ものを１.７％の利息で運営してい

るということのお答えでありました。これが果たしてですね、２０年ものが、もち

ろん長期になればそれだけ利息はいいわけですが、果たして２０年間続けてです
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ね、その間基金をうまく運用できるかどうかですね、非常に危惧するところであり

ます。特に日本の場合はそういうことないと思いますが、ギリシャみたいにです

ね、投資家の国債削減があるというようなことは考えられませんけども、全体的な

見方としてですね、村長の方にお尋ねしたいと思いますが、つい先日八代の議会で

ですね、一昨日でしたか。国民健康保険税を引き上げ案にですね、財政調整基金を

取り崩すということについてはいかがかなというような議論がありましてですね、

まだ決まってないようでありますが、やっぱり高齢化社会に突入して、医療・介護

など社会保障費が増えてまいります。本村でも財政の重要性から考えてですね、こ

の基金の運用には十分注意をしながらですね、いろんな情報を集めながら管理運営

に当たっていかなければならないというふうに思うわけです。特にですね、山江村

の場合は今国保財政については危機的な状況ではないかなと思います。財政調整基

金もすべて取り崩してしまいましたし、もう一般会計でですね、繰り入れをしなけ

ればならないと、そういった状況に陥ってるわけですね。これは状況としてはです

ね、非常に高齢化に入っておりますのでやむを得ない状況ではありますが、そうい

った状況の中でもですね、やっぱりきちんとした財政運営、起債の借入償還、基金

の運用についてもですね、十分注意しなければならないというふうに思います。今

後ですね、長期的な基金運用の展望についてはですね、村長のお考えはどんなお考

えなのかですね、お尋ねしたいと思いますが、予算的にですね、昨年は１億８,０

００万円ぐらい残ってますね。今年も２３年度も恐らく１億８,０００万円その程

度の繰越残は出るというふうに見るわけです。ですから１億８,０００万円も残る

ようであればですね、もちろんきちんとした財政運営の中でやるべきことなんです

が、基金を積み立てて国保の財調に充てるとかですね、将来の状況を見越してです

ね、それなりの準備をしていくというようなことも必要なことだろうというふうに

思います。村長の長期的な基金運用に対する展望を伺いたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） 基金に対しての本当にありがたいご指導をいただきました。や

はり基金は財調のようにやはり年度間の調整に当たるもの、特定のものは目的を持

って積み立てて対応すると、いろんな目的があります。そういった中で、本当にお

かげさまで本村の場合は基金等がそれぞれの目的に応じてなされていますからしっ

かりとした目的を持ってこの基金を運用していく。決算剰余金が出たときには積み

立てておく。必要なときに、災害等があったときには出すというようなことを長期

的な展望に立ってしっかりとした基金の運営に当たっていきたいと思います。 

 さて、お尋ねの国民健康保険の運営であります。これは質問がなされましたよう

に高齢化の進展、それから医療の高度化、重症患者、保険給付費は右肩上がりで増
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えていくばかりでございます。一方、所得の不安定、低所得者や無職者の加入割合

が増えてきている。そして保険税の収入が一段と厳しさを増してきている。そのよ

うな状況の中で国民健康保険税の引き上げは行わず、平成１５年度１億１,０００

万円ありました。平成１５年度１億１,０００万円の基金です。これを住民の生活

を守る。今の経済状況では税金を上げるのは偲びがたい、大変だということから基

金を毎年取り崩し、繰り入れて運営をしてきた経過がございます。その結果、２４

年度に基金を崩して繰り入れをすると底をつくと、まったくご指摘のとおりであり

ます。そこで、今後の安定した国保会計の運営を考えると、一般会計の決算剰余

金、これを積み立てるとか、あるいは法定外繰入を行って収支の均衡を保たざる得

ない状況でございます。これはまったくそのとおりでございます。このことから国

保を将来にわたり持続可能に維持していくためには、今の置かれた国保の現状と課

題をしっかりと明確にして財政健全化に向けた平成２５年度予算編成を行うととも

に、平成２４年度中から対応策を検討、実施することが急務だと考えています。そ

の対応策としては、一番早いのは国保税の引き上げ、収納率の向上、健康予防の対

策事業の実施、特定健診とか、保健指導の推進、各種人間ドックを積極的に進めて

いくと、生活習慣病対策などをあげるということが必要でありますが、今のところ

は９月に決算で剰余金が出たときには、中竹議員がご指摘のとおりですね、この剰

余金あたりを健全な今後の国民健康保険の運用のためには積み立てておくべきかな

と、繰り入れをしなければならないかなというふうに思っておるところでございま

す。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 是非用意周到なですね、長期的な展望に立ってですね、この

基金の管理に当たっていただきたいと思います。昨日もですね、ちょっと新聞で読

ましていただきましたけども、あさぎり町がですね、３億円の基金を積み立てて農

業振興に充てるというふうな対策も立てておられるようであります。余裕があれば

ですね、そういうようなこともできるわけですが、少なくとも国保財政については

ですね、欠くことのできない経費ですのでですね、これは預かる行政もそうなんで

すが、我々議会の方もですね、やっぱりきちっとして、また住民にもこの事実を知

っていただいてですね、健康に努めていただくというようなことは非常に大事なこ

とだろうと思いますので、そういうことを含めてですね、やっぱり基金の管理に当

たっていただきたいというふうに思います。 

 次に、最後になりましたが、交付税関係についてですね、ちょっとお尋ねをした

いというふうに思います。交付税についてはですね、交付税法によって毎年交付さ

れておるわけですが、過去平成１５年から１９年にかけてですね、ご存知のとおり
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三位一体の改革で落ちとるわけですね。現在では１５億円ぐらいは出てきておるわ

けです。持ち直しているところなんですが、特に今日はですね、特別交付税につい

てですね、若干お尋ねをしておきたいと思います。なかなか交付税についてはわか

りにくい点もあるわけですが、なぜ交付税についてですね、お尋ねするかといいま

すとですね、ケーブルテレビをですね、情報発信として山江村持ってるわけです

が、今回の予算書の中で見ますとですね、地域興し協力隊に関する予算は計上され

ていないわけですね。ですからこの地域興し協力隊については２３年度で終了する

のかですね。なぜ終了になったのか、なぜなのか。またどんな理由からなのか、ま

ずお答えをお願いしたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田良介君） それではお答えいたします。地域興し協力隊につきまして

は、２１年３月３１日の総行政第３８号の総務省事務次官通達によりまして、１年

以上３年以下の職務体制のようなことで通達が来ておりまして、特に２１年度から

のスタートでございまして、２４年３月３１日をもって任期満了というようなこと

で考えております。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 先ほど言われました平成２１年３月３１日のですね、総務行

政法の第３８号の総務省通知ですね。地域興し協力隊の推進についてというような

こともあったと思いますが、この中にはですね、地域興し協力隊について特別交付

税措置をすると。これは通知額は人件費含めて３５０万円を限度とするというよう

なことがあるわけですね。これはその後の平成２０年度から始まっております集落

支援員制度というのもあるわけですが、これにも特別交付税措置というのがあるわ

けですね。ですから平成２４年３月３１日で終了するというような紋切り型じゃな

くてですね、そういった補助、補助じゃない、交付税措置の活用、財源をつくり出

すということによって継続できなかったのかどうかですね、その辺をお尋ねしたい

と思いますが。 

○議長（松本佳久君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田良介君） 先ほど申しました件でございますが、特に今回の山江村の

場合の地域興し協力隊につきましては、１回目の契約が２１年９月１日でございま

して、これから２回までは１年以内の期間で更新しております。すなわち２４年３

月３１日をもって終了というようなことで考えております。 

 集落支援については別段考えておりません。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） それは法通りいけばですね、確かにこの制度は３年ですから
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２４年３月３１日で終わるわけですね。しかし、私が考えるとですね、要するに財

源がないからということが根本的な理由じゃないんですか。どうですか。財源がな

いからもう、財源がないと同時に期限が来たから切りますよというような見解じゃ

ないんですか。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） お答えいたします。地域興し協力隊、大変山江村がよそにない

大きな事業、ケーブルテレビ放送という分野に専門的な知識を生かして本当に協力

いただき、第三者的な評価の面でですね、山江村の情報通信等に寄与いただきまし

た。やはり地域興し協力隊、大都会の住民が農山村、過疎地域に来て農業、林業、

また情報、畜産等において役に立つと。期間が来れば帰る。しかし、優れた人材、

村が認めれば継続して一般財源でも雇用していいというのが大きなこの地域興し協

力隊です。ところがケーブルテレビの運営実態見ますと、本村は１００％加入じゃ

ありません。２５％の方がまだ未加入と。２５％の方もやはりその分の負担はいた

だかなければならない。先ほどから情報の一元化はどうかと、防災無線と併せて質

問もありましたように、そこのことも考え、その中で働いている３人のケーブルテ

レビセンターの職員、安い安い給料で社会保険もない。この地元の職員をどう人材

育成するか。そういったことから大変お世話になった地域興し協力隊の人には、偲

びがたいですけれども感謝をしながら一応やはり苦渋の決断ですけれども線を引い

て、そして残った３人を今回人材派遣的なことに登録をして、専門的な情報通信の

研修を受けさせます。芽が出てきております。ですから、その３人の育成を図る

と。そしてその方々に前任者の意思を引き継いでしっかりとケーブルテレビの運営

に当たっていくと、方向決めております。ですから昨年の秋には地域興し協力隊の

人には課長を通じてこのようなことで村は考えていますということから後任の指導

にもその面を含めて当たってもらっているところでもございます。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 先ほどちょっと話しましたけども、特別交付税措置があると

いうことでですね、山江村の場合は行政情報がほとんど流しているわけですのでで

すね。人件費を含めて、それからそういう放送経費ですね。に対して特別にです

ね、交付税が算入されてるはずなんです。いくら入ってますか、特別交付税がで

す。このケーブルテレビに関してですね、全体じゃないです。 

○議長（松本佳久君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田良介君） お答えいたします。先ほどの地域協力隊につきましては、

基本的には３５０万円でございまして、ケーブルテレビの公共利用分につきまして

は、２３年度が１８８万２,０００円でございます。 
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 内容につきましては、ケーブルテレビの自主放送に係ります経費というようなこ

とでございまして、一般管理費、これは人件費は含みませんが、それからケーブル

の施設管理運営費、村で交付税の基礎としましたのが３７６万３,０００円でござ

いまして、その２分の１、１８８万２,０００円が今回入っているような状況でご

ざいます。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 平成２３年度はですね、３５０万円と１８８万円、合計でい

きますと５３８万円、これが措置されてるわけですね。省令ではですね、こういう

経費については半分、先ほど総務課長が言われましたようにですね、半分の措置が

されるわけですね。ですから最高額は２,０００万円、事業費別でいきますと４,０

００万円までは最高限度みれるようになってるわけです。 こういうことを考えま

すとですね、まったく財源がないから止めるというふうな理屈にはならないわけで

すね。ちゃんとした特別交付税の財源措置がなされてるわけです。ですからです

ね、お金がないからもう切りましたとか、そういうのはちょっとおかしいと思いま

す。やっぱりですね、私は思うんですね。こういった制度は非常にいい制度だろう

と思うんですね。定住化について様々な予算を使って山江村もやってるわけです。

その定住化をしたいという人をですね、いりませんよと切ってしまうのはいかがな

ものかなというふうに思うわけですね。ですから先ほど言いましたように、地域興

し協力隊をですね、地域支援員に変えるとか、それからまたこの財源措置を使って

ですね、他の会社にですね、委託をして、そういう人を留めるとか、こういった方

向、それからケーブルテレビを使って文化財を活用する。ＩＣＴ教育を使う。これ

はですね、またもう１つの財源措置があるわけです。こういった財源措置をつくり

出してですね、継続できなかったのかどうかですね、非常に残念に私は思います。

やっぱり知恵を使っていかないとなかなかうまくいかない。紋切り型にですね、も

う財源がありませんから終わりますと。これではなかなか人口の増加・定住化にも

つながらないんですね。やっぱり地域興し隊で３年間頑張っていただいた方です

ね。要するに遠いところからというんですか、埼玉からですかね。来られてるんで

すが、山江村で開局するケーブルテレビのですね、指導運営に当たってきたわけで

すね。２年半前に仕事を辞めて。わざわざこの定住制度を利用してですね、山江村

に来て、山江村の行事どんどん積極的に参加をしてですね、とけ込んでいこうと努

力されてきたわけです。村民として認めてもらおうと思って一生懸命努力をされて

きたんですね。そういうのにですね、挙げ句の果てには解雇する、告知する。非常

に手厳しい処遇になってるわけですが、情報化という大きな川のですね、渡るため

に橋を架けた人に、橋を架けてしまえば川に突き落とすと、そういうような処遇と
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いえばそういうふうになるわけですね。ですからこれからのですね、山江の情報化

についてケーブルテレビが果たす役割非常に大きいものがあるわけです。特にです

ね、平成２２年６月に施行されました放送法もですね、管理技術が非常に厳格にな

ってるわけです。開局から２年を経っておりますので今後どんなトラブルがある

か、機器の改修含めてですね、出てくるかもわかりません。そういった保守を委託

するＮＴＴさんもですね、熊本市だということでなかなか適切な対応は難しくなっ

てくるわけですね。そういったことを考えましてですね、今後の山江のですね、ケ

ーブルテレビのあり方も含めてですね、村長、最終的にですね、どういうふうにケ

ーブルテレビをもっていこうとされるのかですね。時間がありませんので簡単にお

願いしたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 時間がまいっておりますので最後の答弁にします。村長。 

○村長（横谷 巡君） やはりですね、人事は今までの歴史のように特定の人を守るも

のではありません。今までの歴史の中でもですね、それぞれちゃんと期限の中で役

割を果たしていただいた方には心から感謝を申し上げて評価して一つの区切りをつ

けると。そしてその中からまた新しい芽も出てくると。決して一方的な解雇でもご

ざいませんし、５カ月前からそのような方針のもとに山江村のケーブルテレビを健

全に運営していくため、この小さな村の１,０００世帯にも及ばない世帯の中で利

用料を上げなければ運用できないような状態も陥ってくるということも考えられ、

総合的にどのようにできたものを継続していくかということを視野に入れて、残さ

れた人材の研修も含め決して地域興し協力隊の人が空いた穴をぽんと空くんじゃな

くて、ＮＴＴと専門施設の研修を指導いただいたり、職員の研修をしたりして住民

のニーズに的確に応えるような山江村村民のケーブルテレビに運営に努めていきた

いと考えています。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。最後の発言を許します。 

○３番（中竹耕一郎君） 総括して考えますとですね、知恵を使えば財源も見出すこと

もできたというふうに思います。まったく金がなかったわけではなくて、先ほど総

務課長答えられたようにですね、五百何十万も財政措置が特別交付税みられとった

と。これからみていかれるわけですね。そういうこともあればですね、今後そうい

った諸々のですね、知恵を使いながら定住化、できるだけやっていただきたいとい

うふうに思います。今回の件についてはですね、私厳しく村長を質してですね、質

問を終わりたいと思います。お世話になりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（松本佳久君） これで、通告のありました一般質問はすべて終了いたしまし

た。本日は、これで散会いたします。ありがとうございました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後０時２８分 
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平成２４年第１回山江村議会３月定例会（第３号） 

 

平成２４年３月１６日 

午前１０時００分開会 

於      議      場 

１．議事日程 

 日程第 １ 報告第 １号 委員長報告（住宅リフォーム助成制度の実施を求める陳

情書） 

 日程第 ２ 報告第 ２号 議会活動調査検討特別委員会委員長報告 

 日程第 ３ 発議第 １号 地方自治法第９６条第２項の規定による議会の議決に付

すべき事件に関する条例の制定について 

 日程第 ４ 発議第 ２号 山江村議会議員の議員報酬に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

 日程第 ５ 議案第 ７号 山江村こんにちは赤ちゃん祝金の支給に関する条例の制

定について 

 日程第 ６ 議案第 ８号 山江村地域材活用促進支援に関する条例の制定について 

 日程第 ７ 議案第 ９号 山江村課設置条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第 ８ 議案第１０号 山江村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

 日程第 ９ 議案第１１号 山江村一般職の職員の旅費に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

 日程第１０ 議案第１２号 山江村税条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第１１ 議案第１３号 山江村介護保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

 日程第１２ 議案第１４号 山江村在宅介護手当支給条例の一部を改正する条例の制

定について 

 日程第１３ 議案第１５号 山江村ケーブルテレビ施設の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

 日程第１４ 議案第１６号 山江村特定公共賃貸住宅管理条例の一部を改正する条例

の制定について 

 日程第１５ 議案第１７号 山江村教職員住宅管理に関する条例を廃止する条例の制

定について 

 日程第１６ 議案第１８号 村道路線の廃止について 

 日程第１７ 議案第１９号 村道路線の認定について 
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 日程第１８ 議案第２０号 平成２４年度山江村一般会計予算 

 日程第１９ 議案第２１号 平成２４年度山江村特別会計国民健康保険事業予算 

 日程第２０ 議案第２２号 平成２４年度山江村特別会計簡易水道事業予算 

 日程第２１ 議案第２３号 平成２４年度山江村特別会計農業集落排水事業予算 

 日程第２２ 議案第２４号 平成２４年度山江村特別会計介護保険事業予算 

 日程第２３ 議案第２５号 平成２４年度山江村特別会計後期高齢者医療事業予算 

 日程第２４ 議案第２６号 平成２４年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業予算 

 日程第２５ 議案第２７号 平成２４年度山江村特別会計工業用地等造成事業予算 

 日程第２６   議員派遣の件 

 日程第２７  閉会中の継続審査申出書（議会運営委員会）（議会活動

調査検討特別委員会） 

 追加日程第１ 陳情第１号 骨格提言を尊重する障害者総合福祉法の制定を求める意

見書の決議について 

 

２．出席議員は次のとおりである。（９名） 

 １番 西   孝 恒 君           ２番 谷 口 予志之 君 

 ３番 中 竹 耕一郎 君           ４番 岩 山 正 義 君 

 ５番 田 原 龍太郎 君           ６番 秋 丸 安 弘 君 

 ７番 原 先 利 且 君           ８番 松 本 佳 久 君 

 ９番 山 本 義 隆 君          １０番 欠 員 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（なし） 

 

４．職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長  北 田 愛 介 君 

 

５．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

 村    長  横 谷   巡 君   教   育   長  大 平 和 明 君 

 総 務 課 長  高 田 良 介 君   税 務 課 長  木 下 久 人 君 

 産業情報課長  豊 永 知 満 君   健康福祉課長  山 口 美 敏 君 

 建 設 課 長  白 川 俊 博 君   教 育 課 長  中 山 久 男 君 

                     農業委員会 
 会計管理者  福 山   浩 君           土 屋 一 喜 君 
                     事 務 局 長 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（松本佳久君） おはようございます。 

 ただいまから会議を開きます。 

 本日の出席議員は、９名で定足数に達しております。 

 本日は、会期日程日次第９の本会議で、質疑、討論、表決となっております。 

 議事日程順に、質疑、討論、表決をいたします。 

 発言については、会議規則第５３条、発言内容の制限の規定を守って質疑をお願

いいたします。 

 第５３条、発言内容の制限、発言はすべて簡明にするものとし、議題外にわた

り、またはその範囲を超えてはならない。となっておりますので、よろしくお願い

いたします。 

また、会議規則第５４条、同一議題の質疑の回数は３回とありますが、これは議

員各位と話したとおり、質疑の内容や答弁の内容がかみ合わないこともあるため、

一問一答式とし、質疑の回数については、特に議長の許可を得たときはこの限りで

はないというところを適用し、質疑の回数については制限はいたしません。 

また、第５５条の発言時間制限については、皆さん方と打ち合わせたとおり１時

間以内にお願いしたいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 報告第１号 委員会報告（住宅リフォーム助成制度の実施を求める陳情

書） 

○議長（松本佳久君） それでは、日程第１、報告第１号、委員会審査報告（住宅リフ

ォーム助成制度の実施を求める陳情書）についてを議題とし、質疑を許します。質

疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第１、報告第１号、委員会審査報告（住

宅リフォーム助成制度の実施を求める陳情書）については、委員長報告のとおり可

決することに決定しました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 報告第２号 議会活動調査検討特別委員会委員長報告 

○議長（松本佳久君） それでは、日程第２、報告第２号、議会活動調査検討特別委員

会委員長報告を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

 採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第２、報告第２号、議会活動調査検討特

別委員会委員長報告については、委員長報告のとおり可決することに決定しまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 発議第１号 地方自治法第９６条第２項の規定による議会の議決に付すべ

き事件に関する条例の制定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第３、発議第１号、地方自治法第９６条第２項の規

定による議会の議決に付すべき事件に関する条例の制定についてを議題とし、質疑

を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

 採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第３、発議第１号、地方自治法第９６条

第２項の規定による議会の議決に付すべき事件に関する条例の制定については、原

案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 発議第２号 山江村議会議員の議員報酬に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第４、発議第２号、山江村議会議員の議員報酬に関
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する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑

ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

 採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第４、発議第２号、山江村議会議員の議

員報酬に関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決す

ることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第７号 山江村こんにちは赤ちゃん祝金の支給に関する条例の制定に

ついて 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第５、議案第７号、山江村こんにちは赤ちゃん祝金

の支給に関する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありません

か。３番、中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） おはようございます。 

議案第７号について質疑をいたします。 

まず、条例の中身の中で、第３条、受給資格、引き続き３年以上居住しというふ

うな文言がありますが、３年以上という基準はどこから出てきたのかお尋ねをいた

します。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） それでは、お答えをいたします。 

この条例の目的といたしまして、出生の奨励、それと定住の促進という面がござ

いまして、目的等ございまして、これには、３年以上居住ということで、その目的

を達するというようなことで、３年以上ということにいたしております。 

以上です。 

○議長（松本佳久君） ３番、中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 私が聞いたのは、３年という基準を聞いたわけですが、も

し、３年以内に居住しなくなったというような場合の措置は、どういうふうにされ

ますか。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 
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○健康福祉課長（山口美敏君） お答えをいたします。 

 第６条の中で祝金の返還ということがございます。３年以内に全員が転居、転出

をされた場合、祝金のほうについては返還を求めます。 

 以上です。 

［「終わります」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

討論がありますので、まず、反対討論からお願いします。討論ありませんか。 

３番、中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 討論をさせていただきます。 

今回提案されましたこの議案につきましてですが、現在、国のほうでもなかなか

先が見えない。６月から所得制限が加味されたわけですが、ようやく、各党の話合

いが決まったというところで、子ども手当がまた継続して始まるわけですが、私

は、これは単独の事業でもありますし、また、今までのこの類の条例がさまざまあ

りました。 

しかしながら、５万円を支給することによって、子どもの出生数が増えるという

ことは、まず考えられないと思います。これは今までの経過からそういうふうに私

は感じますが、ですから、提案理由でですね、減少傾向にある出生数の増加を図る

という目的が書いてありますが、増加にはあまりつながった経緯はありません。 

したがいまして、時期尚早ではないかなというような気がいたします。もう少し

国の動きも見ながら、それから、財政的に勘案しながら、この条例を施行、予算の

裏付けをしていけばというふうに思います。 

したがいまして、私は、この条例に関しては反対をいたします。 

以上です。 

○議長（松本佳久君） ただいま反対討論がありましたが、原案に賛成者の討論はござ

いませんか。 

では、賛成討論はありませんが、これから、議案第７号、山江村こんにちは赤ち

ゃん祝金の支給に関する条例の採決をします。 

議案第７号、山江村こんにちは赤ちゃん祝金の支給に関する条例は、原案のとお

り決定することに賛成の方は起立を願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（松本佳久君） 賛成多数、起立多数です。したがって、議案第７号、山江村こ
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んにちは赤ちゃん祝金の支給に関する条例は、原案のとおり可決しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第８号 山江村地域材活用促進支援に関する条例の制定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第６、議案第８号、山江村地域材活用促進支援に関

する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。６番、

秋丸安弘君。 

○６番（秋丸安弘君） おはようございます。 

山江村地域材活用促進支援事業に関する条例についてですけども、第３条に地域

材使用量が、木材使用量の５０％と定めるものとありますけども、この根拠として

お聞きしたいと思いますが、この５０％の根拠をお聞きいたします。 

○議長（松本佳久君） 豊永産業情報課長。 

○産業情報課長（豊永知満君） それでは、お答えをいたします。 

この事業につきましては、国の事業が２３年度行われているということで、この

事業に基づきまして、その事業の内容が使用量の５０％ということで、建築木材の

使用量の５０％ということで規定してありましたので、それをもとに５０％という

ことで基準を設定をいたしました。 

○議長（松本佳久君） 秋丸安弘君。 

○６番（秋丸安弘君） これは、ＳＧＥＣ、ＦＳＣという認証のものを使用と多分なっ

てると思いますけども、今現在、住宅建築されますのに、骨組みといいますか、棟

上げの段階で大体木材の使用量が２０％前後と聞いておりますけども、そうした場

合ですね、５０％の木材使用率、まして地域材ですね、それをした場合、ほとんど

の家を新築されても、該当する物件がないんじゃないかと思うんですけど、その点

はどうお考えですか。 

○議長（松本佳久君） 豊永産業情報課長。 

○産業情報課長（豊永知満君） お答えをいたしたいと思います。 

地域材ということで、ＳＧＥＣそれからＦＳＣの認証品、それから、合法性・持

続性の証明の材料ということでうたってあります。ＳＧＥＣにつきましては、これ

は緑の循環認証会議、これが認証したところということで、今のところ上、中森林

組合、それから、球磨村、五木村、多良木町の森林組合は認証の信認がありますの

で、その点は、５０％その中にいくらかは入ると思います。 

それに加えまして、合法性・持続性の証明の件ですけども、熊本県の木材連合会

により認定された事業者から出される合法木材証明書、これがあればこの事業に該

当するということでありますので、この熊本県の木材連合会ですね、これにつきま

しては、人吉・球磨の製材所、素材生産するところはほとんど業者が入っておりま
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すので、５０％というのは達成できるのではないかというふうに思っております。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） この条例は、今、林業が低迷してるということで、少しでも木

材を使おうという振興の意味でしたわけです。しかし、秋丸議員がご指摘のよう

に、せっかく条例しても意味がなくてはいけませんから、十分に地場産材が使われ

るように、こちらも指導徹底を行うし、この条例が、本当に家を建てられる方、扱

われる方にためになるような方法をですね、しっかりと対応してまいりたいと思い

ます。 

○議長（松本佳久君） 秋丸安弘君。 

○６番（秋丸安弘君） 前回、平成１３年１２月２８日、条例第１０号ということで、

地域材、建物関係の１件当たり３５坪以上が４５万円、３５坪以下が３０万円とい

う出てましたけども、結果的には該当する物件がなく、宝の持ち腐れみたいな感じ

で終わっております。 

今回も、今、家を建てるということは大変なことです。そのためには、やっぱり

もう少し内容を考えていただいて、今後新築される方、増築される方、全員の方に

少しでも足しになるような方法に持っていっていただければ幸いと思いますので、

よろしくお願いします。 

質問を終わります。 

○議長（松本佳久君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

 採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第６、議案第８号、山江村地域材活用促

進支援に関する条例の制定については、原案のとおり可決することに決定しまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第９号 山江村課設置条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第７、議案第９号、山江村課設置条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

 採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第７、議案第９号、山江村課設置条例の

一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決することに決定しまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第１０号 山江村長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第８、議案第１０号、山江村長等の給与及び旅費に

関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質

疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

 採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第８、議案第１０号、山江村長等の給与

及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決

することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第９ 議案第１１号 山江村一般職の職員の旅費に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第９、議案第１１号、山江村一般職の職員の旅費に

関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質

疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

 採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第９、議案第１１号、山江村一般職の職

員の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決

することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１０ 議案第１２号 山江村税条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１０、議案第１２号、山江村税条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第１０、議案第１２号、山江村税条例の

一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決することに決定しまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１１ 議案第１３号 山江村介護保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１１、議案第１３号、山江村介護保険条例の一部

を改正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。

７番、原先利且君。 

○７番（原先利且君） おはようございます。 

議案第１３号、山江村介護保険条例の一部を改正する条例の制定について、お尋

ねいたします。 

この第１号被保険者とは、何歳以上でどのくらい上がるものでしょうか、月額。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） それでは、お答えをいたします。 

まず、第１号被保険者の型については、６５歳以上の方でございます。それか
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ら、人数。 

○７番（原先利且君） 月額いくらぐらい上がるか。 

○健康福祉課長（山口美敏君） これは平均で６段階に分かれておりまして、この平均

ではですね、月額の４,９００円ということで計上いたしております。 

○議長（松本佳久君） いくら上がっとかて聞いてあったですけど、いくら上がるの

か。 

○健康福祉課長（山口美敏君） 失礼しました。今回ですね、４,９００円というよう

なことで、現在が４,５５０円でございますので、すみません、失礼しました４,４

５０円です、現在がですね。失礼しました。その差額が今回の値上がり分、増加分

という形になります。 

○議長（松本佳久君） 原先利且君。 

○７番（原先利且君） 終わります。 

○議長（松本佳久君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

 採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第１１、議案第１３号、山江村介護保険

条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決することに決定し

ました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１２ 議案第１４号 山江村在宅介護手当支給条例の一部を改正する条例の制

定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１２、議案第１４号、山江村在宅介護手当支給条

例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第１２、議案第１４号、山江村在宅介護

手当支給条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決すること

に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１３ 議案第１５号 山江村ケーブルテレビ施設の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１３、議案第１５号、山江村ケーブルテレビ施設

の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、質

疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

 採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第１３、議案第１５号、山江村ケーブル

テレビ施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定については、

原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１４ 議案第１６号 山江村特定公共賃貸住宅管理条例の一部を改正する条例

の制定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１４、議案第１６号、山江村特定公共賃貸住宅管

理条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑あ

りませんか。３番、中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） では、議案第１６号について、質疑をいたします。 

今回、北永シ切団地を新しく特定公共賃貸住宅の条例の中に移すというような提

案でありますが、私が持ってる例規集ではですね、井出口団地が入ってないんです

よね。今回、井出口団地は、平成２３年４月１日からされているはずなんですが、

この条例の中では、（堂園）団地だけしか入ってないんですが、井出口団地につい

ては、特公家賃は取られてなかったのですか。 

○議長（松本佳久君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、お答えいたします。 
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井出口団地につきましては、２２年度に建設をしておりまして、建設の段階から

県の補助をもらいまして、５戸の特定公共賃貸住宅ということで建築をしまして、

平成２３年４月から金額につきましては適用をしていたところでございます。 

ただし、条例のほうの改正はしてなくて、実際、使用料のほうは取っていたとい

うことでございます。 

以上でございます。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） これは、現建設課長じゃなくてですね、前任だと思うんです

が、条例にもないのに所得１５万円以上の方について、４万６,０００円の家賃を

取っておったということは、これは基本的には条例違反じゃないんですか。これは

村長がお答えください。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） お答えをいたします。 

村営住宅には、公営住宅と、それから、特定公共賃貸住宅、公営住宅は一般的に

所得が低い方、特定公共賃貸住宅は、ある程度収入がある方ということで用途があ

ります。 

井出口団地につきましては、２２年度建設、それも繰り越しということで建設を

行いましたが、確かに中竹議員がおっしゃるとおり、特定公共賃貸条例に関する条

例の制定がなされていなかったことは、事実でございます。このことは事実でござ

います。 

そういったことを含めてですね、今回、堂園団地は条例化してますけれども、井

出口団地と、そして、北永シ切団地が、教職員住宅の用途をさしてないということ

から、併せて、今回条例のほうに提案するものでございますが、条例に挙げていな

いものが特定公共賃貸住宅に使用料を取ったということは、これは事務上のです

ね、担当課を含め行政の事務としては、不的確だったと思っています。そのことを

十分に反省しながら、担当課のほうには十分に指導をしていきますし、やはり、こ

ういった補助事業等、また、使用料をいただくということは、やはり、私たちが基

本的なことをすべき職務でありますから、そういったことについては、十分に反省

をしながら、こういうことがないように今後、指導徹底してまいりたいと思いま

す。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 事務的なミスであったということですが、こういうことは、

やっぱり事前にちゃんと条例を出される前に把握できることですから、条例の例規

集にないのをですね、お金を取っておったということは、いわばもう条例違反、こ
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の特公に関するその基本的な法律にですね、基づいてなされてなかったということ

です。 

これは、ですから住民がですね、それは違反だから返してくれと言われれば返さ

なきゃならない。賠償問題に発展します。だから、十分に注意をしてですね、今後

やっていかれるように指摘をして終わりたいと思います。 

以上です。 

○議長（松本佳久君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第１４、議案第１６号、山江村特定公共

賃貸住宅管理条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決する

ことに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１５ 議案第１７号 山江村教職員住宅管理に関する条例を廃止する条例の制

定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１５、議案第１７号、山江村教職員住宅管理に関

する条例を廃止する条例の制定についてを議題とし、質疑を許します。質疑ありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第１５、議案第１７号、山江村教職員住

宅管理に関する条例を廃止する条例の制定については、原案のとおり可決すること

に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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 日程第１６ 議案第１８号 村道路線の廃止について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１６、議案第１８号、村道路線の廃止についてを

議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

 採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第１６、議案第１８号、村道路線の廃止

については、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１７ 議案第１９号 村道路線の認定について 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１７、議案第１９号、村道路線の認定についてを

議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。３番、中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 議案第１９号について、質疑をいたします。 

村道路線の認定の件ですが、整理番号２番、長ヶ峰合戦ノ峰線のことでありま

す。今回、廃止に伴いまた新しく認定されるわけですが、起点が若干延びて、ちょ

うど高速道路に架かる橋梁だということであります。これは、もちろん山江村がつ

くってくださいとお願いをした道路だろうとは思うんですが、いきさつ上ですね、

どういうふうになったのか。 

というのはですね、私が一番心配するのは、もし村道になった場合に、これを古

くなって、架け替えとか修理とかでてきた場合ですね、これは相当な金がかかるこ

とは予想されます。村で負担していかなければならない性質のものになるわけです

ね。 

したがいまして、道路関係のですね、ネクスコ日本がですね、どういうふうな譲

渡の条件に何かただし書かなんかあるのか、お尋ねをします。 

○議長（松本佳久君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、議案第１９号につきまして、お答えいたしま

す。 

実際、村道長ヶ峰合戦ノ峰線の高速道路の歩道橋ですけれども、平成３年に高速

道路から譲渡を受けまして、そのときに山江村が受けたということでございます。 

これにつきましては、もう山江村に移管するということで、山江村が管理をする

ということになっておりまして、今後、ネクスコのほうからも点検、それから修理
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等は、山江村さんのほうでということでございます。 

ですから、今回村道に認定しておりませんでしたので、認定をしまして、国の補

助等を受け入れまして、まず点検、それから、悪い箇所があれば修理ということに

なっていくかと思います。今後まず村道の認定をして、それから調査をして、内容

を、橋梁の中身を点検するということになるかと思います。以上でございます。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） そういうことでですね、村のほうに移管されることであれ

ば、いろんな補助をとって、修理とか点検とか出てくると思いますが、相当な経

費、それから、それ相応のやっぱり技術も必要になってくると思います。 

したがいまして、ネクスコ日本さんともですね、東日本ともよく連携を取りあっ

て、そういうふうに修理とかなってまいりますと、もう山江村さんどうぞ勝手にや

ってください、というようなことであればですね、相当な経費を注ぎ込まなければ

ならない状況も出てまいりますので、そのへんは十分注意をしながら、進めていっ

ていただきたいというふうに思います。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） 今のご指摘は本当に重要なことです。本村は、坂本から人吉ま

で相当距離があるし、橋梁から側道から法面からありますので、一つの例が、やま

しぶの法面の工事のときに、村道に移転しているから、村のほうでどうですかとい

うことでしたから、あれを村のほうでしたならば、移管したものの相当な経費でし

た。ですから、そのときにネクスコのほう、道路公団のほうに、うちではとても財

政的に余裕がありませんから、ぜひ道路交通、高速道路を通る方の、利用される方

も危険ですから、できれば当方で工事をしてくださいと。そしてから、向こうのほ

うで対応した例がございます。 

そういったことで、橋ですから、高速道路の下をどんどんと高速道路を通るお客

さんがおると。村道だから村でしてくれといった場合には、とても持ちこたえきれ

ません。今、ご指摘のとおり、国とか、あるいは道路公団ネクスコ、関係者と協議

して、この点については進めてまいりたいと思います。 

［「終わります」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 
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採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第１７、議案第１９号、村道路線の認定

については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１８ 議案第２０号 平成２４年度山江村一般会計予算 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１８、議案第２０号、平成２４年度山江村一般会

計予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。５番、田原龍太郎君。 

○５番（田原龍太郎君） おはようございます。 

議案第２０号、平成２４年度一般会計予算案からですね、２点ほど質問をしたい

と思います。よろしくお願いします。 

第１点目は、５３ページの老人福祉費、この中の１９負担金補助及び交付金の中

に、シルバー人材センター補助金１８０万円が計上されております。前年度は５０

万円だったんですけど、これが１８０万円になった理由をお願いします。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） それでは、お答えをいたします。シルバー人材センタ

ーの助成、本年度１８０万円計上いたしております。昨年度は、確かに５０万円で

ございました。 

それと、緊急雇用の事業で１５０万円を昨年度計上いたしておりまして、合わせ

て２００万円ということでございました。今回は、そのようなことで１８０万円シ

ルバー人材センターのほうに助成というようなことで、計上しているところでござ

います。終わります。 

○議長（松本佳久君） 田原龍太郎君。 

○５番（田原龍太郎君） その内容ですけど、どういうふうに使われるというのはわか

らないんですかね。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） それでは、お答えをいたします。シルバー人材センタ

ーの事業をやっておりまして、その中で、事業費の１０％が収入ということで、そ

れで運営をしているところでございます。 

ただ、その１０％の運営では、非常に厳しゅうございますので、そのようなこと

で、運営のために助成金を計上しているところでございます。 

○議長（松本佳久君） 田原龍太郎君。 

○５番（田原龍太郎君） なら一応事業内容もそうですけど、人件費に充てられるとい

うことで理解していいんですかね。 
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○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） お答えをいたします。主に人件費になろうかと思いま

す。 

○議長（松本佳久君） 田原龍太郎君。 

○５番（田原龍太郎君） 次、二つ目の質問を行います。７０ページですね、ここに農

業費がありますけど、１６番の原材料費３００万円が計上されております。これは

農道の生コンだろうと思いますが、この予算で何メートルの舗装ができるか、お答

え願いたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 豊永産業情報課長。 

○産業情報課長（豊永知満君） それでは、お答えをいたします。原材料費として、農

道舗装生コン３００万円、これにつきましては、大体１路線当たり８０メーターと

いうことで予定をしておりまして、８０メーターの１０路線ということで、８００

メーターを予定をしております。以上でございます。 

○議長（松本佳久君） 田原龍太郎君。 

○５番（田原龍太郎君） ということは、１年に８００メーターということですね。今

現在ちょっと確認したところにおきますと、８,０００メーター近くの要望が出て

いるということですので、全部終わるまでは１０年近くかかるということです。 

できたならばですね、やっぱり現場を見ますと、滑って上がらない所もあるし、

デコボコもあります。特にトラクターとかなんかで通われる場合は危ないですの

で、特に高齢者の方が運転する所が多いと思います。できるならば少しずつでもで

すね、早めに舗装をやってほしいと要望して終わります。 

○議長（松本佳久君） ほかに質疑ありませんか。６番、秋丸安弘君。 

○６番（秋丸安弘君） 議案第２０号、平成２４年度山江村一般会計予算書の中からで

すけども、３９ページの企画振興費として、旅費１００万円、それから、委託料と

いたしまして７０万円が計上されておりますが、これは、職員の丸岡会の研修費と

お聞きしておりますが、本当でしょうか。 

○議長（松本佳久君） 豊永産業情報課長。 

○産業情報課長（豊永知満君） それでは、お答えをいたします。この普通旅費１００

万円につきましては、丸岡会、２４年度におきましては、熊本、それから関西、福

岡、中部東海、それぞれ８名の旅費ということであげさせていただいております。 

それから、その委託料につきましては、交流を深める、それから物産販売、販路

拡大につながるということで、この物産販売のほうでですね、物産振興会あたりの

旅費、商品の送料ということで計上をしております。 

○議長（松本佳久君） 秋丸安弘君。 
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○６番（秋丸安弘君） 前回、２３年度関東丸岡会がございましたけども、今回その会

は助成もなく、村民の方々は１人も参加せずに、職員の方が１１名参加されており

ます。今回も職員の研修費だけしかみられておりませんけども、丸岡会の趣旨とい

たしましてはですね、できれば村民の方が多く参加していただきたい。そのために

今回、議案審議のときに総務課長に、職員を３分の１ぐらいにして、あとのほうを

助成のほうに、村民の方の少しでも足しになるような考えはないのかとお聞きしま

したところ、そういう考えはないと言われまして、ましてや、職員は金まで出して

参加はしないと、こうまで言われました。これを村民が聞かれた場合、どのような

反論が出るか。職員は助成でいく、村民は全額負担せんばん。大体１泊２日でしょ

う。それに対して５万円、６万円かかるわけですよ。 

そこで、少しでも職員の数を減らして、村民の方に１人でも多く参加してもらう

考えはないのか、お聞きします。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） お答えいたします。ご指摘のとおり、職員の感覚的な物事の事

業の推進では全く村民まで届きません。ご指定のとおり、ふるさとを遠く離れて都

会でおられる方は、本当にふるさとの皆さんが来られて、会うのを楽しみにされて

おります。 

そういったことから、以前は、村民の方が参加されるときには、２分の１程度の

助成をしていたということでしたけれども、いろいろ夫婦で行ったり、結婚されて

きて、山江の出身者じゃないと。そして、定住をよそから来てされた。ちょっとそ

れはおかしいんじゃないかという意見もございました。 

今回は、前年度は、２３年度は若手職員が多いということから、研修の一環とし

てしましたけれども、そういったもろもろのことを十分に反省して、今、秋丸議員

が指摘しましたように、２４年度は、職員の参加は担当課を中心に最低限、やっぱ

り３名から４名程度、残されましたやはり８名から１０名程度はですね、村民から

多く公募して、一部助成もして、そして、ふるさとから都市在住の村民のふるさと

出身者の方に、村民が出かけていって、そして、旧交を温める。そして、ふるさと

の便りも届けると、そういったことをしないと、本来の丸岡会の趣旨が、職員と都

市在住のふるさとの出身者の方だけしよっても意味が成り立ちませんから、そうい

う点を十分にわきまえて、議員の皆様方からもそういったご指導があったというこ

とをお聞きしてますから、そういう点を踏まえて、２４年度はそういう方向で実施

させていただきます。 

○議長（松本佳久君） 秋丸安弘君。 

○６番（秋丸安弘君） その点は、今、村長がお話しいただいたように、やっぱり村民
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を大事にし、村民が参加できるような予算でも執行でも何でもいいですけども、な

るだけ村民が参加できるような趣旨で頑張っていただきたいと思います。 

質問を終わります。 

○議長（松本佳久君） ほかに質疑ありませんか。３番、中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 議案第２０号について質疑をさせていただきます。 

まず、２２ページ歳入のほうです。総務費補助金の中に雇用対策推進補助金１,

１８４万７,０００円があります。これは、歳出費目の４２ページにありますが、

１８番の雇用対策推進費１,１８４万７,０００円、そっくりそのまま委託料として

出ていくわけですが、この雇用対策に雇用される人々といいますか、どこの職場に

何人なのか、まずお尋ねをしたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田良介君） ただいまの件につきましてお答えいたします。 

子育て関係保育園が２カ所でございまして４名でございます。それから、特産物

の加工促進事業というようなことで、５名程度予定しております。それから、高齢

者の健康づくりサポート事業、これにつきまして２名予定しております。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 保育園が４名、株式会社やまえが５名、社会福祉協議会に２

名ということで理解していいんですね。 

次にですね、財産貸付収入の中に今、入ってないんですが、いつかお尋ねしたと

思うんですが、今回、老人保健施設、密着型のですね、保健施設ができますが、そ

この使用料は、記憶では取らないてなったんですが、最終的にはどうですかね。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） お答えをいたします。旧黎明館でございますけれど

も、地域密着型の施設を今現在建設中でございます。使用料については、無償とい

うことでお答えをいたしております。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 私は思うんですが、今まで公共的な施設、そこにあります老

人保健施設の敷地料でもそうですが、青年団も婦人会も社協もシルバーも全部使用

料を取ってるわけですね。これは、寿栄会だけどうして取らない何か根拠があるん

ですか。もうほとんど設備はですね、見てみますと瓦と骨組みが残ってる程度で、

ほとんど設備そのものは寿栄会の品物に近づいてるんですね。ですから、敷地料だ

けでも取ったほうが適当ではないかなと私は思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） お答えをいたします。いつの議会かちょっと今、忘れ
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ましたけども、敷地料は無償というようなことでお答えいたしております。その理

由といたしまして、地域密着型の施設、これは、基本的に山江村民の方がその施設

を利用するというようなことで、その村民の方が特に恩恵に預かるというようなこ

とで、無償ということでいたしております。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 村民がですね、利用されるから無償だという論拠だと思うん

ですが、婦人会も青年団も村民が利用するんですね。村民以外が利用することはま

ずありません。 

したがいまして、この件については、契約上そういうふうにされるかもわかりま

せんが、私はできるだけこれはですね、村民の施設でもありますし、敷地は、そう

いうことで、バランス的にですね、老人保健施設は取ってこの施設は取らないんだ

というのは、ちょっとおかしくなるんじゃないかなと。ですから、次回の契約の中

で、そういうことは考慮されればいいかなというふうに思います。 

次に、３４ページ、業務請負委託料３,４１９万５,０００円が計上されておりま

す。これは、恐らく業者委託のいわゆる派遣業務あたりだろうと思うんですが、ト

ータルで何名なのか私が試算ではですね、今回２４年度賃金を含めて委託料含めて

ですね、トータルでケーブルまでいきますと６,４６５万円あるわけですね。実際

にですね、今ちょっと出てこないと思いますが、何名の方を総数でですね、先ほど

雇用対策についてはお尋ねしましたので、それ以外、何名の方が全部おられるの

か。恐らく３５、６名になるんじゃないかと思うんですが、所属、所管に何人、業

務委託は何人というのを、またあとでご報告をいただきたいと思います。 

次にお尋ねしたいのは、笑顔あふれる推進補助金というのが３９ページにありま

す。総務管理費の中でですね、各地区にそれぞれ平均で１７万７、８千円流れてい

くわけですが、申請に基づくわけですが、そこで問題なのは、各種のいろんな教育

委員会でも１分館、１スポーツとありますが、それと併せてですね、今回、万江の

ほうにもコミュニティセンターができるわけですね。そういったものを施設をうま

く利用するための、例えば地域サポーター、今回は役場のほうでは若手職員がなっ

ておりますが、地域サポーターとか、その集落のお世話する人、そういうものが非

常に大事になってくると思います。そのへんは何かお考えがあればお尋ねしたいと

思います。金額的には私は別に何もありませんけども、よろしくお願いします。 

○議長（松本佳久君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田良介君） まず最初に３４ページであったろうかと思いますが、業務

請負委託料でございますけど、これにつきましては、給食の方の調理事務の方、そ

れと、道路維持管理の方、それと公用車の運転、スクールバスの運転もろもろ１３
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名でございます。 

それと、非常勤から臨時職員の件でございますが、今、総務課のほうに３名、農

業委員会１名、議会事務局１名、健康福祉課のほうに３名、学校支援員として３

名、人権教育で１名、産業情報課のほうに１名、税務課のほうに２名というような

ことでございます。 

続きまして、笑顔あふれる交付金でございますが、予算としましては、２,２８

４万５,０００円をお願いしているわけでございまして、特にご承知のように１６

地区ございまして、均等で１万円、それから世帯割で１,０００円というようなこ

とで金額は見積もらせていただいております。 

特に、地域住民がみずから企画し、実践する地域づくりの活動に対しましての費

用でございまして、特に、今現在、地域サポーターが職員としておりますし、そし

てまた区長さん等々の会議の折に、いろんなことを踏まえながら、地域がより栄え

るような地域づくり活動に推進していきたいと考えております。 

内容等々につきましては、夏まつり、敬老会の実施される折、子供会、それか

ら、各清掃活動等々を考えながら、また、施設等々の補修につきましては、以前、

健康福祉課のほうから行いました公民館等々については、ほとんど終わってるかと

思いますが、その他の項についても、施設等々については、こういう制度で執り行

っていきたいと思っております。 

以上でございます。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） はい、そういうふうに計画されておられますが、やっぱり、

そのへんの支援をですね、きちっと後方支援といいますか、しとかないと、そして

また、交付の基準はきちっと要項あたりを定めておかれないと、申請があった段階

でですね、こらどうしようかどうしようかという段階ではちょっと始まりませんか

ら、事前にですね、こういう場合には適合しますとか、そういった要項基準をきち

っとされておかれたほうがいいと思います。 

それから、５１ページに工事請負費で３５０万円、青年婦人会館の建築工事が入

っております。これは健康福祉課長にもお尋ねしたんですが、どうして福祉のサイ

ドで扱うんですかということをお尋ねしたんですが、黎明館だったからこうなった

というようなお答えでした。今後この会館には、何か新しい名前をつけられる予定

があるんですか。例えば、婦人青年会館とか、なんとかの、黎明館は昔ありました

から、そういう名前をつける予定があるんですか。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） ご指摘のとおり、青年団と婦人会が入りますから、できれば山
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江村婦人青年会館とか、そういった名称をつけて、きちんとした利用を図ることが

必要だと思っています。まだ名前につきましては、青年団、婦人会ともよく協議し

て進めていきたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 併せてお願いがあるんですが、ここを改築されるにあたっ

て、一つだけ配慮していただきたいのがあるんです。というのは、小中学生が学校

の行き帰りにですね、あの辺はトイレがないもんですから、トイレを借りによその

家に駆け込むことが多いらしいです。だから、できれば外にでもですね、両方兼用

でできるような仕組みができればいいなということを、希望したいというふうに思

います。設計の段階でどういうふうにできるかわかりませんが、一応頭の中に入れ

ておいていただければというふうに思います。 

それから、６１ページの負担金補助及び交付金、保健衛生費ですが、特定不妊治

療費の助成というのがあります。９０万円。確かに不妊治療で悩んでおられる方は

あるわけですが、現在は、保健所に申請をしますと、４回ぐらいは多分その補助で

いけるというふうに聞いておりますが、大体１回で最近は１５、６万円ぐらいかか

るんじゃないかと思うんですが、やはり、こういうような要望があって、また、こ

れは何件ぐらい計画をされて計上されたのか、お尋ねします。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） お答えをいたします。人員のほうについては、２名の

方を、現在治療されてる方、情報によりますと２名程度ということでこちらのほう

つかんでおりますので、２名程度であろうというようなことで予算を計上しており

ます。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 大変ありがとうございました。じゃあ最後にですね、コミュ

ニティ施設についてお尋ねしたいと思います。 

今回、コミュニティ施設を万江地区のほうに建築予定でありますが、ページは８

７ページ、土木費の住宅費の中に入っています。住宅建設と併せてされるわけです

が、今回、コミュニティ建設に伴う設置及び運営に関する条例等は提案されてあり

ませんが、このコミュニティ施設の使用にあたって、特に万江地区重点的に使用さ

れると思いますが、使用料とか、それから管理とか、使用にあたって、誰かそこに

常駐させるとか、何かそういうふうな腹案はありますか。 

○議長（松本佳久君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それではお答えいたします。２３年度からコミュニティ施

設につきましては、造成と建築のほうの設計を行いまして、２４年度に実際建物を
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建設する予定でございます。 

ご質問の内容ですけれども、施設としては山江村の施設ということでありまし

て、万江地区の方、主に１３区、１４区の地域の方に施設を委託するということに

なるかと思います。そこにつきましてもまだ地元の方に詳しい打合せは行っており

ません。ですから、まだ使用料等、内容、管理人等の打合せ等は行っていないとこ

ろです。建築進むにつれそういう内容を地区にお話をおつなぎし、決定していきた

いというところで計画しております。 

以上です。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） まだそのようなことについては決まってないということであ

りますが、これから建築、完成に向けてされるわけですが、その段階でですね、使

用方法、料金、管理、そういったものについても詰めていかれると思いますが、万

江地区の、重点的には万江地区でされるんですが、山田地区の方も使われる場合も

多分あると思います。そういうことを勘案してですね、できるだけ使いやすいスタ

イルで、いろいろ要項、基準等も決めていっていただければなというふうに思いま

すので、よろしくお願いします。 

以上です。 

○議長（松本佳久君） ほかに質疑ありませんか。４番、岩山正義君。 

○４番（岩山正義君） それでは、質問させていただきます。９４ページ、教育費の教

育総務費、奨学金繰出金についてちょっとお伺いいたしたいと思います。 

奨学金につきましては、今まで多くの方が利用していただいておりまして、それ

ぞれの職場で頑張っておられるものだと思っております。奨学金の積立基金として

は、２２年度の決算を見てみますと、５,９３１万２,０３５円ですかね、それに２

３年度２００万円、そして２４年度も２００万円ということで一応予定されており

ますが、この奨学金の積立てですね、これはいつまでていいますか、どれくらいの

金額まで積み立てられるのか、お伺いいたしたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 中山教育課長。 

○教育課長（中山久男君） それでは、ただいまの件についてお答えさせていただきま

す。２３年度につきましては、まず２３年度の申請者、新規の申請者が少なかった

ということで減額させていただきまして、その分は積み立てしておりません。２４

年度につきまして今回計上させていただいておりますけど、新規の方の見込みとい

うのが、まだ現在でもわかっておりませんですけど、相当多かった場合にはです

ね、積み立てさせていただきたいなと。 

この総額につきましては、今後、子どもたちというのが、今のところ増加傾向に
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ないということでございますけど、ただ、今後、大学等の上級学校に進学される方

が相当増えてきますと、また必要かなということで、現在の申請の人員で推移しま

すと、そんなに積立ては必要ないかなと、賄いができるかと思っております。た

だ、今後の子どもたちの進学状況によりましては、また積立てが必要な場合が出て

くる可能性はあるかと思っております。今のところちょっと計算できてないんです

けど、このことでご了承お願いしたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 岩山正義君。 

○４番（岩山正義君） 今までですね、これは私も何年から始まったかよく覚えており

ませんが、どれくらいの人がこの恩恵を受けておられるかということを、ちょっと

今わかったらお願いいたします。 

○議長（松本佳久君） 中山教育課長。 

○教育課長（中山久男君） ただいまの件につきまして、大変申しわけございませんで

すけど、ちょっと総数につきましては把握しておりません。ただ、昭和４０年代ぐ

らいから始まっておりますので、人数等につきましては、後刻報告させていただけ

ればと思います。 

○議長（松本佳久君） 岩山正義君。 

○４番（岩山正義君） はい、わかりました。今度は、逆に貸付けじゃなくて入ってく

るほうですね、そちらのほうのことをちょっとお聞きしたいんですけど、順調に入

ってくるのが一番理想なんですが、やっぱりそれぞれ事情ありまして、遅れたりす

る人もおられると思います。それでですね、長期滞納者といいますか、それと、全

然連絡が取れない、行き先がわからないといった方もおられると思いますが、今わ

かっておられたらですね、お教えていただきたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 中山教育課長。 

○教育課長（中山久男君） それでは、ただいまの件につきまして、未納者といいます

か、返済の期間を過ぎてからの方は複数いらっしゃいます。そのうち、今、連絡取

れないところが２、３件ほどございます。昨年末から先月ぐらいまでですね、若干

強化させていただいて、大体納入につきましてもですね、少しずつとか、また、若

干多めに返済していただいた方も多数いらっしゃいまして、今のところ予想を上回

るようなことで若干償還はいただいております。 

ただ、連絡取れないところにつきましては、戸籍等でちょっと照会させていただ

きながらですね、ちょっと居場所をつかめればと思っております。返済の通知を差

し上げてもそのまま郵便で返ってくるもんですから、ちょっと追及したいなと。そ

れ以外につきましては、連帯保証人様のほうにも連絡をさせていただいておりま

す。そちらのほうからでも２件ほどにつきましてはですね、請求していきたいと思
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っております。ただ、返済額につきましては、期間が相当過ぎました方につきまし

ては、現時点で把握はしておりますけど、金額のほうは手元にございませんので、

また後刻報告させていただければと思います。 

○議長（松本佳久君） 岩山正義君。 

○４番（岩山正義君） はい、わかりました。返済については、先ほど言いましたが、

それぞれ事情を抱えておられると思いますので、理想は先ほど言いましたように、

償還計画ですね、そのとおり返ってくるのが一番いいわけですけど。ただ、これか

らもそういった長期滞納者とかは、よく連絡といいますか、して、徴収のほうに努

力していただきたいと思います。 

終わります。 

○議長（松本佳久君） お諮りします。質疑の途中ですが、まだ答弁が返ってきており

ませんので、暫時休憩をしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 再開時刻を１１時２０分といたします。暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時１２分 

再開 午前１１時２０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（松本佳久君） 休憩以前に引き続き、再開をいたします。 

先ほどの岩山正義君の質問に対しては、よございますか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） ほかに質疑はありませんか。２番谷口予志之君。 

○２番（谷口予志之君） それでは、一つだけお尋ねをしたいと思います。 

３８ページ総務企画費の中で工事請負費と１５番ありますけれども、これはどう

いうことをされるのかお尋ねをしたいと思います。３８ページです。６００万で

す。 

○総務課長（高田良介君） それではお答えいたします。工事請負費で一応６００万計

上しておりますけど、住環境の整備としまして、特に２分団の詰所の近辺にトイレ

等を一つ考えております。それに又他のところの場所におきましてはまだ未定でご

ざいますが、地域の方からの要望には即応えるようなことで考えております。 

○村長（横谷 巡君） お答えいたします。この６００万は、一つは大王神社周辺、例

えば国指定でございますが、観光でこられたときにトイレが不便と。また、各種祭

り、行事等をされたときに、議員さんたちもトイレを使われた経過からですね、非

常に困窮しているということから、その観光面、地元の健康づくり、そして、先ほ
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どお尋ねがありましたように、小中学校の登下校をするときのトイレ、そういった

ことの工事費と、それから、集落集落で大木がいっぱい今、人家の上に危険な木が

あると。これをどうしても高齢者時代になりまして、伐採をする力がないと。です

から、そういう要望がたくさんきてます。今回も白岳部落の後ろ、東浦、それから

尾崎の椎谷、もういろんなところからきてますから、そういった人的に台風とか集

中豪雨のときに危ない所は、もう高齢者ですし、そういったところの住環境整備

で、村で災害と含めてやろうという趣旨の事業費でございます。 

○議長（松本佳久君） 谷口予志之君。 

○２番（谷口予志之君） ありがとうございます。そういうことで危険箇所ですね、集

落を見て回りますと住宅のところなんかにもかなり危険な箇所があるかと思いま

す。早急に調査をいただいて、危険性がある所から先にやっていただきますように

お願いして、質問を終わります。 

○議長（松本佳久君） それでは、先ほどの質問につきまして、中山教育課長。 

○教育課長（中山久男君） それでは、先ほどは失礼しました。現在の書類等を残って

る分で説明させていただきたいと思います。 

まず、昭和４１年から奨学金の貸付けが始まっておりまして、うちのほうのペー

パーで残ってる分が、平成３年からでございまして、その４１年から平成２年度ま

でにつきましては、ちょっと書類等が今のところは見つかっておりませんので、省

略させていただきますけど、平成３年からですと、利用者の方が１５６名で、年平

均の約８名程度、多いときには十数名、少ないときには５、６名程度の方が申請さ

れてるようでございます。よろしいでしょうか。失礼しました。 

○議長（松本佳久君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第１８、議案第２０号、平成２４年度山

江村一般会計予算は、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 議案第２１号 平成２４年度山江村特別会計国民健康保険事業予算 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第１９、議案第２１号、平成２４年度山江村特別会
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計国民健康保険事業予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。３番、

中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 議案第２１号について質疑をいたします。予算書そのものに

は、全体的にはありませんが、昨日もちょっと申し上げましたけれども、財政的に

非常に逼迫してるという状況をかんがみ、再度、村長がですね、この国民健康保険

事業の運営について、どのような心構えで進まれるかですね、再度確認をいたした

いと思います。よろしくお願いします。 

○議長（松本佳久君） 村長。 

○村長（横谷 巡君） お答えいたします。昨日も国民健康保険の状況につきまして

は、非常に高齢化を迎えていると。そして重病になる人も多いと。医療の高度化に

よって、非常に昨今の経済情勢厳しい中で、収入が得られないと。このような中

で、税金を上げずに基金をずっと１５年から取り崩してきましたので、いよいよ２

４年度から厳しくなってくるということです。 

基本的にですね、やはり健全な安定運営、多くの方々が、この国民健康保険に加

入されており、やはり、医療というものは、大切に行政として対応準備していかな

ければならないと。そのような中で、きちんとした財政運営を図る必要があります

から、９月の決算剰余金等がでましたときには、また、議員さんとお話をさせてい

ただきながら、その剰余金を基金として積み立て、そして、５年程度は安心して安

定できるような、健康保険の運営を図る必要があるかなというふうに私は感じてい

ます。 

そういったことから、今後の経済情勢等、非常に農林業を中心として疲弊してい

ますから、なるべく税額を上げることなくできますれば、決算剰余金のあたりを基

金のほうに積み立てて、運営させていただければということを今、思っているとこ

ろでございます。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 大変厳しい状況になっておりますので、危うい状況になりま

すと行政の責任にもなりますし、また、我々のほうにも責任がかぶってくるように

なりますので、十分注意をしてお願いをしたいと思います。 

以上、終わります。 

○議長（松本佳久君） ほかに質疑ありませんか。４番、岩山正義君。 

○４番（岩山正義君） それでは、国民健康保険事業について、ただいまの中竹議員と

若干ダブるところもありますが、２点ほど質問させていただきます。 

まず、２４年度の国民健康保険事業の予算を見てみますと、総予算額が４億８,

５００万円となっております。財政は、さっき一般質問の中でも出てきております
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が、財政調整基金が底をついている中、この予算編成にあたっては、大変苦慮され

たと推察しております。 

２３年度予算は、定例会の１日目に採択しておりますが、５億３,０３９万円と

なっている現状を見ますと、恐らく、２４年度も最終的には、やはり５億３,００

０万円前後になるんではなかろうかと思っております。 

近年の景気低迷による経済状況では、所得の向上による保険税の増加はとうてい

見込めないというようなことを感じております。そういった中であっても医療費は

増加していくというような現状であります。 

その担当課の山江村としての対策としては、各種健康教室や住民健診等による、

受診率の向上によります医療費の削減を図られておるところでございますが、なか

なか成果が出るまでには、時間を要するような現状であろうと思っております。２

３年度の予算を見てみましても、法定外繰入金してありますが、これもやっぱり急

場しのぎで、抜本的な対策ではないと思いますので、国保税の引き上げも時間の問

題ではなかろうかとは、私自身は思っております。 

また、そういったことでですね、財源確保をですね、先ほど村長が言われました

決算の残金といいますか、それを基金に積み立てて利用するといいますか、そうい

ったことも考えておられると思いますが、ほかにどういった方法を考えておられる

かということをお聞きいたしたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） お答えをいたします。岩山議員の財源についてのご質

問でございますが、その中で、平成２４年度の最終的な予算が、５億３,０００万

円、本年度と同額程度になろうかというようなご質問もございましたので、それも

含めてお答えをさせていただきたいと思います。 

まず、国民健康保険事業運営については、国保制度の構造的な問題もございまし

て、全国の市町村の国保事業、非常に厳しい運営を強いられている状況でございま

す。また、本村の国保運営も非常に厳しい状況でございます。国保財政の中で、保

険給付費の支出額が、非常に国保運営に大きな影響を及ぼす原因の一つでございま

すので、そのことについて、まずご説明いたしたいと思います。 

平成２３年度の国保事業の補正予算（第３号）で、一般療養給付費につきまして

は、２億８,７３８万２,０００円といたしております。これは、過去３ヵ年に比較

いたしまして、非常に増加をいたしているところでございます。ちなみに、過去３

カ年の一般療養費の決算額においては、平成２０年度が２億４,９００万円、平成

２１年度が２億６,７００万円、平成２２年度が２億３,７００万円というようなこ

とで、平成２３年度が２億８,７００万円というようなことで、非常に２３年度増
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加しておるところでございます。 

この増加の原因を分析いたしましたところ、高度医療受診者の方が非常に多かっ

たということが、大きな要因というようなことで考えております。このようなこと

からですね、平成２３年度は、特異な年度であったのではないかというようなこと

で、平成２４年度の予算額につきましては、平成２２年度等の同じ額の２億８,５

００万円というようなことで今回計上しているところでございます。 

ただしかし、高度医療受診者の増加、あるいは、インフルエンザ等の季節的な疾

患の発生によっては、大きくこの額が増加することが考えられます。特に、山江村

の小規模自治体においては、それが顕著に現れますので、基金積立額が底をついて

る状態では、非常に厳しい予算計上と言わざるを得ないと思っております。 

財源につきましては、先ほど村長のほうから答弁をいたしましたとおり、財政調

整基金、国民健康保険の財政調整基金の積立てについて、今後、ご協議お願いをし

たいということで考えております。また、当然、国保税等についてもですね、これ

は引き上げ、据え置き、その点も含めたところで検討をしていきたいというように

考えております。 

以上でございます。 

○議長（松本佳久君） 岩山正義君。 

○４番（岩山正義君） 大変厳しい状況でございますが、担当課におかれましては、ぜ

ひ乗り越えてといいますか、頑張っていただきたいと思います。 

もう１点ですが、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の最

高額がですね、議案２１号の一番最初のページにありますが、３,０００万円と定

めてありますが、この３,０００万円は、前年度も３,０００、最近は動いていない

と思いますが、こういった時期でございまして、予算はあるが現金はないというよ

うな状態が、年度始めはあると思います。そういったことを考えますと、補助金と

か交付金のやっぱり入金が、あとになるということが考えられますので、この最高

額をもう少し上げるということは、考えておられるかどうか、お尋ねいたします。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） お答えをいたします。先ほど申しましたとおり、本年

度の歳入歳出は、４億８,５００万円というようなことで計上させていただいてる

ところでございます。そのような中で、歳入、歳出の執行予定等も健康福祉課のほ

うで試算をいたしておりまして、収入の年月等も含めて試算をいたしておりまして

この金額で大丈夫というようなことで、３,０００万円ということで変更は考えて

おりません。 

○議長（松本佳久君） 岩山正義君。 
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○４番（岩山正義君） 以上で終わります。 

○議長（松本佳久君） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

 採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第１９、議案第２１号、平成２４年度山

江村特別会計国民健康保険事業予算は、原案のとおり可決することに決定しまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２０ 議案第２２号 平成２４年度山江村特別会計簡易水道事業予算 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第２０、議案第２２号、平成２４年度山江村特別会

計簡易水道事業予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。４番、岩山

正義君。 

○４番（岩山正義君） それでは、簡易水道事業予算について、質問をさせていただき

ます。簡易水道は、多分昭和５５年、５６年だったですか、建設してあります。簡

易水道の配管を見てみますと、一部石綿管を含む今回の工事といいいますか、老朽

化した送水管、配水管を国庫補助を利用し、２３年度で耐震用の配管布設替えが終

了しておりまして、今までも安心な水でしたが、更に、安心・安全な給水がされて

おります。施設管理用の水道施設台帳もその都度作成され、２４年度も委託料とし

て計上されております。 

つきましては、耐震用配水管の布設替えの延長等ですね、どれくらいのを替えて

おられるか。また、できれば中央地区の水道施設全体の送水管の延長とか、配水管

の延長等の資料がありましたら、お尋ねいたしたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○議長（松本佳久君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、質問についてお答えいたします。まず、補助事

業につきましては、平成１８年から平成２３年、最初の３年間が増補改良というこ

とで、水源地を新規に求めたところの、３年間のそれに併せた配水池の補助事業で

ありました。それから、２１年から２３年度につきましてが、主に耐震化に向けた

水道管の更新ということで行ったわけです。配水管のわかる範囲での延長というこ
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とでございますけれども、口径が１５０ミリから５０ミリ以下ということで、こち

らで把握してる分で、総計の２１年度から２３年度しましたところ、約２９キロを

配水管の改良を行っているところでございます。 

以上です。 

○議長（松本佳久君） 岩山正義君。 

○４番（岩山正義君） わかりました。現在ではですね、水は水道をひねればもう出て

くるというような便利なものであります。水はまた１日もなくてはならないものだ

と思っております。水源確保及び配水等の充実により、安定した給水がなされてお

りますことを感謝いたしております。これからも管理については、よろしくお願い

いたしたいと思います。終わります。 

○議長（松本佳久君） ほかに質疑ありませんか。３番、中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 議案第２２号について、質疑をいたします。１点目ですが、

繰越金が２,２５６万４,０００円ということに計上されております。合わせて、繰

入金は５,０００万円の計上がなされているわけですが、平成２２年度の決算で

は、２,５００万円ほど残っております。決算ですね、決算後は。２３年度も補正

後、もう既に可決をしておりますが、補正で予備費で２,５４５万１,０００円予備

費として残った状況で組んでおられます。思いますのに、毎年２,５００万円ほど

残るわけですね。なのにどうして５,０００万円も繰り入れをしなければならない

のか。緊急な場合に備えて２,５００万円をとっておくということから、こういう

予算の編成になっておるのか。それかもしくは、何らかの制限があって、この５,

０００万円を繰り入れしなければならないのかですね、そのへんについて、まずお

尋ねをしたいと思います。 

○議長（松本佳久君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、質問につきましてお答えいたします。中竹議員

が言われるように、２３年度の補正で可決いただきました予備費２,５４５万１,０

００円でございます。その分を２４年度の繰越金ということで上げたところでござ

いますけれども、まず、繰入金につきましては水道事業を補助事業で行ってまし

て、起債の償還、元金利子のほうに充てるということで、主に予算は計上しており

ます。予備費につきましても、２３年度の雑入等が多かった分、予備費も金額が多

かったわけですけれども、全体の予算としまして、そういう償還金に充てるという

ことで、繰越金と、それから、繰入金等に充てるという予算を計画したところでご

ざいます。 

以上でございます。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 
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○３番（中竹耕一郎君） 償還金が４,４００万円ぐらいですか、ありますので、その

へんを見込んで５,０００万円の繰り入れ計上だったろうと思いますが、さて、こ

の地方債の残高が約１５億ぐらい残っておりますが、償還はあと３４、５年、この

単位でいきますと３０年以上かかるわけですね。過疎債についてはわかりますが、

特別地方債についてですね、後年度、財政需要額に算入されるかどうかお尋ねしま

す。 

○議長（松本佳久君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田良介君） 今後におきましてもですね、各特別会計事業等々につきま

しては、繰出金が多ございますが、時の事情に応じましたところで対応していきた

いと思います。 

○議長（松本佳久君） 総務課長、この特別地方債については、どのように考えている

かという質問だと思いますよ。 

○総務課長（高田良介君） 失礼しました。簡易水道の１３ページですね、特別地方債

の件でございますが、これにつきましては、先ほどご指摘ありましたような、各年

度の起債の償還等々を考えながら、特に１３ページに記載しておりますように、元

金償還等に充てるようなことで考えております。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 私が聞いたのは、１５億ほど残っておりますが、あと何年ぐ

らいの償還であるのか、一つは。もう一つは、この過疎債についてはちゃんと交付

税措置があるんですが、特別地方債については、この簡易水道事業ですね、後年度

そういうふうに交付税算入がなされるものであるかなされないものであるか、それ

を２点だけお尋ねします。 

○議長（松本佳久君） 高田総務課長。 

○総務課長（高田良介君） 交付税措置というようなことでございますが、特に過疎債

で借っておりますので、７０％の交付税措置はございます。 

○議長（松本佳久君） 簡易水道については。 

○総務課長（高田良介君） 簡易水道事業についてもですね、過疎債で借っている関係

上、７０％の交付税の措置はあります。 

［「期間は」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 白川建設課長。 

○建設課長（白川俊博君） それでは、ご質問についてお答えいたします。地方債の償

還の期間ということでございますけれども、先ほど中竹議員が言われたように、１

５億ほど償還があるわけですけれども、償還のピークといたしまして、平成３３年

が主に８,０００万円強ということで、そこから年々年々償還金が下降をたどりま
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して、平成５３年が償還が完了年度ということで、今のところ計画は、推移は動い

ている状態です。 

以上です。 

○議長（松本佳久君） 建設課長、特別地方債についての交付税措置についてはいかが

ですか。 

○建設課長（白川俊博君） 特別措置につきましては、５０％ほど入ってくる、大体中

身については入ってくるかと思いますけれども。 

以上で終わります。 

○議長（松本佳久君） 総務課長は、訂正したほうがよくはないですか。高田総務課

長。 

○総務課長（高田良介君） 失礼いたしました。さっき申しました過疎債のほうは７０

でございますが、特別地方債につきましては５０％でございます。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 平成５３年度で終了するということでありますが、できるだ

け節約に努められて、繰り入れを少なくし、そして、できるだけ償還を早く終わる

ように努力をしてただきたいと思います。終わります。 

○議長（松本佳久君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

 採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第２０、議案第２２号、平成２４年度山

江村特別会計簡易水道事業予算は、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２１ 議案第２３号 平成２４年度山江村特別会計農業集落排水事業予算 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第２１、議案第２３号、平成２４年度山江村特別会

計農業集落排水事業予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

 採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第２１、議案第２３号、平成２４年度山

江村特別会計農業集落排水事業予算は、原案のとおり可決することに決定しまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２２ 議案第２４号 平成２４年度山江村特別会計介護保険事業予算 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第２２、議案第２４号、平成２４年度山江村特別会

計介護保険事業予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。３番、中竹

耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 議案第２４号について、質疑をいたします。先刻、介護保険

料の改定については、可決をしたところでありますが、今回の地域密着型の介護サ

ービスが始まるわけですが、本村で今、委託をしております地域密着型の介護サー

ビス給付費ですね、計上されておりますのは５,１５０万円ありますが、これぐら

いの金額は、向こう１年間で変わるだろうという予測だろうと思うんですが、若干

中身についてですね、どれくらいの積算でされてるのか、お尋ねします。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） それでは、お答えをいたします。地域密着型介護サー

ビス給付費といたしまして、５,１５０万円計上いたしております。内容につきま

しては、特養とグループホーム、これにつきましては、一月の平均２５万円程度の

８人の利用者、それの１年分ということで２,４００万円、それから、小規模多機

能型については、２５０万円の十一月の２,７５０万円、合わせて５,１５０万円と

いうようなことで計上いたしているところでございます。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 今回、山江につくりますよね、その分について増加がいくら

か見込まれますか。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） お答えをいたします。小規模多機能というようなこと

で、先ほど一月２５０万円のこれは十一月ということは、５月からの開設というよ

うなことで、十一月ということで２,７５０万円ということで計上いたしていると

ころでございます。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） ２,７５０万円、今までよりも多くなるわけですよね。今ま
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での経費よりもですね。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） おおむねそのように試算をいたしております。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） その２,７５０万円がですね、今回、その保険料にいくら実

際跳ね返るかわかりますか。もう概算数で結構です。 

○議長（松本佳久君） 山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） お答えをいたします。保険料について、今ちょっと計

算がこの場でできませんので、ちょっと時間をいただけば計算させていただきま

す。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 一応村内にできるわけですので、村内の方も十分優先的に使

うことになりますので、どれくらいかかるのか、そして、保険料にどれくらい跳ね

返るのか、このへんは、やっぱり住民の方も知っておかれたほうがいいというふう

に私は思いますので、できればそのへんもですね、きちっとした裏付けを持ってお

いていただきたいと思います。 

以上、終わります。 

○議長（松本佳久君） ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第２２、議案第２４号、平成２４年度山

江村特別会計介護保険事業予算は、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２３ 議案第２５号 平成２４年度山江村特別会計後期高齢者医療事業予算 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第２３、議案第２５号、平成２４年度山江村特別会

計後期高齢者医療事業予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

 採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第２３、議案第２５号、平成２４年度山

江村特別会計後期高齢者医療事業予算は、原案のとおり可決することに決定しまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２４ 議案第２６号 平成２４年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業予算 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第２４、議案第２６号、平成２４年度山江村特別会

計ケーブルテレビ事業予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。３

番、中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 議案第２６号、１点だけおお尋ねをしたいと思います。ペー

ジは８ページ、一般管理費の中にですね、委託料８８９万３,０００円が計上され

ております。説明では、派遣会社に業務を委託をするというように伺っております

が、これは間違いない方向でしょうか。 

○議長（松本佳久君） 豊永産業情報課長。 

○産業情報課長（豊永知満君） それでは、お答えいたします。この委託料につきまし

ては、ケーブルスタッフ３名分、３名分の委託ということで、これにつきまして

は、労働者派遣法により、派遣社員としてセンターで働いてもらうということで、

この派遣法の２６業務の中に入るということで、３名を予定してるということでご

ざいます。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） そういうふうに予定をされておるということでありますが、

これは３人ということですが、もともとマロンテレビに所属していたわけですね。

そうでしょう。マロンテレビと契約をして、今までは雇用されてたということに間

違いありませんか。 

○議長（松本佳久君） 豊永産業情報課長。 

○産業情報課長（豊永知満君） お答えいたします。議員言われるとおり、この３名に

つきましては、マロンテレビとの業務委託、委託契約ということで、これにつきま

しては、ふるさと雇用のこの事業を利用いたしまして、マロンテレビと委託契約を

して、収録、編集までをお願いしているということでございます。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 業務遂行上ですね、やむを得なかった措置だろうとは推察す
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るわけですが、３人についてですね、派遣会社にするという方向が決まっておれ

ば、まずは、そのマロンテレビの局長に相談するとか、３人にですね、その派遣会

社に行きますよという承諾はとってありますか。 

といいますのはですね、このマロンテレビが法人ではないにしてもですね、やっ

ぱり、そこの局長に何らかのコンタクトをとって、こういうふうなことをします

と。そして、この３人についても事前に承諾をとると。でないとこれは職業の選択

ですからね、大事なことだろうと思います。もしも、私は行きたくないのに勝手に

させられたというようなことを起訴でもされたら大変なことになりますので、その

へんについて承諾はとってあるわけですか、事前に。 

○議長（松本佳久君） 豊永産業情報課長。 

○産業情報課長（豊永知満君） それでは、お答えをいたします。３人の承諾をとって

あるかということでございますが、承諾のほうは、今のところはとってないという

ことでございまして、ただ、この議会終了後、こういう方向にいきます。派遣のほ

うにいきますということは、３名の方には伝えてあります。 

以上です。 

○議長（松本佳久君） 中竹耕一郎君。 

○３番（中竹耕一郎君） 決まる前にですね、やっぱり承諾をするというのはなかなか

難しい面あるかと思いますが、しかし、内諾ぐらいはとっておかれて、事前の所属

であったマロンテレビの局長あたりには、きちっとそのへんの説明は、事前にあっ

てしかるべきというふうに思います。 

これはケーブルテレビだけじゃなくてね、派遣の職員の方についてもですね、代

わるたびにやっぱり事前のそういうふうな承諾は、必要だというふうに私は思いま

す。丁寧な説明をされて、ぜひ３人とも派遣会社に行っていただくように、極力お

願いをされたほうがいいかというふうに思います。じゃないと、私は行かないとな

りますと、また違う人を見つけなければならないということになりますので、業務

が停滞すると困りますので、そのへんの配慮をぜひお願いしたいと思います。 

以上です。終わります。 

○議長（松本佳久君） ほかに質疑ありませんか。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 
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［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第２４、議案第２６号 平成２４年度山

江村特別会計ケーブルテレビ事業予算は、原案のとおり可決することに決定しまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２５ 議案第２７号 平成２４年度山江村特別会計工業用地等造成事業予算 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第２５、議案第２７号、平成２４年度山江村特別会

計工業用地等造成事業予算を議題とし、質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

 採決をします。本案を可決することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、日程第２５、議案第２７号、平成２４年度山

江村特別会計工業用地等造成事業予算は、原案のとおり可決することに決定しまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２６ 議員派遣の件 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第２６、議員派遣の件を議題とします。 

お手元に配付しております議案のとおり、議員を派遣するものです。 

 お諮りします。会議規則第１１９条の規定により、議案のとおり議員派遣をした

いと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認めます。よって、議案のとおり議員派遣すること

に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２７ 閉会中の継続審査申出書 

（議会運営委員会）（議会活動調査検討特別委員会） 

○議長（松本佳久君） 次に、日程第２７、閉会中の継続審査申出書が議会運営委員会

より提出されております。 

この閉会中の審査申出書は、次期議会運営に関する事項を閉会中も継続して審査

するものであります。 
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よって、この申出書のとおり継続審査としたいと思いますが、ご異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、申出書のとおり、閉会中の継続審査をするこ

とに決定いたしました。 

次に、日程第２７、閉会中の継続審査申出書が議会活動調査検討特別委員会より

提出されております。 

この閉会中の審査申出書は、調査中の事件について閉会中も継続して調査するも

のであります。 

よって、この申出書のとおり継続審査としたいと思いますが、ご異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、申出書のとおり、閉会中の継続審査をするこ

とに決定しました。 

先ほどの説明がまいったようでありますので、山口健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山口美敏君） それでは、先ほどの小規模多機能型の開設によりま

す、これは保険料ベースでお答えをさせていただきます。今回、保険料が平均の

４,４５０円月額から４,９００円に改定をいたしますけども、この中で、小規模多

機能の開設に伴う保険料のアップにつきましては、月額の２７円ということになり

ます。 

以上で説明を終わります。 

○議長（松本佳久君） 説明が終わりました。 

次に、お諮りします。お手元に配付しております骨格提言を尊重する障害者総合

福祉法の制定を求める意見書の決議についてを日程に追加し、追加日程第１、陳情

第１号として議題といたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、骨格提言を尊重する障害者総合福祉法の制定

を求める意見書の決議についてを日程に追加し、議題とすることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 追加日程第１ 陳情第１号 骨格提言を尊重する障害者総合福祉法の制定を求める意

見書の決議について 

○議長（松本佳久君） それでは、追加日程第１、陳情第１号、骨格提言を尊重する障

害者総合福祉法の制定を求める意見書の決議についてを議題とします。 

本案は、昨年、障害者制度改革推進会議のもとに設けられた総合福祉部会におい
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て取りまとめられた、障害者総合福祉法の骨格に関する総合福祉部会の提言を、最

大尊重する障害者総合福祉法（仮称）の制定を求める意見書提出をお願いしたいと

いう陳情書でございます。質疑を許します。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 質疑なしと認めます。 

次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 討論なしと認めます。 

 採決をします。本案を採択することに、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認め、追加日程第１、陳情第１号、骨格提言を尊重

する障害者総合福祉法の制定を求める意見書の決議については、原案のとおり採択

し、意見書を提出することに決定しました。 

ここで、お諮りします。会議規則第４４条の規定により、本会議で議決された事

件の条項、字句、数字その他の整理を議長に委任することにご異議ございません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） ご異議なしと認めます。したがって、本定例会において議決し

た事件の条項、字句、数字その他の整理を議長に委任することに決定しました。 

これで、本日の日程は終了いたしました。本定例会の会議に付されました事件

は、すべて終了いたしました。 

お諮りします。これで本定例会を閉会したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（松本佳久君） 異議なしと認めます。平成２４年第１回山江村議会定例会をこ

れで閉会します。ありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午後０時１０分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 
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